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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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暁あかつき三さん姉し妹まい密みつ室しつ盗とう難なん事じ件けん顚てん末まつ







　　　　一




　黒い鞘さやに収おさめられた刀を手に、娘むすめは雑ざつ踏とうの中を駆かけ抜ぬけていた。賑にぎやかな町まち並なみの中、無数の人々が行ゆき交かっていたが、娘は人と人の隙すき間まをすり抜けながら疾しつ走そうしていく。

　娘の後頭部で括くくられた柔やわらかい髪かみと、彼女が身につけている道どう服ふくの袖そでが、疾走に合わせ小こ気き味み良よくはためいていた。娘の瞳ひとみは鋭するどく研とぎ澄すまされ、その瞳の上には少しばかり太めの眉まゆ毛げがのっている。

　雑踏を抜けると、人のざわめきの代わりに、娘の蹴けり上げる砂利じやりのザクザクという音が響ひびいていった。

　間もなく娘の行く手に一つの屋や敷しきが現あらわれた。大きな門は閉とじられていたが、娘は走る速度を緩ゆるめはしない。そして、扉とびらに激げき突とつする寸前に人間ならざる跳ちよう躍やくを行い、門を跳とび越こえた。

　娘の心が叫さけぶ。

『い、殷いん雷らい！　ちょっとまずいんじゃないの。これじゃ殴なぐり込こみじゃない！』

　黒い鞘の刀、殷雷刀とうから心を通して、答えが返る。

『かまうか、和かず穂ほ。さっさと片かたをつける』

　娘の名は和穂といった。和穂の手から弾はじけるように殷雷刀が離はなれ、途と端たんに刀は爆ばく煙えんに包まれ同時に娘の眼まな差ざしから鋭さが消え、代わりに彼女本来の温おん和わな瞳に戻もどる。

　爆煙の中からは一人の青年が姿を現した。

　猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い眼光に長い黒くろ髪かみ、全身を覆おおうのは袖付きの黒い外がい套とうだった。

　大おお柄がらな男ではなかったが、その鋭い眼光とピンとした背せ筋すじが、彼を一いつ端ぱしの武人であると物語る。青年の名は殷雷刀、刀の宝ぱお貝ぺいである。




　　　　＊




　宝貝。仙せん人にんが己おのれの秘ひ術じゆつを尽つくし、造つくり上げた神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。ある時、一人の仙人が誤あやまって宝貝を人間の世界にばらまいてしまった。責せき任にんを感じたその仙人は、人間の世界にこれ以上の混こん乱らんを巻き起こさない為ため、己の仙術を封ふう印いんし宝貝回かい収しゆうの旅に出た。その仙人こそが和穂だったのだ。殷雷はそんな彼女に力を貸かしているのであった。




　　　　＊




　殷雷は和穂の言葉に耳を傾かたむけず、屋敷全体の気け配はいを探さぐった。建物や庭の中からは気配を隠かくす素そ振ぶりは全く感じられず、ごく普ふ通つうの話し声が殷雷の耳に届いた。殷雷は反射的に声の聞こえる部屋に向かい、駆かけだした。慌あわてて和穂も後を追う。

　庭にむかい開け放たれていた窓から疾風はやてのように廊ろう下かに侵しん入にゆうし、そして殷雷は部屋の扉を蹴け破やぶった。




　　　　二




　これじゃ、強ごう盗とうと間ま違ちがわれても仕方がないと思いつつも、和穂も部屋の中に駆け入った。

　和穂の予想通り、部屋の中に居た人物たちは呆あつ気けに取られているようだった。

　虚きよを突つかれたせいで、奇き妙みような静せい寂じやくが部屋の中を支配していた。

　和穂は少しばかり頭をひねった。

『失礼します、私は怪あやしい者じゃありません』と言って、この状じよう況きようで、誰だれが納なつ得とくしてくれるだろうか？　言葉に詰つまる和穂に部屋の中から声がかかった。

「はははっは！　私は探たん偵ていなのだよ」

　それは、あまりにも場違いな言葉に聞こえた。問もん答どう無む用ようの侵入者に対して、いきなり自じ己こ紹しよう介かいで切り返してくるのは尋じん常じようではない。

　ついでに探偵とはどういう意味なのだ？

「？　探偵ってなんですか？」

「和穂君。複ふく雑ざつ怪かい奇きに入いり組くんだ事じ件けんを、その明めい晰せきな頭脳で解かい決けつするのが探偵なのだ！」

　どうやら、部屋の中に居た、五人の人物が全員、和穂たちの乱入に驚いているのではなさそうだ。

　部屋の中を見回し、これはややこしい話に首を突っ込んでしまったのだと、和穂の本能は感じた。

　今までの経けい験けんと照てらし合あわせても、かなりややこしい部ぶ類るいに入りそうな予感がしてならない。どうにか、和穂は言葉をつなぐ。

「それってつまり、街の警けい備びを司つかさどる役人、衛えい士しみたいなもんですか？」

　探偵は嬉うれしそうに声こえ高たか々だかに答えた。

「おしい！　なんたるおしさ！　探偵とは事件の背はい後ごに隠かくされた謎なぞを暴あばき、真実を白日の下もとにさらけ出すが、衛士と違って社会的権けん力りよくは一いつ切さいないという小こ粋いきな職しよく業ぎようだ！」

　和穂の隣となりでは殷雷が大きく深しん呼こ吸きゆうしていた。

　殷雷はどうやら、自じ称しよう探偵を知っているらしく、その取り扱あつかいに少しばかり躊ちゆう躇ちよしているようであった。

「あ、あんただったのか導どう果か先生よ。お願いだから、素す直なおに回収されてくれ！」

　殷雷の先生という言葉には、あまり尊そん敬けいの念が込められているようには聞こえなかった。

　導果は勝ち誇ほこったように笑う。

「もし、私がこの場から消えてしまったら、この奇き怪かいな事件に心を悩なやませる、この馬ま氏しはどうなる？　殷雷君よ。君に解決出で来きるとは思えないんだけどねえ」

　和穂と殷雷が乗り込んだ、屋や敷しきの一室に居たのは導果以外には壮そう年ねんにさしかかりそうな、やつれた顔の男が一人と、歳としの頃ころなら二は十た歳ちぐらいの娘むすめが三人、それぞれ椅い子すに座すわっていた。娘たちの顔は、髪かみ形がたを含ふくめて全すべて同じだった。

　なんの事はない、突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者しやにまともに驚おどろいているのは、馬氏と呼ばれるやつれた男一人だけだったのだ。娘たちは、和穂たちの姿を見ても、クスクス笑っているだけだ。

　和穂は三人の娘たちと視線が合った。

　導果は言った。

「こちらが馬氏。そして馬氏の娘さんたちだ。只ただの三つ子だから驚くにはあたらないよ」

　ややこしくなる、絶対にややこしくなる、同じ顔をした三人の娘を見つめながら、和穂は確かく信しんした。




　　　　三




　馬氏はポカンと口を開けていた。馬氏を襲おそった、この複ふく雑ざつ怪かい奇きな密みつ室しつ盗とう難なん事件を解決するべく、今この部屋では事じ情じよう聴ちよう取しゆの最中だったのだ。

　馬氏が驚きの声を上げるより先に、導果は自分の事を唐とう突とつに探たん偵ていだと侵入者に説明しだしたのだ。導果は侵入者の名前を知っているようで、恐おそらく知り合いなのだろう。

　結果として馬氏は驚きの声を発はつする機き会かいを失ってしまっていた。

　馬氏は導果に目をやった。

　この難事件を解決出来るであろう、ただ一人の男、友人やら商売上の知人の紹しよう介かいでどうにか連れん絡らくのとれた評ひよう判ばんの『探偵』だ。

　外見は特とく徴ちようだらけの男だが、馬氏は導果の素す性じようがよく判わからない。

　若いのは確かだが、年ねん齢れいとしては十代の半なかばのようでもあり、あるいは二十代後半にも見える。

　今まで商しよう人にんとして生きてきた馬氏は、人を見る目を持っていた。幾らごまかそうが向かいあった相手が現在までにどのような人生を送ってきたか、ある程てい度どは読めるのだ。

　だが、そんな馬氏にも導果が何者かよく判っていなかった。彼が今に到いたるまで、どんな人生を送ったのか理り解かい出で来きなかった。

　理解を超こえる相手に最初は違い和わ感かんを感じた馬氏だったが、相手は探偵なのだ。

　馬氏が人生の中で最初に見た、そして恐らく最さい後ごになるであろう、探偵を生業なりわいとしている男なのだ。素す性じようが読めないのは当然かもしれないと馬氏は考えはじめていた。

　馬氏が当惑するぐらいだから、導果の年齢は外見からはよく判らない。スラリとした背の高い男で、身しん長ちように合わせたかのように甲かん高だかい声をしている。

　甲高い上に早口なのだが、それは落ちつきのなさを感じさせはしなかった。滅めつ多たにない事だが、早口が導果の思し考こうの速さを裏付けているように感じられた。

　殷雷よりは短いが、髪かみの毛けは襟えりにかかるぐらいの長さがあった。白はく髪はつによく似た銀ぎん髪ぱつだが、銀髪のくせに黒い髪が混まじるという、理解しがたい髪をしていた。

　恐らく整ととのった顔だちをしているのだろうが、導果が真ま顔がおをしている時はほとんどなかった。

　怒いかりの表情、笑え顔がおに絶望、多くの表情がひっきりなしに導果の顔の上を駆かけ抜ぬけていくが、表情と感情にそれほど関係がないと判るまで馬氏はしばらく時間を要ようした。

　服装もまた一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　馬氏が導果を招まねき、初めて会った時には導果は真しん紅くの外がい套とうを羽は織おっていた。

　あまりに鮮あざやかな紅くれないに馬氏が感かん嘆たんの声を上げると、導果は『探たん偵ていとはそういうものです』とよく判らない説明をした。

　今日は黒に黄色が複雑に絡からみ合あった服を身につけている。さながら、黄色い空に黒い雲くもが広がるような感じであった。

　馬氏と導果が会って、今日で三日目だが、毎日服装が違ちがっていた。それがとてつもなく馬氏には不ふ思し議ぎだった。導果はどう見ても、荷物らしい荷物を持っていないのだ。

　驚おどろいてばかりもいられないので、馬氏は口を開いた。

「導果様。そちらはいったいどちら様で？」

　恐おそろしく深しん刻こくな表情をしながら、導果は高笑いをする。深刻な表情にはなんの意味もないのだろう。

「はははっは。この人にん相そうの悪いのが、殷雷といって私の古い知り合いです。

　で、こちらの娘むすめが和穂さん。私も初しよ対たい面めんですが、一応殷雷の保ほ護ご者しやです」

　殷雷の肘ひじが導果の頭を小こ突づく。

「逆だ。俺おれが和穂の子こ守もり兼けん護ご衛えいだ」

　馬氏の顔から疑ぎ惑わくの表情が消えないのを見て、導果は説明した。

「この殷雷というのは、かように凶きよう悪あくな面つら構がまえをしていますが、悪人ではありません。

　こいつはまあ、軍人や兵へい隊たいと似たような職業についておりましてな。

　私はその昔、殷雷君に力を貸かしてあげたのです、まあそういう知り合いです」

　殷雷は哀あい願がんするように言った。

「そんな事はどうでもいい。導果先生、早いとこ回かい収しゆうされてくれよ」

　先せん刻こくからの殷雷の言葉が馬氏にはひっかかっていた。

「回収？　どういう意味です、殷雷さん」

　口を開いた殷雷を遮さえぎるように、導果の甲かん高だかい声が響ひびく。

「はははっは。言葉のあや。専せん門もん用よう語ごみたいなもんです。何せ殷雷君は軍人や兵隊と似たような職業についてますからねえ。しかも、生まれついての生きつ粋すいの」

　殷雷のイライラは、怒おこり方が判わからないようにも見えた。

「いいから、来てくれ！」

　導果は真顔になった。

「さっきも言ったが、殷雷君。これはもう私が手て掛がけはじめた仕事なんだよ。きみの能力では解かい決けつ出来ない。私の能力では解決出来る。すでに探たん偵てい報ほう酬しゆうは前まえ払ばらいで貰もらっているんだ」

「だったら、その金を返せよ」

「生あい憎にく、その金は助手が持っている」

　殷雷に代わり、和穂が口を開いた。

「さっき、街の中で会った人が使用者で助手だったんだ！」

　嬉うれしそうに導果はこくりと頷うなずく。

「使用者。というのも専門用語だから、気にしないでくださいな。で、和穂君。あの助手は何か言い残していなかったか？」

「えぇと、確か『ごめんなさい。もう疲つかれました。探さがさないでください』みたいな言葉を残して、それこそ逃にげるように人ひと込ごみに消えていきました。一応、その時、ここの屋や敷しきの場所も教えていただいたんです」

　導果は首を横に振ふった。黒い髪かみの混ざった銀ぎん髪ぱつが揺ゆれる。

「なんとまあ、恩おん知らずな奴やつだ。私のお陰かげでどれだけ豪ごう勢せいな暮くらしが出来たと思ってるんだか。終しゆう計けい都との三十六の怪かい事じ件けんを解決し、我わが名声は留とどまるところを知らず、探偵料も鰻うなぎ登のぼりに跳はね上あがった矢先にこれか」

　殷雷は自分の髪の毛をクシャクシャとかきあげた。

「その、助手とやらと、どのぐらいの期間、一いつ緒しよに居た？」

「ざっと半年かな？」

「なるほど。まっとうな人間の神経の限げん界かいってとこだな。助手とは橋の上で会ったが、もしかして身投げを考えてたのかもな」

「はははっは。殷雷君は冗じよう談だんが好きだねえ」

　笑ったのは導果一人だけであった。

　殷雷は冷ひややかに導果をにらんだ。

「探偵料とやらは俺が返すから、導果は連れていくぞ！」

　馬氏は椅い子すから立ち上がった。

「ま、待ってください！　それは困こまります！

　導果先生が居なくなったら、この事件はどうなってしまうんですか！　お願いします、私を助けてください」

　馬氏の表情には本気で当とう惑わくする者の表情があった。殷雷も少し気まずくなる。

「んなこと言われてもよ」

　和穂が口を開いた。

「ねえ、なんだか事情はよく判わからないけど、力を貸してあげようよ」

　和穂がそう言いだすのは、殷雷は百も承しよう知ちだった。導果は静かに言った。

「なに、心配はいらん。解決までにはそんなに時間はかからんはずだ。いい加か減げん、この生活にも飽あきてきたから、事件の片かたがつけば、おとなしく回収されてやろうじゃないの。

　おっと、回収だなんて私も専門用語だ。

　異い存ぞんはないね、殷雷君に和穂君」

　殷雷は舌した打うちし、和穂は首を縦たてに振ふった。

「よろしいよろしい。で、逃にげた助手からは何も預あずかってなかったかい？」

　和穂はポンと手を打ち懐ふところに手を入れた。

「そういえば、『これを買ってくるように言われてたので、渡わたしてください』って。

　これって、かんざしですよね？」

　それはどこからどう見ても、かんざしであったが、和穂には導果とかんざしが結び付かなかった。

　たいして代かわり映ばえしない似たようなかんざしが、三本、和穂の懐から姿を現あらわした。

　赤いかんざし、青いかんざし、そして黄色いかんざしだった。

　導果はかんざしを受け取り、今までのやりとりを、にこにこ笑いながら静せい観かんしていた三人の娘むすめたちの前に立つ。

「さあ、お嬢じようさんたち。

　安物のかんざしですが、私からの贈おくり物ものです。受け取っていただけますね？」

　三人は同じ声で言った。

「ええ、喜んで」

　和穂の背せ筋すじが何な故ぜか、ゾクリとした。

　導果はくるりと振り向き、馬氏に言った。

「まあ、そんな理由で、助手が謎なぞの逃とう亡ぼうをしてしまったので、急きゆう遽きよ和穂君と殷雷君に助手の代わりを務つとめていただこうと思います。

　つきましては、少々三人で打ち合わせしたいので、しばらく時間をいただけますかな？

　詳くわしい、事じ情じよう聴ちよう取しゆはその後で」

　馬氏に異い論ろんはなかった。

「昼からは、仕事も入っていませんので構かまいません。導果先生。なにとぞ、事件の解決を宜よろしくお願いします」

「当然！　正義はたいがい勝しよう利りするものですからねえ」

「虚むなしい勝利もあるけどよ」

　殷雷はポツリと言った。




　　　　四




　馬氏の屋や敷しきの一室が、導果に貸しあたえられていた。豪ごう勢せいな客室であったが、豪ごう華かな調ちよう度ど品ひんは無数の紙かみ屑くずの中に埋うまっていた。

　殷雷と和穂を部屋の中に招まねき入いれた導果は椅い子すに腰こしを下ろした。

　机の上に広がる紙の一枚を和穂は手に取ってみた。

　紙の上に視線を走らせたが、和穂には全く理り解かい出来ない文字でつづられていた。

　紙屑の造り手は導果に違ちがいなかった。現に今もどこから取り出したのか、紙かみ束たばに筆ふでで何かを書きつけている。

　導果の手て元もとを見たが、書きつけているのはやはり和穂には理解出来ない文字だった。

　馬氏の前に居た時より、少しばかり落ちついた声で導果は言った。

「まあ、座すわりたまえ、椅子の一つや二つ、そこらへんに埋まっているだろうからね」

　さすがに、椅子を埋まらせるほどの紙の量ではなく、部屋の奥おくには別の椅子が用意されていた。

　殷雷は口をきくのも面めん倒どうそうにウンザリしていた。

　和穂はいまだ、状じよう況きようが把は握あくしきれていない。が、殷雷の態たい度どを見る限かぎり、殷雷には少しばかり事情が判わかっているようだった。

「殷雷、これっていったい、何がどうなってるの？」

　腹ふつ筋きんが軋きしむような溜ため息いきをつき、殷雷は導果にお伺うかがいをたてた。

「導果先生よ。言っていいのか？」

　導果は鼻はな唄うた交じりに筆を動うごかしている。

「いや。ダメだ。和穂君も要よう素その一つだ。馬ば鹿かな助手の代わりにしては充じゆう分ぶんだ。私のやりかたは充分承知しているよな、殷雷君」

「ああ。いやってほどな」

　こんな殷雷の態度を見るのは、和穂は初はじめてだった。殷雷が他ほかの宝ぱお貝ぺいのいいなりになっているなんて、まずある事ではない。

「あの、導果さん。導果さんって、宝貝なんですよね」

　基本的な質しつ問もんから、和穂は始めた。宝貝に間違いはないが、導果は宝貝離ばなれしている。

「勿もち論ろん。きみたちの調ちよう査さは無む駄だじゃない」

　終しゆう計けいと呼ばれる街に宝貝の反応があった。

　反応の場所に急行した和穂たちだったが、反応はすでに港を出た船の上からであった。甲かん板ぱんに一人ひとり佇たたずむ娘むすめが宝貝所持者であるのは間違いなく、殷雷はその姿を目に焼き付けた。

　三日遅おくれの船でこの街に辿たどり着ついた和穂たちは偶ぐう然ぜん、その娘の姿を発はつ見けんし、この屋や敷しきの場所を聞き出したのだ。偶然とはいえ、あの人ひと込ごみの中から娘の顔を見分けたのは殷雷の鋭するどい観察能力のお陰かげであった。

「あの助手さんが、導果さんの使用者なんですよね」

「使用者だった、のほうが正せい確かくだな。

　あいつは貧びん乏ぼうに祟たたられていてな。貧乏がこじれて、厄やつ介かいな事件に巻まき込こまれた。

　そこに現あらわれたのが私で、奴やつを助けてやったのさ。これこそが、終しゆう計けい都と最初の怪かい事じ件けんという次し第だいさ。事件を解かい決けつしてはやったが、貧乏を解消してやらぬ限かぎりは、また事件に巻き込まれる可能性がある。

　そこで探たん偵てい稼か業ぎようで金を儲もうける事にしたのさ。

　かくて、わずか半年で三十六もの怪事件を解決し、この辺あたりでは知らぬものはいないほどに名を売ったのに、その恩を忘れるとは失しつ敬けいな奴だが、まあそれはそれで構かまわん」

「で導果さん。あなたは探偵の宝貝なんですか？」

　殷雷は露ろ骨こつに嫌いやな顔をし、導果はおおらかに笑った。

「『探偵』などという道具があるかね？　私が何の宝貝かは、事件が解決するまでは秘ひ密みつにしておこう。いいな、殷雷君。可愛かわいい和穂君が頭をひねっているからといって、答えを教えてはいかんぞ」

「うるせえな。判わかってるぜ」

　やはり、殷雷の態度が和穂には不思議だった。

「どうしたの殷雷？　いつもなら、こうもっと威い勢せいよく言い返すじゃない。

　導果さん相手だと何かおとなしくない？」

　殷雷に代わり、導果が答えた。

「さっきも、少し言ったが、かつて仙せん界かいで、私は殷雷君たちと組んで仕事をした過去がある。

　そう。互たがいに欠けつ陥かん宝貝の烙らく印いんを押おされる前の話だがね」

「その話はやめろ。思い出すだけで腹はらが立つぞ。なんで武器の宝貝がお前みたいな武器の宝貝以外の奴の指示を受けねばならなかったのだ」

「はははっは。ともかく、その『将しよう軍ぐん』の事件以来、殷雷君は私の能力に一いち目もく置おくようになったのだ」

　将軍の事件がいかなる事件かは、和穂には判らなかった、判るのは、その事件について殷雷が話したがっていない事だけだった。

　和穂は将軍の事件に関する質問は止やめにした。

「導果さんの能力って？」

　こつんと導果は自分の頭を叩たたいた。

「知ち恵えさ。それ以外にたいした能力はない」

　殷雷は異い議ぎを唱となえた。

「噓うそをつけ、いろいろ出来るじゃねえか。髪かみ形がたを自じ在ざいに変えたり、服装も自在に変化出来る。あと、この紙もお前が出したんだろうに」

「知恵の前には些さ細さいな能力さ」

　導果は宝貝である。宝貝であるからには、その能力には宝貝としての意味があるはずだった。殷雷が武人として腕うでがたつのも、彼が刀の宝貝であるからに他ほかならない。

　ならば、導果の能力も彼の正体に関係しているはずだった。

「和穂君、私が何の宝貝かは、現げん時じ点てんであまり意味がない。私は宝貝だが、その前に探たん偵ていであると思っていてくれたまえ」

　だが、探偵という言葉が和穂にはいまいち理解出来ていない。和穂の納なつ得とくのいかない表情を導果は見て取る。

「こんなところで頭を使う必要はない。馬氏も衛えい士しに頼たよれない事じ情じようがあって、探偵である私に事件の解決を望んでいるんだ。

　頭を使うべきは、馬氏の事件。密みつ室しつ盗とう難なん事件の解決にこそ知恵を使うべきなのだ」

「密室盗難事件！」

「そうだ、和穂君。密室盗難事件、すなわちこの屋や敷しきから密室が部屋ごと盗ぬすまれたのだ」

「えっ！」

　殷雷は鋭するどく言った。

「導果先生よ。次、くだらん冗じよう談だんを言ったらぶん殴なぐるぜ。あと、和穂。そんな馬ば鹿かな話を信用するんじゃない」

「はははっは。やるな殷雷君。冗談はさておき、密室盗難事件というのは事実だ。密室から、献けん上じよう用ようの宝ほう刀とうが盗まれたのだ！」

「その犯人を見つければいいんですね」

「うむ。全くもってそのとおり！」

　殷雷は日ひ溜だまりの猫ねこより脱だつ力りよくしながら、机の上に突つっ伏ぶした。

「どうせ、犯人はあの三つ子の中の誰だれかなんだろ？　くだらねえな。もしくは、三人の共きよう犯はんか、あの馬氏とかいう父親の狂きよう言げんか、ま、どれかが答えだな」

　珍めずらしく導果は怒おこった。

「ええい、そのように身みも蓋ふたもない口を叩たたくんじゃない！」

「でも、そうなんだろ？」

「ま、そうなんだけどな」
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　事件の骨格は至し極ごく単たん純じゆんなものだった。

　献上用の宝刀を盗む事、これすなわち馬氏の信用を落とし失しつ脚きやくさせるのが目的としか考えられない。

　信用を失ったからといって、馬氏ほどの豪ごう商しようが落ちぶれるわけもなかったが、商人組合の手前、責任をとり一線から退しりぞき隠いん居きよの身に追い込まれるのは必ひつ至しだった。

　馬氏が隠居となるならば、跡あと目めは三さん姉し妹まいが平びよう等どうに受うけ継つぐ形になる。

　当然、犯人は三姉妹の中にいると見られたのであった。ここまでは、導果のかつての助手の手により完かん璧ぺきに裏付けが取れていた。




「と、まあ、事件の背はい景けいはこんなもんだ。

　私が芝しば居い見けん物ぶつを決め込んでいる間に、助手はその辺の調ちよう査さをこなしてくれたよ。

　家庭内のいざこざに衛士を頼たのむわけにもいかずに、名めい探たん偵ていの登場となった次し第だいだな」

　和穂が想そう像ぞうしていたよりは、単純な事件そうだった。

「それで導果さん。具ぐ体たい的てきに私たちは何を手伝えばいいんですか？」

「周辺調査は助手の手で完かん了りようしている。あとは馬氏と三姉妹の事じ情じようを聴ちよう取しゆすればいい。

　ちょうど事情聴取の最中に和穂君たちが現あらわれたって寸すん法ぽうさ。和穂君の推すい理りで事件が解決するのならば、それでよし、さもなくばこの名探偵がスパパパと解決してくれよう」

　事情聴取という大事な時に、助手は街にかんざしを買かいに出で掛かけていたのか？　和穂は不ふ自し然ぜんに感じた。

「でも、助手さんはどうして、買い物なんかに？」

　導果は筆を走らせつつ答えた。

「ああ、三姉妹に対する聞き込みで、少々精せい神しんが錯さく乱らんしたようなのでね。

　頭を冷やさせる意味合いもあって、買い物を言いつけたのだ」

「精神が錯乱？」

「あの三姉妹はちょいと愉ゆ快かいだからねえ。

　まあ、ここでうだうだしていても仕方がない。和穂君、さっきの部屋に戻もどって事情聴取を始めようじゃないか。質問の内容はきみに任せる。ちなみに三姉妹の名前は、長女から赤せき蘭らん、青せい蘭らん、黄こう蘭らんだ。なんと素す敵てきに素す晴ばらしい名前じゃないか」
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　まもなく、部屋の中に三姉妹と馬氏の姿が現れた。三姉妹はそれぞれの髪かみに、赤いかんざし、青いかんざし、黄色いかんざしをさしていた。

　これでどうにか三人の見分けが和穂にもつくようになっていた。

　心しん労ろうが溜たまったせいか、やつれた馬氏を見る限かぎり、この事件が馬氏の狂きよう言げんである可能性はないと和穂は感じた。

　娘むすめたちの心の内を探さぐるための、狂言盗とう難なんはありえる話かもしれないが、ここまでやつれたふりは出来ないだろう。

　そんな馬氏に比べ、三人の娘たちは相あい変かわらず、クスクスと笑っている。殷雷は、部屋の壁かべにもたれかかっていた。

　軽く咳せき払ばらいし、和穂は赤いかんざしをつけた娘に語りかけた。

「では、赤蘭さん。お話をお伺うかがいします」

　赤いかんざしの娘は、微笑ほほえみ続けたが相あい槌づちの一つも打ちはしなかった。

　聞こえているのかと、和穂は不安になった。

「あの、赤蘭さん？」

　三人の娘は一いつ斉せいに笑いだし、赤いかんざしの娘がやっと言葉を発はつした。

「和穂さん。私は赤蘭姉さんじゃなくってよ。赤いかんざししているからって、赤蘭姉さんとは限らないでしょ」

　至し極ごく真っ当な意見だった。和穂はペコリと頭を下げた。

「ごめんなさい。えぇとそれじゃ名前をお伺いしていいですか？」

「はい。私は黄蘭です」

「では、黄蘭さん……」

「あはは、青蘭姉さんったら、冗じよう談だんばかりおっしゃって」

「冗談は赤蘭姉さんの方よ」

「おほほほ、二人とも冗談が好きでねえ。和穂さん、黄蘭は私です」

　青色のかんざしをした娘が笑った。

　和穂の頭の中が軽く、グルグル巻まきになっていった。

「？　青色のかんざしが黄蘭さんで」

　黄色のかんざしの娘がさらに話をややこしくした。

「今のところ、三人のうち二人が噓うそをついていますねえ」

「へ？」
















「噓よ。そういうあなたが一人だけ噓をついてるんじゃないの」

「違ちがいますよ。三人とも、噓と真しん実じつを交こう互ごに話しています」

　元助手が、何な故ぜ精神を錯さく乱らんさせたのかが和穂には判わかりかけてきた。

「え？　え？　この真ん中の席に座すわって、黄色いかんざしをさしているのは誰なんですか？」

　娘むすめたちはさらに笑う。

「黄蘭、その赤色かんざしって意外と可愛かわいいわね。私のかんざしと交こう換かんしてよ」

「よろしくてよ、青蘭姉さん」

「本当に冗談が好きね、私が青蘭よ。

　どうでもいいけど、この椅い子すに敷しいてある厚あつ布ぬの、少し柔やわらかすぎるの。どちらでもいいけど、座っている場所を換かわりましょう」

「はい、お姉様。ただし、かんざしを交換してくださいな」

「はいはい。でも私はあなたの姉じゃないでしょ」

　和穂の慌あわて方も尋じん常じようじゃない。

「わ、わ。ちょっと待って、席を換わらないでください」

「あら、もう換わっちゃったわよ。次からは気をつけるわね」

　導果の調子外はずれの笑い声が響ひびくが、笑うだけで口をはさもうとはしない。壁かべにもたれ、両目をつぶっていた殷雷の片目が急に開いた。

　そして、鋭するどい視線で三人娘たちを睨にらみ付けた。

「判ったぞ」

　娘たちの声で賑にぎやかだった部屋の中が、途と端たんに静まり返った。導果は殷雷の言葉が予よ測そく出来たのかニヤリとしていた。

　殷雷は言った。

「元げん凶きようは、お前だ馬氏。子供の教育がなっとらん。全すべてはお前のせいだ。自みずから招まねいた災わざわいだ。おとなしく観かん念ねんしな」

　馬氏は泣きそうな顔になった。

「ごもっともですが、今は事件の解決を」

　和穂はほとほと困こまり果はてた。

「ああ、いったい、誰だれが犯人なの？」

　赤いかんざしを揺ゆらして娘が言った。

「私が犯人よ」

「へ？」

　青いかんざしと、黄色いかんざしの娘も言った。

「私が犯人よ」

　目眩めまいを覚えつつ、和穂は言った。

「それはつまり、共きよう犯はんだと？」

　娘むすめの一人が答えた。

「いいえ。私も誰が犯人かは知らないけれど犯人を庇かばってあげてるの」

「そう。私は犯人の気持ちが判わかるからね」

「私たちの名前で気がついたでしょ、和穂さん。

　お父様は私たちを生まれた時から、ないがしろにしていたのよ。赤あか青あお黄きの蘭らんなんていい加か減げんな名前をつけて」

　馬氏は弁べん解かいした。

「いや、別にお前たちを憎にくんだりはしていないぞ」

　青いかんざしが、笑う。

「そうでしょうよ。憎むなんてほどの関かん心しんもなかったんでしょ。お父様が本当に欲ほしかったのは、跡あと取とり息子むすこだったんでしょ？　お父様のそういう態度が癪しやくに障さわっていたのよ」

「そうよねえ。これは私たちからのささやかな仕し返かえしだと思ってくださいな」

　甲かん高だかい声で導果は言った。

「うむうむ。お嬢じようさんたちの言い分にも一いち理りあるね。だが、そろそろお灸きゆうも効きいてるようだから許ゆるしてあげてはどうかな」

　導果の言葉に従したがう者はなかった。

　殷雷は面めん倒どうそうに伸のびをした。

「三つ子だから、どいつも似た性格だなんて俺は考えねえ。三人の中に一人だけ、ちょいと利り口こうで悪い娘がいるようだな。

　そいつが親父おやじを蹴け落おとして、自分が、跡を継つごうと考えている。親父の困こまる顔かおを見て、世間知らずな他ほかの二人も攪かく乱らん作さく戦せんに協力してくるとまで、読んでいやがるんだな。

　馬氏よ。そんな娘の才さい覚かくを見み抜ぬけなかったのがお前の失敗だ。世間知らずの娘の中にも、牙きばのある奴やつがいたんだ。

　それを見抜いて、ちゃんとした跡取りに仕し込こめばこんな事件にゃなりゃしなかった」

　和穂の顔がわずかに明るくなった。

　殷雷は事件の真しん相そうを確信しているに違ちがいない。殷雷の言葉に自信と説せつ得とく力りよくがあった。

「じゃ、殷雷にはその才覚のある娘むすめさんがどの人だか判わかるんだね？」

　鋭するどい殷雷の視線が和穂を射い抜ぬく。

「判らねえよ。女の噓うそは簡かん単たんには見抜けないからな」

「じゃ、導果さんは」

「はははっは。私は推すい理りをするのが得意な切れ者だが、人を見る目はそれほどないからねえ。ちなみに殷雷君の意見と私の推理は大まかな部分で一いつ致ちしている」

　結局、このままでは何も判っていない。

「困ったなあ」

　困る和穂の顔を見て、三人の娘たちが笑った。そして、何な故ぜか導果も笑う。調子っぱずれの長い長い笑い声だ。

　あまりの長い笑い声に娘たちの笑い声は、ゆっくりとかき消けされていった。そしてわずかな笑えみを残のこしながら、導果は言った。

「さあ、調ちよう査さが行いき詰づまったところで、名めい探たん偵ていの登場といこうじゃないか」

　登場してどうなるのか、和穂には判らない。

「でも、こんなんじゃ犯人は判らないと思います」

「いや。聞き込みなんか、実はどうでもいいんだ。すでに犯人は判っている」

「なんですって！」

「しかも、これは家庭の中の盗とう難なん事件なんていう甘あまい事件なんかではないのだ」

　いきなりの言いぐさに、殷雷も驚おどろく。

「おい、待てよ」

　導果は笑顔で殷雷の言葉を押おさえ込む。

「助手に調査をさせ、私は芝しば居い見けん物ぶつを決め込んでいるように見せかけて、私はこの街全体の犯はん罪ざいを調査していたのだよ。

　馬氏。両りよう替がえ商しようの所に入った強ごう盗とう事件は知っていますな」

「はあ。それとこの事件に何の関かかわりが？」

「おおありですとも。他ほかにも、美び術じゆつ商しようの所に何度か泥どろ棒ぼうが入った事件もご存じですな」

　いきなりの唐とう突とつな話に和穂は面めん食くらう。そんな話は今まで一ひと言ことも聞いてはいない。

　だが、馬氏には覚えがあるらしかった。

「それは勿もち論ろん、知っていますよ。でもこの盗難事件とは毛け色いろが違ちがいすぎています。そりゃ献けん上じよう用ようの宝刀だから、安いものじゃありません。でも、そんな外部の人間が狙ねらう類たぐいのものじゃありません。だいいち、他にも価か値ちのある品物があったのに、それは盗ぬすまれてないんですから」

　導果はうなずく。

「全くです。でも、逆ですよ。この街で多た発はつしている盗難事件、だが、しかしその盗難事件の犯人が全すべて同一犯だとは、誰も考えていますまい。現在、未解決の盗難事件は、全てある盗とう賊ぞく集しゆう団だんの手によるものなのです」

「それじゃ、宝刀を盗んだのも外部の犯行なんですね？」

「いいえ。内部の犯行です」

　和穂は息いきをのんだ。

「それじゃ、まさか」

　風を斬きるような大げさな身みぶりで、導果は和穂を指さした。

「そう。この中の娘むすめさんの一人が窃せつ盗とう団だんの首しゆ領りようなのです！」

　三さん姉し妹まいの顔から笑え顔がおが消えた。

　慌あわてるのは、馬氏も同じだった。

「待ってください、そんなのはあまりに唐突だ！　信じろという方が無む茶ちやですよ」

「証しよう拠こなら、ありますよ。見てください」

　導果は懐ふところから、幾いくつかに折おり畳たたんだ紙を取り出した。そして、紙を広げると中には木き屑くずのようなものが入っていた。

「これが、盗難事件の現場には必ず落ちていたのです」

　馬氏は不思議そうに、紙の中を覗のぞく。
















「？　普ふ通つうのおが屑じゃないですか。これがなんの証拠に？」

　導果は勝ち誇ほこったように言った。全ての謎なぞが解ときあかされたかのように。

「それは、おが屑じゃありません。鰹かつお節ぶしの削けずり滓かすです！　この削り滓こそ、あの非常識なまでに奇き想そう天てん外がいな密室盗難事件の謎を解く鍵かぎなのです！」

　それはあまりにも、堂どう々どうとした声だった。その迫はく力りよくに和穂すらのみ込まれてしまう。

　導果は続けた。

「全ては同一犯の仕し業わざです。その犯人が、この事件に限かぎってはあまりに個人的な動機で犯行を行っているのです。

　もし、盗とう賊ぞく団だんの存在が公おおやけにされていたのならば、そんな馬ば鹿かな真ま似ねはしなかったでしょうな。だが、私の手にかかれば、盗賊団が存在するなど、お見通しなのです！　さらにこの盗賊団が幾いくつかの誘ゆう拐かい事件に関かん与よしている証拠さえ、私はつかんでいます。なんとも凶きよう悪あくな集団ではないですか！　恐おそろしいにもほどがある！」

　と、その時。青ざめた顔をして黄色いかんざしをつけた娘が立ち上がった。

「ま、待って！

　私は盗賊団の首領なんかじゃ、ありません。

　誤ご解かいなんです。宝刀を盗ぬすんでくれとある方に頼たのんで、私は手て筈はずを整ととのえただけです！　たぶん、その人が盗賊団の一いち味みだったんです！」

　馬氏は娘むすめの顔を見た。

「赤せき蘭らん！」

　殷雷がパチパチと拍はく手しゆをした。

「相変わらず見み事ごとだな。これで一件落着だ」

　和穂には何が何だか判わからない。

　導果は優やさしく微笑ほほえむ。

「馬氏。事件も解決したので、私はこれで失礼しますよ。あぁ、鰹かつお節ぶしやら盗賊団の一件は全部噓うそですから、気になされないように」

　導果は先にたって部屋の扉とびらに向かった。

　三姉妹と馬氏と和穂はポカンと大口を開けていた。殷雷は和穂の首くび根ねっこをつかみ、導果に続いて部屋を出て行った。
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　歩きながら和穂は頭を抱かかえ込んでいた。

「わけが判らない！」

　口笛を吹ふき導果は答えた。

「宝刀を実際に盗んだのは、事件の首しゆ謀ぼう者しやじゃない。大金を積んで誰かに盗んでもらうように依い頼らいしたってのは最初から判っていたんだよ。盗みの手て際ぎわのよさから見て、馬氏の娘に出来る芸当じゃないからね。

　でも、実行犯と首謀者との間にどれだけ信しん頼らい関かん係けいがあるんだか。そこをつついたんだ。盗人の手を借りただけで、極悪盗賊団の親玉と勘違いされたらたまらんだろ？」

「でも、それだったら、事じ情じよう聴ちよう取しゆの真似まね事ごとなんかしなくても」

「相手は自じ信しんがあった。その自信の前に右う往おう左さ往おうする和穂君がいる。それを見て安心したいところだが、噂うわさの名めい探たん偵ていはニコニコ笑っている。これが重じゆう要ようなんだ。これで、相手を揺ゆさぶりやすくする」

　殷雷が言葉を続ける。

「そこで俺たちにとっちゃ荒こう唐とう無む稽けいにしか聞こえない推理の炸さく裂れつだ。

　だが、事件の首謀者にすりゃ無茶な話には思えない。雇った盗人が、よそでどんな悪行を働いているか判ったもんじゃない。

　かくて、標ひよう的てきは思わず口を割わるって寸すん法ぽうさ。凄すさまじい尋じん問もん能のうり力よくだな」

「失しつ敬けいだな。私はそのような下品な能力を持っているつもりはない」

　和穂にはまだ二つだけ謎なぞがあった。

「そういや、導果さんって何の宝貝なんですか？」

「私は導どう果か筆ひつ。戯ぎ曲きよく、芝しば居いの筋すじを書く宝貝さ。舞ぶ台たいの演えん出しゆつだって手て掛がけるし、役者の真似まね事ごとぐらい出来る」

「芝居？　ですか？」

「そう。今回は追い詰つめられた犯人が、ついに自みずからの口を割って真しん実じつを語る芝居を書いた。

　ま、役者は自分が役者になっている事にすら気がつかないんだがね。だから、いつでも名演技だ」

　殷雷は目を細めた。

「導果先生の機き嫌げんを損そこねて、間ま抜ぬけな道どう化けの役を割り振ふられたら、それこそ災さい難なんだ」

　私が道化役だったのかと、考えつつも、和穂の頭には一つの疑ぎ問もんが残っていた。

「そうだ、そうだ、あの密みつ室しつ盗とう難なん事件の仕し掛かけって、どうなってたんですか？」

　導果はいつものように調子っぱずれの声で笑った。

「はははっは。知ったこっちゃないな。謎になんか、これっぽっちも興きよう味みはないからねえ」




『導果筆』

　戯曲の制せい作さく、及および演出を手掛ける能力を持つ筆の宝貝。欠けつ陥かんはその強ごう引いんな演出展てん開かい。見けん物ぶつを決め込めない芝居は、単に身近にある恐きよう怖ふにしか過ぎない。
















夢の涯はて







　　　　一




「お母さん、おはよ」

　寝ね惚ぼけた声を上げながら、娘むすめは厨ちゆう房ぼうの中に姿すがたを現あらわした。

　ごく、普ふ通つうの家庭にある厨房である。

　壁かべ沿ぞいには簡単な造りだが、二つのかまどが据すえられ、その隣となりには一ひと抱かかえほどの小こ振ぶりな水みず瓶がめが置かれている。

　石いし造づくりの床ゆかには、ばらけた薪まきや箒ほうきなどの細こま々ごましたものが置かれていたが、娘はうとうとと夢遊病者のように頼たよりない足つきながらも、転ころびもせずに厨房の隅すみの卓たくに腰こしを下ろした。

　かまどの前で鉄てつ鍋なべを操あやつっていた母親は、そんな娘に呆あきれた声を上げた。

「また、寝惚けてるのかい？　だいたい、あんたはなんで顔を洗ってもそうやって寝惚けてられるんだろうね」

　呆れながらも、鉄鍋はガシガシと揺ゆさぶられ油あぶらの弾はじける音が周囲に広がった。

　母親の年ねん齢れいは四十前後に見えた。短めの髪かみの中にちらほらと白髪しらががあったが、それほど老ふけ込こんでも見えない。

　キリリとした顔には、かまどの炎ほのおのせいかわずかに汗あせが滲にじんでいた。

「そこまでいけば、なんかの才能かもね」

　変な恰かつ好こうになってるんじゃないかと、母親は娘の服ふく装そうを遠とお目めで確かく認にんしたが、とくに問題はないようだった。

　こんな状じよう態たいで寝惚けながら、寝ね間ま着きから着き替がえたはずなのに裾すそや襟えり、帯おびの結むすび方かたもちゃんとしている。

　桜さくら色いろをした上うわ着ぎには、最近の流は行やりらしい複数の組くみ紐ひもが絡からんでいたが、どれもキッチリと結ばれていた。

「母さんが子供のころにも、似にたような服が流行ったけどね。一度着て、組紐あんまり面めん倒どうだったから二度と着なかったよ。おかげで死んだお祖ば母あさんと大おお喧げん嘩かだ。確かに、せっかく買ってやった服を子供が一度しか着なきゃ腹も立つね、今にして思えば」

　うなずいているのか、コクリコクリと娘の頭が上下した。

　母親は徳利とつくりの中の醬しよう油ゆを、鉄鍋の中に豪ごう快かいにぶちまけ、さらに料理を続けた。

　娘の年齢は十五、六歳さいに見えた。

　どことなくあどけなさの残る顔は母親にはあまり似ていなかったが、細ほそめの顎あごと鼻の形はよく似ていた。

　櫛くしでよく梳すかれた娘の髪かみは背中の辺あたりまで伸のびている。流れるままの黒髪は、窓まどから射さし込こむ陽ひの光ひかりのせいでわずかに飴あめ色いろに見えた。

　娘むすめが聞いていようが、聞いていなかろうがお構かまいなしに母親は言葉を続けた。

「お前の寝ね起おきが悪いのは、もしかしたら母さんのせいなのかもね」

　一ひと段だん落らくついたのか、鉄鍋から手を離はなし小さめの土ど鍋なべの蓋ふたを開ける。

　流れるような手つきで茶ちや碗わんをとり、土鍋の中の粥かゆをよそう。

「だいたい、朝の忙いそがしい時に子供の面倒なんてみてられないじゃない。父さんの支し度たくがあるし、洗せん濯たく物ものも干ほさなきゃなんないし。

　だから、お前がもっと小さかったころは、昼前まで寝かしてたんだよ。

　それで、寝起きが悪くなっちゃったんだろうね」

　粥をよそった茶碗は、そのまま小さな盆ぼんの上にのせられた。

　盆の上には、既すでに取り分けられた卵たまご焼やきやら、漬つけ物ものの入った鉢はちの姿すがたもあった。

　盆を持ち、娘の座すわる卓の前に歩あゆみより、母親は言った。

「粥はちょっと冷さめてるけど、文句は言わないでよ。

　もう少し早く起きてりゃ、父さんと一いつ緒しよに出来立ての粥が食べられたんだからね」

　温あたたかい粥と、睡すい眠みん時間。娘がどちらを選ぶか母親は充じゆう分ぶん承しよう知ちしていた。

　口うるさく怒おこらなければ、朝あさ飯めし抜ぬきで出で掛かけていくに違ちがいない。

　寝ね惚ぼけながらも、器き用ように箸はしを操あやつる娘を見ながら、母親は湯ゆ飲のみに茶を注ついだ。

　コポコポと音をたて、茶が湯飲みを満みたしていった。

　と、その時。厨ちゆう房ぼう奥おくの勝かつ手て口ぐちが勢いきおいよく開かれた。

「おはようございます！」

「あら、おはよう純じゆん花かちゃん。あいかわらず朝っぱらから元気だねえ」

「そうですか！　これぐらい普ふ通つうですよ！」

　純花の大きな声に、娘の体はまるで風に吹ふかれた草のように揺ゆらぐ。

　それでもまだ、うとうとし続ける娘の顔を母親はペシペシと叩たたく。

「いい加か減げん、起きなさいよ。純花ちゃんが迎むかえに来てくれたんだから」

　ドタドタと足音をたてて歩き、純花も卓のそばに近寄った。

「ありゃ。まだ御ご飯はんの最中だったの和かず穂ほ」

　和穂と呼ばれた娘はコクリコクリと首をたてに振ふった。

　申もうし訳わけなさそうに母親は言った。

「悪いね。すぐに支し度たくをさせるから」

　和穂の髪かみに比くらべて、純花の髪はわずかばかり、短かった。だが、和穂の髪に比べてさえさらに艶つやのある髪だった。

　歳としのころも和穂とほとんど同じで、着ているものも良く似ていた。

　どちらも袖そでの細い長袖の服に、装そう飾しよくとして幾いくつかの組くみ紐ひもが結ばれた服だ。形式は似てはいるが、同じ服ではない。

　和穂の顔に少女のあどけなさが残っているのならば、純花の顔には少年を思わせるような活かつ気きが漂ただよっていた。

　寝惚ける和穂には慣なれているのか、純花は呆あきれた様よう子すも見せない。

「おばさん、お茶もらうね！」

　あまっていた湯飲みにコポコポと茶を注つぎ純花は、喉のどを潤うるおす。

「ほら、いい加減にシャンとしなさい」

「いやあ、毎まい度どの事だけど、和穂もしぶといよねえ」

　必ひつ死しに娘むすめを起こそうとする母親に比べて、純花は吞のん気きなものだった。

　悪あく戦せん苦く闘とうする和穂の母親のさまを見ながらキュウリの漬つけ物ものを摘つまむ。

　いくら揺さぶっても、ぼんやりし続ける娘に母親は軽かるく切れかかった。

「そうかい。そっちがそのつもりなら、こっちにも考えがあるからね」

　言うなり、床ゆかに転がる手て桶おけを拾ひろい、一気に水みず瓶がめの前に駆かけ寄った。

　和穂の巻まき添ぞえをくらい、水みず浸びたしになるのもかなわないと、純花が椅い子すから立った途と端たん、唐とう突とつに和穂の目が開かれた。

　ぼんやりとした顔がわずかに引ひき締しまり、少しばかり太めの眉まゆがピクリと動く。

「あら、おはよう純花。どうしたのよ、そんなとこに立って？　座すわんなよ。

　母さん？　手桶なんかぶら下げてどうするの」

「……可愛かわいい娘に水みず浴あびでもさせてやろうかと思ってね」

「なんの冗じよう談だん？」

　思いっきり力が抜ぬける母親をよそに、純花は弾はじけるように笑わらった。

　一人、和穂は事情がのみ込めてないようであった。

　あきらめ顔で、母親は手を振ふった。

「いいから、食事が済すんだなら、さっさと塾じゆくに行っておいで」




　　　　二




　朝の街中は人の流ながれでごったがえしていた。

　行ゆき交かう人々の歩みは速はやく、和穂と純花をゆっくりと追おい抜ぬいていった。

　荷車を引く牛が、建物の壁かべ沿ぞいにゆっくりと歩いていく。

　いまだ納なつ得とくのいかない顔で和穂は言った。

「わたし、そんなに寝ね惚ぼけていた？」

「そりゃあ、あんた。見事なまでの寝惚けっぷりだったじゃない。

　寝惚けてるくせに、惚ほうけた風ふうじゃないってのが凄すごいよ。

　ちょっと聞くけど朝起おきてから、私に会うまでの事、思い出せる？」

「？　起きて、塩で歯を磨みがいて、顔を洗ってから服を着き替がえて、朝御ご飯はんを食べて」

　覚えているけど、本当に覚えているのではないと、純花は悟さとった。和穂はその行動を無む意い識しきのうちにやっているのだ。

　これはこれで、便べん利りな特とく技ぎのような気がしないでもない。

「別べつに構かまわないよ。寝惚けて馬ば鹿かな事をしてるんじゃないんだから」

「なにか、頭の芯しんがしっかりしなかったような気がしないような、そうでもないような」

「ほら！　別にどっちでもいいじゃない。

　誰だれに迷めい惑わくかけてるわけでもないんだから！」

　やはり、和穂は納得がいかない。

　何かが腑ふに落おちない。

「でもね、殷いん雷らい」

「は？」

　隣となりにいるのは純花であり、殷雷ではない。それ以前に殷雷って誰だ？　和穂は自分のこめかみをグリグリと押おしてみた。

「本当だ。寝惚けてるみたいだね。

　純花ちゃんの名前を間ま違ちがえるなんて、どうかしてる」

　そんな言葉で納得する純花ではない。

　和穂の顔をじっとみつめ、ニンマリと笑う。

「とぼけないでよ。殷雷って誰よ？　どう考えても女の名前じゃなさそうね。

　ねえ、誰なのよ。教えなさいよ」

「別に、口が滑すべっただけで。あ、こういう場合は口が滑ったとは言わないか」

「ほらほら、誤ご魔ま化かさないで。その殷雷ってのとはどこで知り合ったの？

　私の知ってるかぎりじゃ、あんたの親しん戚せきにそんな名前の人はいないからね」

「誰だったっけ？　ただ、なんとなく口から出ただけのような気がするんだけど。

　駄だ目めだ、やっぱり寝惚けてるんだ」

　純花は口くち許もとに手を当てたが、彼女の笑え顔がおはそんなものでは隠かくしきれなかった。

「あれだけ、寝惚けてないって強ごう情じよう張はっていたくせに、都つ合ごうが悪くなると寝惚けたせいにするの？

　そんなんじゃ許ゆるさないからね。

　殷雷って誰なのよ」

　誰だろう。誰だったのか？　本当にそんな名前の人物が居いたのだろうか？

　すとん、すとんと全すべてが一つの形にまとまり、違い和わ感かんが和穂の中から消きえていった。

「やっぱり知らない。殷雷なんて人」

「ああ、もう。別にからかったりしないし、取ったりしないんだから、正しよう直じきに言いなさいってば！」
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　部屋の中には大きな机つくえがあった。煮に込こんだ砂さ糖とうのような飴あめ色いろの机の前に、和穂と純花が並ならんで座すわっていた。

　あと、二、三人座れるぐらいに余よ裕ゆうのある大きな机だ。

　西側の壁かべには書しよ架かがあり、多くの書しよ籍せきが並んでいた。

　常に使われている書架らしく、埃ほこりは一つもなかったが、その乱らん雑ざつな書籍の並び方の理由は主あるじ以外は知りようもなかった。

　東側の窓から入る光はぎりぎり書架までは届とどいていない。

　机に向かい、和穂は墨すみを擦すっていた。純花は軽く顎あごを突つき出し、少しばかり機き嫌げんの悪そうな顔をしていた。

「じゃ、寝惚けてる和穂に説せつ明めいしてあげる。

　ここは三さん敷しき語ごの塾じゆくで、和穂と私は生せい徒となの」

　殷雷の正体を教えなかったので、純花は不ふ機き嫌げんなのだ。かといって和穂も知らないものは答えようがない。

「純花ちゃんてば」

「先週まで、短期の基き礎そ三敷語会話を勉強しに来てたお姉さん連中がいたけど、今の生徒は和穂と私の二人きり。

　あ、そうそう知ってる？」

「なにを？」

「この塾の先生って私の従い兄と弟こなんだよ」

「知ってるってば。お願いだから機嫌直してよ」

　機嫌が悪いのか、困こまる和穂の姿を見て喜よろこんでいるのか、純花は彼女が当然知っている説明を続けた。

「そもそも三敷語というのは、半はん人じん造ぞうの交こう易えき言げん語ごだから単たん純じゆんなものなんだけどね。

　けど、単純故ゆえに方ほう言げんが多くて商売上の細かい会話には通つう訳やくが必要でね。私と和穂は通訳を目め指ざして勉強中なわけ。ま、翻ほん訳やく家かって手もあるけど」

「怒おこらないでよ純花ちゃん。ほら、純花ちゃんの墨も擦ってあげたから」

　純花は指をパチンと鳴らした。

「でも、これは知らないでしょ。私と和穂は小さいころからの幼おさななじみなのよ。

　和穂の父さんと私の父さんは、同じ交易所に勤つとめていて」

　横よこ目めで和穂を見たが、どうやら口を割わりそうにない。

　和穂がここまでしぶとい性せい格かくをしていないと純花は考えた。少しは面おも白しろい事になりそうかと思ったが、それはどうやら期き待たい外はずれに終おわったようだ。

「判わかったわよ。本当に寝ね惚ぼけてただけみたいね。

　ま、そんなのどうだっていいや。

　こないだ、新しい小こ間ま物もの屋やが開店したのは知ってる？　帰りに寄っていこう。和穂も耳みみ飾かざりの一つぐらい買いなさいよ」

「うん」




　　　　三




　宝ぱお貝ぺい。仙せん人にんが己おのれの能のう力りよくの粋すいを結けつ集しゆうして造つくり上げた神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　本来、仙人の世界にしか存在してはならない宝貝が、ある日不幸な事じ故こにより人間の世界へとばらまかれた。

　宝貝をばらまいてしまった仙人は、責任を感じ宝貝回かい収しゆうの為ために人間の世界に降おり立った。

　が、地上にこれ以上の混こん乱らんを巻き起こす危き険けんを避さける為、その仙人は全すべての仙せん術じゆつを封ふう印いんされていた。

　回収にあたり、彼女が手にしていた宝貝は三つ。

　一つめは、宝貝の位置を探さぐり当てる宝貝、『索さく具ぐ輪りん』。外見は質しつ素そな白い珠たまのついた耳飾りにしか見えない。

　ふたつめは、回収した宝貝を封じ込める宝貝、『断だん縁えん獄ごく』。その内部に莫ばく大だいな空間を持つ瓢ひよう簞たんの形をした宝貝である。

　そして、最後の一つは刀かたなの宝貝、『殷いん雷らい刀とう』であった。

　殷雷刀は人の姿に転てんじる能力も持ち、仙人の護ご衛えい役やくをもつとめる。




　　　　＊




　朝に比べれば少ないが、昼ひる過すぎとはいえ街中を行く人の流ながれは途と切ぎれなかった。

　塾じゆくが終おわった和穂と純花は、小間物屋目め指ざして街中を進んでいった。

　純花はジャラジャラと手の中で小こ銭ぜにをもてあそんでいた。

「我わが従い兄と弟こながら、本当に腹はらが立つわ。

　せっかく翻ほん訳やくの手伝いをしてあげたのに、たったのこれだけしか小こ遣づかいくれなかったんだから」

「そうだね。でも、一応実じつ技ぎの課か題だいって意味だったんだし」

「あんなのハッタリよ。上う手まい具合にこき使って」

　純花の従兄弟であり、和穂たちの先生にあたる男も教きよう師しが本ほん職しよくではなかった。

　ときたま、自分の仕事を和穂たちに手伝わせ実習替がわりの授じゆ業ぎようとしていたのだ。

　純花はその報ほう酬しゆうの少なさが気に入らない。

「これじゃ、欲ほしかったかんざしが買えないじゃない、あてが外はずれた」

　文句を言いつつも、小こ間ま物もの屋やに近づくにつれ、純花の表情は嬉うれしそうに綻ほころんでいった。




　　　　＊




　結局、和穂は気に入った耳みみ飾かざりを見つけられなかった。純花は桜色の飾り布ぬのを気に入り、代金を払はらいに店の奥おくへ消えた。

　純花が戻もどってくるまで、和穂は店先の壁かべに飾られた首飾りを見けん物ぶつする事にした。

　と、その時。和穂の名を呼ぶ声がした。

「はん。やっと見つけたと思ったら吞のん気きに買い物かよ。

　まあ仕方があるまい。さあ、さっさとここから消えるぜ和穂」

　和穂は店先から通りに顔を向けた。

　そこに居いたのは青年と女の二人連づれだった。

　黒い袖そで付つきの外がい套とうを羽は織おった、長ちよう髪はつの青年だ。髪かみの毛が後こう頭とう部ぶの辺あたりで、一つにまとめられている。

　大おお柄がらな男ではなかったが、その鋭するどい視し線せんに独どく特とくの威い圧あつ感かんがあった。その瞳ひとみは、まるで猛もう禽きん類るいを思わせた。

　和穂に声を掛かけたのは、この長髪の男だったのだ。

　が、和穂には男の顔に見み覚おぼえがない。

　男の隣となりにいるのは、背が高くわずかに瘦やせた女だった。肩かたにかかるかかからないかの髪は癖くせがあり軽く波うっていた。

　瞳を隠かくすかのように前髪が顔を覆おおうが、女の眼がん光こうまでは隠しきれていない。

　女は冷つめたく笑わらっていた。

「どうしたんですか？」

　和穂は声を震ふるわせながら、どうにか声を出した。男も女も知らない人間だった。が、もしかしたら自分が顔を忘れているだけかもしれないと、和穂は考えた。

　和穂の言葉を聞き、男の視線がさらに鋭くなった。

「なに、間ま抜ぬけな返事をしていやがる」

　妙みようだ。この二人は妙だ。

　この二人だけが、違ちがう色をしている。

　和穂にはどう説明すればいいかは判わからない。

　たとえるならば、この昼下がりの時刻に、夕ゆう焼やけの光をまとっているような、微かすかだが黙もく殺さつ出来ない異い様ようさがあった。

　この二人は普ふ通つうじゃない。

　和穂は後あとずさった。

　男は怒ど鳴なった。要よう領りようの悪い人間を叱しかる声だった。

「早くこっちに来い。どうって事ない、どこにでもありそうな、つまらねえ宝貝だったんだが、一応大事をとって調べてたんだよ。

　問題は一いつ切さいない。『内側』からなら簡単に脱だつ出しゆつ出来る」

　男のちょうど死し角かくになる位置に佇たたずむ女は、楽しそうに笑っていた。和穂からは真ま正しよう面めんだが、男から見れば女は後ろに立っているのだ。

　突とつ然ぜん、男は女に向き直った。

「なにがおかしい！」

　男は完全な死角になっていた女の表情を見み切きっていたのだ。その事実が、さらに和穂の恐きよう怖ふを煽あおった。

　動こうとしない和穂に痺しびれを切らしたのか、長ちよう髪はつの男はツカツカと彼女に向かって歩きはじめた。

　和穂も後あとずさるが、男の歩みは見た目よりも余よ程ほど素す早ばやく、すぐに追いつく。

「さあ、和穂」

　黒い袖そで付つき外がい套とうを着きた、長髪の男は和穂の右手首を摑つかんだ。

　その時、和穂の恐怖は頂ちよう点てんに達たつした。

　悲ひ鳴めいを上げ、男の手を振ふりほどくように和穂は尻しり餅もちをつく。

　途と端たんに男の顔から気き迫はくが消きえ、代かわりに狼ろう狽ばいの表情が浮うかんだ。

「おい、どうしたんだ和穂！　しっかりしろ！」

　男の手を振りほどこうと必ひつ死しの和穂には、彼の言葉は聞こえていない。道を行く人々はまるでこの騒さわぎが見えていないかのように、淡たん々たんと歩み続けていた。

　やっかいごとに巻き込まれるのを恐おそれ、無む視しを決め込んでいるようには見えない。

　彼らは和穂たちから、視し線せんをそらそうとすらしていないのだ。

　いきなり悪あく夢むにひきずりこまれた和穂は、力のかぎり叫さけび、男の手をほどこうとした。

　だが、男の手は和穂の手首から離はなれようとはしなかった。

　慌あわてながら長髪の男は女に向かい怒ど鳴なった。

「おい、李り収しゆう！　こいつはどういう事だ！　説せつ明めいしろ！」

　李収と呼ばれた女は、静かに和穂の側そばに寄った。そして、有う無むを言わさず和穂の顎あごを摑み、自分の方を向かせた。

「和穂。私やこいつは、お化ばけなの。だから、他ほかの人たちには見えない。

　でも怖こわがらなくていい。あなたに危き害がいは加えない。もっとも、利り益えきも与あたえないんだけどね」
















　そして李収は長髪の男に言った。

「説明は外でしてあげる。このまま叫び続けて、和穂の喉のどが悲鳴で引き裂さかれても困こまるでしょう？」

　男の舌した打うちと共に、和穂の手首から男の手が外はずれた。

　いや、男そのものが消しよう滅めつしたのだ。続いて女の姿も消えた。

　和穂は軽い目眩めまいを覚えた。そして、次の瞬しゆん間かん、全すべては何事もなかったかのようにありふれた日常へと戻もどっていた。

「どうしたのよ、和穂」

　純花の声に和穂はやっと、正しよう気きを取り戻した。

「た、大変よ純花ちゃん！　今ねお化けを見たの！」

「へえ、そいつはおっかないわね」

「本当なの！」

「だったら、本当におっかないわね。こんな昼間から仕事してるなんて、えらく働はたらき者のお化けだ事」

「信じてよう！」

　はなから、信じる素そ振ぶりを見せない純花に和穂はまどろっこしさを感じたが、説明を続ければ続けるほど、今見たものが和穂にとっても信しん憑ぴよう性せいを失ってきた。

「……その二人は消えちゃったの」

　和穂は噓うそをつく人間ではないし、人を騙だますような性格もしていないと純花は承しよう知ちしていた。

　が、お化けの存在を信じるつもりはなかった。

「あのね、和穂。そうやって、ぼうっとしてるから、誰だれかにからかわれたのよ」

「そ、そうかなあ……そうだよね。手て品じなかなんかだよね。でも上手な手品だったよ」




　　　　四




　李収は薄うすら笑わらいを浮うかべ続けていた。長ちよう髪はつの男はそれが気に入らない。

「李収よ！　和穂は一体、どうなったんだ？　記き憶おくをなくしているのか！」

「そんな芸げい当とうが出来る宝貝じゃないのは、承知しているでしょ。慌あわてるんじゃないの、殷雷」

　李収は長髪の男を殷雷と呼んだ。

　蠟ろう燭そくの明かりだけが灯ともる、薄うす暗ぐらい部屋だった。壁かべに備そなえつけられた棚たなには、細かい引き出しが無む数すうに並んでいた。

　その引き出しのそれぞれに漢かん方ぽう薬やくの原料が収しゆう納のうされていて、部屋の中に微かすかな異い臭しゆうを漂ただよわせていた。

　そこは薄暗い診しん療りよう室しつだった。

　なんの飾かざりもない、狭せまい寝しん台だいが診しん察さつ台だいの代わりであり、その診察台の上で和穂は眠ねむっていた。

　和穂は仙せん人にんが身につけるような袖そでの大きな道どう服ふくをまとい、その柔やわらかな髪かみは後頭部の辺あたりで飾り布ぬので括くくられている。

　殷雷は和穂の首くび筋すじに手を添そえ、李収は黒色の鎖くさりで作られた首飾りをもてあそんでいた。

　李収は言った。

「どうって事ないわ。記憶は消してない。というか、記憶を消すなんて凄すごい能力はないわよ。現実の記憶が夢ゆめの中に溢あふれださないように覆おおいで囲かこってあるだけ。夢から覚さめれば、記憶は元もとに戻もどる」

　殷雷はじろりと、前髪の向こうから覗のぞく女の目をにらんだ。

「噓うそではなさそうだな」

「充じゆう分ぶん判わかってるでしょ？　緩かん終しゆう鎖さは、どこにでもあるようなつまらない宝貝なの。

　本当にありがちな宝貝よ」

　李収は首飾りを楽しそうにまさぐった。

「ただし、見てのとおり一度機き能のうしたら緩終鎖を外しても、夢から覚めたりはしない」

　緩終鎖を破は壊かいしても和穂は目覚めはしない。和穂は既すでに緩終鎖の術じゆつ中ちゆうに落ちているのだ。

　だが、殷雷にはさほど焦あせりはなかった。

　李収は囁ささやく。

「あなたは刀かたなの宝貝。使用者の体を操あやつり武ぶ人じんの動きを再さい現げん出来る。つまり、少しばかりは使用者の精せい神しんに侵しん入にゆう出来るんでしょ。

　侵入すれば、力ずくで和穂を目覚めさせるぐらい簡単じゃない」

「あまりにつまらない宝貝だから、逆に勘かん繰ぐっただけだ。お前は何かを企たくらんでいるな。

　俺を騙だまそうとしているな」

　女の首は横よこに振ふられた。

　騙しはしない。でも、あなたを納なつ得とくさせる自信はあるわよ。女の心の底そこまでは殷雷は読みきれなかった。

「ならば、もう一度和穂の魂たましいに会いに行く。そして今度はわめこうがどうしようが、連れ戻してやる」

「誰だれも邪じや魔まはしないわよ」

「さっきと同じように、お前にも一いつ緒しよに来てもらうからな。和穂を起こす隙すきに『外側』から何かしでかされたらたまらんのでな」

「考えすぎよ。私に何が出来るって？　そんなに心配ならば、もう一度緩終鎖を調べてみなさいよ」

　この女には死しの香かおりが漂ただよっている。殷雷は敏びん感かんに勘かんづいていた。が、刀の宝貝を混こん乱らんさせたのは、それはあまりに純じゆん粋すいな死の雰ふん囲い気きだったからだ。

　血や憎ぞう悪おの匂においは微み塵じんもない。なのに李収からは死の冷つめたさが漂い続けている。

　殷雷は首くび飾かざりを手に取りじっくり見つめた。

　真しん剣けんな殷雷の眼まな差ざしを嘲あざけるように、李収は言った。

「単純な宝貝でしょ」

　李収の言葉に間ま違ちがいはない。これは実に単純な宝貝だった。

　複ふく雑ざつな能のう力りよくを持てば持つほど、宝貝は気き迫はくのような貫かん禄ろくをまとうと殷雷は承しよう知ちしていた。

「つまらねえ宝貝だ」

　緩終鎖に向かい、この言葉を殷雷は何度口にしたか。緩終鎖の単純さと李収の自信がどうしても殷雷の頭の中では結びつかない。

「そう。緩終鎖は仕し掛かけた相手に夢ゆめを見させるだけの宝貝。

　たったそれだけの能力しかない。笑わらっちゃうのは、仕掛ける相手が眠ねむ気けを全まつたく覚えてなかったら、簡単に抵てい抗こうされるのよ。

　もしも、あなたたちが朝のうちに私の所に来ていたら、和穂を眠らせられなかったでしょうね。眠り薬の方がよっぽど凄すごい」

「判わかった、もういい。和穂を起こしに行くぞ」

　殷雷は緩終鎖を李収に渡わたした。

　李収は右手に緩終鎖を握にぎり、和穂の肩かたに左手を添そえた。

　殷雷は和穂の首に手を添える。

　李収は呟つぶやく。

「殷雷。和穂をもう少し眠らせてあげれば」

「どういう意味だ？」

「あなたは、相手がどれだけ弱よわそうに見えても、油ゆ断だんするような間ま抜ぬけじゃないのは承知している。

　でも、緩終鎖の能力がどの程てい度どかは、自分の目で確かめたんでしょ？

　緩終鎖は恐おそれるに足らない宝貝だと、納なつ得とくしてるのよね」

「くだらん小こ細ざい工くでも仕掛けるか？」

「違う。

　緩終鎖は相手に夢を見させる宝貝。それもいい夢をね。悪あく夢むを送る力すらないの。

　どこにでもあるような平へい凡ぼんな生活の夢を見させるの。

　極ごく上じようの楽しい夢ですらない。ごく普ふ通つうで平凡な幸福な夢を見させる」

　殷雷はその手を食くうかと、鼻で笑う。

「どうせ、その夢を自由に操あやつって、和穂をどうにかしようという魂こん胆たんなんだろ」

「まさか。そんなに気の利きいた能力なんかありはしない。

　緩終鎖の見せる夢は、平凡な現げん実じつ世界の写うつしでしかないの。どんな現実世界を使うかの設せつ定ていは私には出来ない。

　私は夢の内ない容ようを制せい御ぎよ出来ない。

　緩終鎖を調べたなら判っているんでしょ、この宝貝にはそんな能力すらない」

　殷雷は口をつぐむ。

　やはり、李収の言葉には噓うそはない。緩終鎖がどんな夢を送りつけるか、たとえその使用者でも関かん与よは出来ない。

　いや、関与させるだけの能力がないのだ。

「だからどうした。緩終鎖がどんな夢を送りつけるか、判ったもんじゃない。

　さっきのは平凡な生活だったが、もしかしたら悪夢に変わるかもしれないだろ」

「簡単に言うのね。悪夢を送りつけるなんてのは、攻こう撃げき行こう為いよ。

　攻撃が出来るほど複雑な宝貝なんかじゃないでしょ。

　くどいけど、緩終鎖はそんなに気の利いた能力はないの」

　なんで俺はこんな繰くり言ごとを繰り返しているのか。

　殷雷は李収の考えが全く読めなかった。

「うるせえ！　たとえ悪夢を見せる危険はなかろうが、このまま和穂を眠ねむらせておく理由はない！」

「判わかってないのね。

　どこにでもありそうな、平凡な生活の夢を和穂は見ているのよ」

「それがなんだ！」

　李収は和穂から手を離はなした。

　そして、寝しん台だいの横の椅い子すに腰こしをかけた。

「たまには和穂を休ませてあげなさいよ」

「なんだと！」

　先刻から殷雷は怒ど鳴なり続けていた。

　それが不安感の証しよう明めいであると知って、李収は喜よろこびを感じた。

「あなたと和穂は、宝貝回収の旅を続けてるんでしょ？

　いくら普ふ通つうに見えても、和穂の魂たましいは疲つかれを感じているとは思わない？」

　殷雷は一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。李収はその隙すきを見み逃のがさない。

「緩終鎖の夢はどうって事のない夢。でも、現実の苦く労ろうを忘れるにはちょうどいいんじゃないの？

　休息には持ってこいだと思う。緩終鎖の見せる夢は最大で三さん刻こく（約六時間）しか続かない。

　まあ、夢の中で感じる時間はもっと長いでしょうけど、現実の時間では一ひと晩ばんぐらいの時間しかもたないの。

　たとえ、一晩でも楽しい夢を見させてあげなさいな」

　殷雷の顔に笑え顔がおが浮うかんだ。やっと敵てきの手の内が判ったような安あん堵どの笑顔だ。

「なるほどな。

　やっとお前の狙ねらいが判った。楽しかった夢から現実に戻もどされた時、落らく差さで和穂を苦くるしめるつもりか。

　危なかったな。下げ衆すな小細工に引ひっ掛かかるところだった」

　だが、李収は図ず星ぼしをさされた時の狼ろう狽ばいの表情を見せない。

「それが出来れば面おも白しろいんだろうけど、そんな能力すらないの。

　夢から覚さめれば夢の内容は忘れてしまう。

　夢の内容を記き憶おくに転てんじる能力がないから仕方がないんだけどね。

　だから、そんな心配はいらないのよ殷雷」

「いや、だが待て！」

「そうね。

　夢の中の和穂が夢から覚めるのを拒こばむ可能性はあるよね。

　でも、その時こそ殷雷、あなたが無理やりにでも和穂を起こせばいいんじゃないの？

　そりゃ、少しは可哀かわい相そうだと思うけど、夢にすがり付いていても仕方ないもの。

　それぐらいの厳きびしさは、あなたにもあるでしょ。

　どうせ目が覚めれば、夢の内容は綺き麗れいさっぱり忘れて、心に傷きずが残るような可能性はないし」

　李収の言葉は全すべて理りに適かなっていた。

　殷雷の脳のう裏りに吞のん気きに小こ間ま物もの屋やをのぞいていた和穂の顔がふと浮かんだ。

　李収を少しばかり、買いかぶりすぎているのではないかと殷雷は考えはじめた。

　相手はただの医者だ。そんなに大きな仕し掛かけを企たくらんでいるのだろうか？

　落ち着いた態たい度ども、宝貝にそれほど執しゆう着ちやくしていないのならば納なつ得とくがいく。

　緩終鎖は、それほどまでにたいした能力をもっていないのだ。

　殷雷は欠伸あくびにも似た大きなため息を吐ついた。

「け。楽しい夢のひとときを、ってわけか。どうせ一晩だ。夢でもなんでも見るがいい」

　殷雷は寝しん台だいの隣となりの椅い子すに腰こしを下ろした。

　前まえ髪がみに覆おおわれた李収の眼光は、鬼おに火びを思わせる静しずかな光を帯おびていた。

「そう。それがいいわ」

　ピンと張はり詰つめていた、殷雷の緊きん張ちよう感かんが消きえ去さったのを李収は感じ取った。

　隙すきを見せているのではないが、もう自分を危険な敵てきとはみなしてないのだろう。

　さっきまでの眼光の鋭するどさは消えていた。

　これで勝負はあった。

　私は和穂を倒たおす事に成せい功こうした。

　私は宝貝の回収者を始し末まつする事に成功したのだ。

　全すべては李収の作戦通りだった。

　和穂は死しすべき運うん命めいからは逃のがれられない。

　殷雷は言った。

「たった一つ気になるのは、お前の薄うすら笑いなんだがな」

「こう見えても、私は医者なのよ。

　苦しんでいる人間が少しでも楽な気分になれれば、それが私の幸せでもあるの」

　道理は通っていた。

　疑えばきりがない。

「いいな、俺がここにいるかぎり、眠ねむっている隙に和穂を倒すのは無理だからな」

　李収に武器の宝貝の隙を突つくつもりは毛もう頭とうなかった。

「本当に用心深いわね。

　安心しなさい。緩終鎖には他ほかの能力は全くないし、私には万が一にも殷雷を倒せるような手段もありはしない。

　宝貝を持っている他の仲間もいないし、なんの切きり札ふだもありはしない。

　それは武器の宝貝であるあなたが、一番判わかっているんでしょ」

　そう、全ては李収の言葉のままだ。

　李収に勝ち目はない。

　だが、李収から漂ただよう自信の根こん拠きよが判らない。李収の持つ死の冷つめたさの意味が判らない。

　李収は優やさしく和穂の顔を見つめた。

「おやすみなさい、和穂。

　いい夢を見るのよ」

　そして、夢の涯はてでもう一度会いましょう。李収は、そう心の中で言葉を続けた。




　　　　五




　老人は既すでに事切れていた。

　わざわざ確かく認にんする必要もなかったが、李収は老人の首くび筋すじに指を添そえた。生きている証あかしである、血けつ管かんの脈みやく動どうは止まっていた。

　指先からは、何の鼓こ動どうも伝わらない。脈を診みている間にも老人の体からは体たい温おんが消えていく。指を戻もどし、李収は診しん察さつ台だいの上に横たわる老人の顔を見た。




　安らかな死に顔だ。




　その安らかさだけが、自分の行動に対する唯ゆい一いつの救すくいであったのはいつの事だっただろう。今は、安らかな死に顔であろうと、苦く悶もんの形ぎよう相そうで朽くち果はてていようと、心はたいして動かされない。

　どんな表情であろうが、死人は死人だ。

　診察台の脇わきに置おかれた小さな机つくえには、水みず差さしと晒さらし布ぬのが置かれていた。

　煎せんじた漢かん方ぽう薬やくが、水差しの中で粘ねばりけを増ましていった。

　水差しをどけ、李収は晒し布を手に取る。

　そして、適てき当とうな大きさに布を裂さく。

　蠟ろう燭そくの明かりだけが灯ともる診しん療りよう室しつの中で、布は赤みを帯おびていた。

　その布を李収は老人の青白い顔に被かぶせた。

　夜明けまでは、しばし間まがある。

　が、墓はか守もりは夜中の訪問に怒おこったりはしないだろう。

　李収は墓守の家に連れん絡らくを取ろうと、椅い子すから立ち上がった。静まり返る診療室の中、椅子と床ゆかが擦すれる音が響ひびく。

　ふと、李収は気け配はいを感かんじた。

　何かが居いる。

　と、次の瞬しゆん間かん、診療室の扉とびらは蹴け破やぶられた。

「この人ひと殺ごろしめやっと現げん場ばを押おさえたぞ！」

　診療室になだれ込むように、数人の衛えい士しが姿すがたを現あらわした。

　街の警けい備びを預あずかる衛士たちは、革かわで作られた鎧よろいを身につけていた。

　衛士たちが李収を後うしろ手に縛しばり上あげていったが、彼女自身は興きよう味みがなさそうに衛士の陰かげに隠かくれている男を見た。

　同業の男だ。医者にしては珍めずらしいまでに卑ひ屈くつな顔をしている。

　訓くん練れんされた兵士でもある、衛士の動きは静かで無む駄だのないものであったが、その後ろで同業の男だけが、一人で興こう奮ふんしているのだ。

　くだらない。李収は声を出した。

「いきなり、人殺し呼よばわりとは失礼ね。この患かん者じやに手の施ほどこしようはなかった。

　こんなに酷ひどい亀かめ腹ばら（腹ふく膜まく炎えん）に似た病やまいじゃ、どうしようもなかった。あなたも、医者なら判わかるでしょ。治ち療りようなんて出来るはずもない」

「ほざくな李収！　手の施しようがなかったから、殺したのか！」

「言いがかりもいいところね。患者はお亡なくなりになったけど、殺したんじゃない」

　無駄口を叩たたく衛士もいず、李収の言葉も落ちついていた。

　ただ、同業の男の怒ど鳴なり声だけが響く。

「そんな説明で言い逃のがれが出来るか！」

　軽く咳せき払ばらいをして、一人の衛士が李収の前に立ちふさがった。

　他の衛士たちとは、鎧の装そう飾しよくが少しばかり違ちがっていた。衛士たちの隊長なのだろう。

「通報がありましたので、一応調しらべさせていただきます」

「ご苦労さまです。そんな馬ば鹿かの通報でも動かないわけにはいかないなんて」

　騒さわぐ男を無視して、隊長は言った。

「同業者同士のいさかいならば、捨すておくんですが、生あい憎にくと彼の通報の裏うらがとれましたので」

「へえ。どんなふうにです？」

　隊長は頰ほおの無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。

「患者さんが死に過ぎですよ。この三か月の間に何人死なれたか」

「生憎と藪やぶ医者なものでね。

　言い訳させていただけるのならば、私の診しん療りよう所じよに来られる患者さんというのは、重じゆう病びようの方が多いんです」

　隊長の肩かたから覗のぞき込むように、男は文句を言った。

「誤ご魔ま化かすなよ李収！　お前は家族にとって邪じや魔まになった病人を金を貰もらって殺してるんだ！」

　李収は高らかに笑った。

「たとえ患かん者じやさんが死んでも、親族から治療費はいただくに決まってるじゃない」

「逃にげられんぞ！　お前は薬と偽いつわって毒どくを飲のませて患者を殺しているんだ！　そこの死体が証しよう拠こだ！　腑ふ分わけ（解かい剖ぼう）すれば絶対に証拠が出る！」

　李収の目がわずかに鋭するどくなった。

　診療所の前に行き倒たおれ同然に、なぜ老人がうずくまっていたのか。

　全すべてはこいつの差さし金がねだったのか。

　証拠をつかむ為ために、わざと身寄りのない重病人を放ほうり出したのか。親族がいれば、そう簡単に腑分けは出来ない。

「……あんた、許ゆるさないよ」

　隊長がどうにか、その場を取り繕つくろう。

「まあ、公こう正せいな調査を行いますので、どうか信用してください」




　　　　＊




　全すべての調査が終わっても、李収は罪つみに問とわれはしなかった。

　医者である李収である。

　調ちよう合ごう次し第だいで人を殺せる薬は幾いくらでもあったが、その薬を使ったならば、死体に何らかの徴しるしが残るはずであった。

　不自然な徴は一いつ切さい発見されなかったのだ。

　他の医者からは、徴が見つけられない毒物の存在も指し摘てきされたが、それに該がい当とうする薬は李収の診しん療りよう室しつからは発見されなかった。

　李収は完全に無む罪ざいとなった。

　無罪だけで李収はよしとしなかった。あの老人がどうして自分の診療所に来たのか、調べるように訴うつたえ出て、結けつ果かとしてあの医者の非ひ道どうが明あかされる事になった。

　助かりようのない、病に苦くるしむ老人を捨てていったのだ。

　医者が失しつ脚きやくするには充じゆう分ぶんな理由だった。




　　　　六




「肝きもが据すわっているのか、それとも自や棄けになっているのかは知らないが、よくこんな状じよう況きようで眠ねむれるもんだな」

　少しばかり呆あきれた声が、李収の耳に届とどいた。

　男の声に反応して、李収の背せ中なかがピクリと動いた。

「……少しウトウトしていたみたいね」

　部屋の中央には狭せまい診察台が置かれ、その両りよう脇わきには二つの椅い子すが置かれていた。

　片側には殷雷が座すわり、逆側には李収が座っていたのだ。

　診察台の上ではいまだ和穂がコンコンと眠り続けていた。

　李収は髪かみをかきあげた。

「夢ゆめを、夢を見ていた」

　殷雷はつまらなそうに言葉を吐はく。

「二人揃そろって夢の中か。吞のん気きで結けつ構こうだな」

　目が覚めたばかりで、李収の言葉は軽く呂ろ律れつが回っていなかった。

「昔の夢だった」

「言っておくけど、他人の見た夢の話ほどつまらねえものはないんだからな」

「緩終鎖のせい？」

　李収の左手には黒い鎖くさりで出来た首くび飾かざりが絡からまっていた。

　この首飾りこそが、宝ぱお貝ぺい、緩終鎖であった。

「緩終鎖がどうした？」

「緩終鎖を持ったまま眠ると、変な夢を見る。

　全然夢らしくない、昔にあった事じ実じつをそのまま再現した夢」

「さあな。こちとら武器の宝貝なんで、そっちの方は専せん門もん外がいだ。で、どんな夢なんだ」

「患かん者じやが死ぬ夢よ」

「えらく物ぶつ騒そうだな」

「助けようがなかったのよ。歳としもとって抵てい抗こう力りよくもなくしていたし、私が見つけた時には意い識しきもほとんどなかった」

「け。やっぱりつまらねえ。きくんじゃなかった」

　李収の瞳ひとみはいつも冷たい光を湛たたえていた。

　その冷たさに殷雷は死の香かおりを感じ取っていた。が、それはあまりに純じゆん粋すいな死の雰ふん囲い気きであった。

　血なまぐささとは程ほど遠とおい死の香りに、武器の宝貝である殷雷は戸と惑まどいを感じていた。

　殷雷は殺気や憎ぞう悪おと混まざり合った死の香りしか、知らなかったのだ。

「そんな辛しん気き臭くさい夢の話なんかどうでもいい。

　そろそろ和穂を起おこしに行くぞ」

　李収は緩終鎖に手を伸のばす。

　冷たい鉄てつの手て触ざわりと共に、和穂が見ている夢の状じよう態たいが李収の心の中に流れ込む。

「いいわよ。和穂を起こしに行きましょう」

　李収の口くち許もとが綻ほころんだ。

　既すでに勝負はついたも同どう然ぜんだった。私は宝貝の回かい収しゆう者しやを倒たおすのに成せい功こうしたのだ。

　殷雷が和穂の首に手を添そえた。

　李収も左手に緩終鎖を持ち、右手で和穂の手を握にぎった。

　閉じた瞼まぶたの裏に焦しよう点てんが合うような、奇き妙みような感覚の後、二人は和穂の夢の中に居いた。
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　夢はいつも揺ゆらいでいる。夢を見る者も同じように揺らいでいるので、夢の中では夢の矛む盾じゆんに気づけない。

　だが、緩終鎖によって作られる夢に矛盾はなかった。

　夢の中の街まち並なみも、現実の街並みとなんら変わりはなかった。

　行ゆき交かう人々の雑ざつ踏とうの中に、殷雷と李収は居た。

　殷雷は隙すきなく人ひと込ごみに視し線せんを這はわす。

「和穂はどこだ？」

「さあ？　でも、近くに居るはずよ」

「……この街は前と同じ街か？」

「どうして？」

「いや、何か匂においが違ちがう」

　李収は答えなかった。

　殷雷は奇妙な胸むな騒さわぎを感じた。だが、違い和わ感かんの理由がはっきりとはしない。

　殷雷はさらに注意深く、街の中へと視線を走らせた。

　その視線の隅すみに、以前見み掛かけた小こ間ま物もの屋やを発見した。

「なんだ、前の時と同じ場所じゃねえか」

　小間物屋の店先に並ぶ、耳みみ飾かざりや組くみ紐ひもなどの装そう飾しよく品ひんが以前の時とは変わっていたが、それはある意い味み当然の話だった。

　夢の中でも時間は流ながれているのだろう。




　時間？




　自分の違和感の理由を殷雷が悟さとりかけた時、ついに和穂が街並みの中に姿を現した。

　しかし、それは殷雷の知る和穂の姿ではなかった。

　絶ぜつ句くしながら、殷雷は李収に顔を向けた。

　李収は優やさしく微笑ほほえみ、言った。

「そんなに驚おどろく事じゃない。

　この間、和穂に出会った時からざっと五年ばかり時間が流れている。

　ただ、それだけの話よ」

　和穂の身長がかなり伸のびたような錯さつ覚かくに殷雷は襲おそわれた。

　が、実際にはさほど体たい格かくそのものには変化はなかった。

　だが、五年前の和穂から漂ただよっていたあどけなさは、しなやかさに姿を変えていた。

　細い顎あごに眼まな差ざし、柔やわらかな笑え顔がおは和穂に間違いはなかった。

　李収はとてつもなく嬉うれしそうに囁ささやく。

「思ってたより綺き麗れいになったわね。あの太い眉まゆ毛げはどうかと心配だったけど、こうやって見ると悪くはないじゃない」

　殷雷は胡う散さん臭くさげに李収を睨にらむ。

「何をたくらんでいる！」

「さあ、どうかしらね。何もたくらんでないとは言わないけど」

「どっちにしろ、無む駄だだ。夢から覚めれば、元の和穂に戻もどるんだろ」

　李収はこくりと頭を縦たてに振ふった。

「あら、あの和穂より、前の和穂の方が好みだったの。

　……怒おこらないの。これは夢なのよ。現実の和穂の体は元のまま。目が覚めれば、全すべては元通りよ」

　殷雷はつかつかと人ひと込ごみの中を、和穂に向かい歩き始めた。

　少し遅おくれて、李収が後に続く。

　和穂は、殷雷と李収の姿を見て、軽く小こ首くびを傾かしげた。

　朧おぼろげな記き憶おくの彼方かなたに、李収と殷雷の面おも影かげを見つけて、和穂は叫さけぶ。

「あ、あの時の手て品じなの人！」

　殷雷は口くち許もとをニンマリと歪ゆがませた。

「その、ちょいとばかり見けん当とう外はずれなところは直なおっちゃいないようだな、和穂よ」

「あなたは一体、何者なんですか？　この間は急に姿を消しちゃうし」

「うるせい、いいから来い」

　殷雷は素す早ばやく和穂の手首を摑つかむ。

　和穂は思わず悲ひ鳴めいを上げた。

「痛いてて、なにをするんですか！」

「和穂から手を離はなせ！」

　言葉と共に、拳こぶしの一いち撃げきが殷雷に放たれた。

　風を斬きる素早い拳だったが、殷雷は悠ゆう々ゆうと攻こう撃げきを避よける。

　同時に殷雷の手が和穂から離れた。

　軽く間合いを取りつつ、殷雷は攻撃を仕し掛かけた者の姿を見た。

「誰だれだお前は？」

　和穂を背中にかばいつつ、男は言った。

「強ごう盗とうに名乗る、名前はない！」

「誰が強盗だ！」

「ならば、和穂を誘ゆう拐かいするつもりか」

　男は唐とう突とつに現れたわけではなかった。男は最初から和穂の隣となりに居たのだ。

　大おお柄がらな男だが、均きん整せいのとれた肉体なのであまり威い圧あつ感かんはなかった。

　普ふ段だんは温和な男なのだろう、殷雷に向ける鋭するどい視し線せんからは、殺さつ気きではなく必死の思いしか伝わらない。

　武術家ではあるが、武人じゃないと、殷雷は判はん断だんした。そこそこの腕うで前まえはあるが実戦を踏ふみ越こえた者の気き迫はくはない。

　殷雷は構かまえをとるのも面めん倒どうだった。

「いいから邪じや魔まをするな。俺おれは和穂に用事があるんだ」

　男は小声で、背中の和穂に問といただす。

「知り合いか？」

「手品の人……じゃなくて、知らない人」

「だ、そうだ。強盗だか誘拐犯だかは知らないが、さっさと消え失うせろ！」

　殷雷は首を横よこに振ふった。

「無む駄だな事はやめようじゃないか。お前は俺に勝てないし、勝敗の決まった戦いをする趣しゆ味みは俺にはない」

　男の目はさらに鋭さを増す。

「勝てないだろうね。でも、和穂を逃にがす時間稼かせぎぐらいは出来る。いいな、和穂。逃げるんだ」

「雄ゆう践せん！」

　和穂は男を雄践と呼んだ。

「和穂。頼たのむから、逃げてくれ。無駄死にだけはごめんだからな」

　舌した打うちしながら、殷雷は李収を見た。

　以前、和穂の夢の中に侵入したときは、和穂以外には自分たちの姿は見えなかった。

　緩終鎖を持つ、李収の細さい工くだ。

　ならば、この雄践とかいう男に自分たちの姿が見えるのもまた李収の仕し業わざなんだろう。

　殷雷にはその意い図とが判わからない。

　しゅっしゅっと空を斬きる拳こぶしの音が殷雷の耳に届とどく。

　李収から視線を外はずさないまま、殷雷は雄践の攻こう撃げきを受け流す。

　二人のそんな様さまを、李収は薄うす笑わらいを浮うかべながら見つめていた。

　殷雷は雄践に向き直った。

「お前に恨うらみはないが、さっさと終おわらせてしまうぞ」

　上じよう体たいを屈かがめ、雄践の攻撃を殷雷は避よけた。

　そして、再び上体を起こす勢いきおいに乗せて、殷雷の肘ちゆう撃げきが寸すん分ぶん狂くるわず雄践の鳩尾みぞおちに入る。

　瞬しゆん間かん、雄践の動きは凍こおりついた。

　もはや、痛みと痺しびれでしばらくはまともに動けまい。

　雄践はそのまま地面に倒たおれこんだ。後は、激げき痛つうで意い識しきを失うまでだ。

　殷雷は、口を押おさえたまま、青あおざめた顔で二人の戦いを見つめていた和穂に近寄ろうとした。

　が、殷雷の足首を摑つかむ者がいた。

　息を吐つき、殷雷は足元の雄践を怒ど鳴なりつける。

「悪あがきはやめろ！」

　くぐもった雄践の声は既すでに言葉にすらなっていなかった。体中を走る激痛に襲おそわれながらも、雄践は和穂を睨にらみ付つけた。




　早く逃にげろ。




　その瞳ひとみが意い味みするのはその一言だけだった。

　だが、和穂の足は動かない。

　殷雷は言った。

「勘かん弁べんしてくれ、倒れてる奴やつを足あし蹴げにするような真ま似ねまでさせるのか」

　殷雷は摑まれていない方の足で、地面に横たわる雄践の脇わき腹ばらを蹴けった。

　肋ろつ骨こつと肋骨の間の点てん穴けつ（ツボ）を狙ねらった正確な蹴りだった。

　が、雄践はいかなる攻撃にも決して殷雷の足首を摑む手を緩ゆるめなかった。

　そして、和穂が自分の身を案あんじて逃げられないと悟さとり、激痛を誤ご魔ま化かしつつも顔に笑えみを浮かべた。

　殷雷の声が低くなる。

「ほう。捨すて身みってわけか。

　そっちがその気なら、こっちも本ほん気きでやらせてもらうぞ」

　いかに強きよう靱じんな精神力とて物理法則まで超ちよう越えつ出来るわけではない。

　激痛に耐たえられようが、折れた骨ほねや砕くだけた関かん節せつは動うごきはしないのだ。

　殷雷は今まで雄践の骨や筋すじを痛めないような攻こう撃げきだけを仕し掛かけていたが、このままでは埒らちがあかないと考えた。

「治りやすい部分の骨で勘かん弁べんしてやる」

　殷雷が雄践に向かい、攻撃を仕掛けようとしたその時、和穂が雄践の体に覆おおいかぶさった。

　そして、涙なみだを流しながらも殷雷を鋭するどく睨み付けた。

「……どうして、こんな酷ひどい事を！　許さないわよ」

「な、なにを！　お前を助たすける為ために」

　言葉をなくしかけた殷雷に代わり、李収が言葉を繫つなぐ。

「大だい丈じよう夫ぶよ和穂。

　医者の私が保ほ証しようしてあげる。その男の怪け我がは見た目よりたいしたものじゃない。すぐに治るわよ。

　優やさしいよねえ、殷雷は。細心の注意を払はらって相手を痛めつけてるんだから」

　そして、次の瞬しゆん間かんには殷雷と李収の姿は消しよう滅めつしていた。

　和穂の全身から安あん堵どの汗あせが流れ落ちた。ただ、謎の女が言った男の名前が心にひっかかる。

「殷雷？」
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　診しん療りよう所じよに戻もどった殷雷は、李収の胸むなぐらを摑つかんだ。

　そして、大きく揺ゆさぶった。

「お前は何を仕掛けた！　一体、何がどうなってる！」

　揺さぶられるままに、李収は答えた。

「和穂にすごまれたのが、よっぽどこたえたみたいね。

　でも、普ふ通つうは怒おこるでしょ。婚こん約やく者しやをあんなに痛めつけたんだから」

　殷雷の動きがピタリと止まった。

「婚約者ってのはなんだ、婚約者ってのは」

「名前は雄践。街の武道館の師し範はん代だい、まあ武道といっても護ご身しん術じゆつの類たぐいだけどね。

　ま、単純にああいう男が和穂の好みかどうかは結論出来ないんだけど。

　でも、婚約者を逃にがす為ためだけに捨て身になれるんだから、男を見る目はあるね」

　殷雷は李収の瞳ひとみの奥おくを覗のぞき込んだ。

「なにをたくらんでいる！　力ずくでも白はく状じようしてもらうぞ！」

「仙せん術じゆつは万能じゃない」

「誤ご魔ま化かすな！」

　だが、李収は怯ひるまない。その死の香かおりを湛たたえた瞳で、殷雷の瞳を覗き返す。

「仙術は万能じゃない。死んだ者を生き返らせる術じゆつはないし、歴史を改かい変へんする術も一応は不可能。

　それに神しん馬ばの骨こつ折せつも治せはしない。

　笑うでしょ。細こま切ぎれになった者でも、処しよ置ちが早ければ再生出来る仙術すらあるのに、神馬の骨折が治せない。たかが、骨折よ？

　骨折した神馬は、そのまま死ぬに任まかせるしかない」

「なんの、なんの話をしている？」

「だからこそ、仙人は神馬を大たい切せつにするんでしょうね」

　殷雷も神馬の事は知っていた。仙せん界かいに住すむ馬だ。仙人も騎き乗じようするが、その存在は珍ちん重ちようされている。

「馬の話なんざどうでもいい！」

「足の骨を折った神馬はとても苦くるしむ。だから、仙人は助からない神馬に死をおくってあげる」

「なんで、お前が仙界の話を知っている！」

「緩終鎖が教えてくれたのよ。

　緩終鎖は神馬に死をおくる為ための宝貝」

「なんだと！　くだらん噓うそをつくな！　緩終鎖に相手を殺すだけの力はないはずだ！」

　李収は笑う。

「殺すんじゃない。神馬に死を受け入れさせるの。神馬に別の人生を送らせて、最後に死を甘かん受じゆさせる」

　殷雷はグビリと唾つばを飲み込む。

「そ、それじゃ和穂の見ている夢ゆめは」

「夢の中で和穂は別の人生を歩む。そして、夢の最後、臨りん終じゆうのとき、夢の涯はてで和穂は選せん択たくを迫せまられる。今までの人生を夢として目覚めるか、そのまま夢の中の人生に満足して死ぬかをね」

「……李収。お前は医者なんだよな？」

「そうよ。苦痛だけで助かりようのない患かん者じやに、死を受け入れさせる医者」

　李収から漂ただよう、死の冷たさの理由が今、殷雷には判わかった。

「それのどこが医者だ！」

「そうかもしれないわね」

　殷雷は李収の胸むなぐらから手を離はなした。

「そうやって、和穂を殺すつもりだったんだな。だが、お前は間ま抜ぬけだ。

　そんな話を聞いて、和穂をこのまま眠ねむらせていると思うか？　力ずくで叩たたき起おこしてやる。

　何があろうともだ！」

　再び、和穂の首くび筋すじに手をやろうとする殷雷に李収は言った。

「どうして？」

「どうしてもへったくれもあるか！　和穂は助かりようのない病人でもなければ、骨折した神馬でもない」

　李収は殷雷の耳元で囁ささやく。

「あなたは刀の宝貝。人間に比べれば途と方ほうもなく強い。雄践なんかは足元にも及およばないでしょうね。

　あなたは、宝貝を回収する旅の中で和穂を守ってきた。これからも、ある程度は守ってあげられるでしょう。

　でも、それは和穂を幸しあわせにしているのとは違ちがうのよね」

「…………」

「雄践は、あなたと違って和穂を幸せに出来る」

「黙だまれ。全すべては夢ではないか。夢の中の幸せになんの意味がある！」

「そう？　あなたがどれだけ強くても、あなたより強い宝貝は幾いくらでも居るんでしょ？

　激げき闘とうにつぐ激闘で、魂たましいの安らぐ暇ひまのない現実とどちらがましかしら？」

「…………」

「夢だから、偽にせ物ものだから、なんてのはたいした意味はない。私たちから見れば、和穂は夢の中にいるかもしれないけど、和穂にとっては、今の夢も現実なのよ。

　現実世界に無限の選せん択たく肢しがあるとするなら、緩終鎖の夢は有ゆう限げんだけど、莫ばく大だいな選択肢がある。

　もっとも、現実の世界とは違って、緩終鎖の世界は総合的に幸せな人生に落ちつくように出来ているけどね」

「まやかしだ！」

「殷雷刀。あなたは何の為ために和穂を守ってあげているの？　和穂の幸せを願っているからなんじゃないの」

　殷雷は言葉に詰つまった。

　李収は和穂の手を握にぎった。

「すぐに答えを出す必要もない。和穂の人生の断だん片ぺんを見ながら、結論を出せばいい」
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　吹ふきすさぶ砂すな嵐あらしのように、時間は流れていった。

　李収と殷雷は常つねに街並みの中に佇たたずみ続けていた。

「陰かげながら、和穂の人生を見守るなんてのも覗のぞきっぽくて嫌いやだから、街の中に視し点てんを固定して時間を早めるわね。

　別の街に引ひっ越こしでもしたら、自動的にそっちの方へ視点は変わるし」

　殷雷は答えず、街の中に佇む。

　残ざん像ぞうを残して行ゆき交かう人々、昼と夜とが混まじり合い、乳にゆう白はく色しよくの世界が広がる。

　殷雷はその持ち前の、刀の宝貝としての眼力で和穂の影かげを見つめる。

　李収は緩終鎖に手を伸のばし、同じように和穂の行ゆく末すえを見る。

　もはや、李収には殷雷の選択などはお見通しだった。

「あなたは、宝貝。人間とは違ちがい寿じゆ命みようはない。

　まあ、武器なんだから長生きする保ほ証しようまではないんでしょうけど、人間とは違う時間の流れの中で生きているのね。

　仙せん人にん相手に暮らしていたなら、問題はなかったでしょうけど、仙人ではなくなった今の和穂にはちゃんと寿命まであるんだからねえ」

　李収の言葉にも殷雷は反応しなかった。ただ静かに街並みを見つめ続ける。

　時たま見える、和穂の残像は確かく実じつに成長していった。

　李収もその姿すがたを見た。

「あら、和穂に子供が生まれたようね。男の子かしら、女の子かしら？」

　殷雷の答えを待つ迄までもなく、次に現れた和穂の影は、男の子供の手を引いていた。

　殷雷は言った。

「お前はこうやって、他人に人生を与あたえてきたのか」

　李収の薄うすら笑わらいが消えた。

「そうよ。文句があるの？　医者にだって不可能はある。助けられないなら、痛みをとってあげるだけでも」

　殷雷は軽く目を瞑つむった。

「文句はないよ」

　和穂の影は二人目の子供の手を引いていた。

　二人目の子供は女の子だった。

　母親に似にて、少しばかり眉まゆ毛げが太かったが父親に似てキリリとした顔だちの中に上う手まい具合に納おさまっている。

　残像のきらめきを残し、和穂は老おいていった。

　代わりに娘むすめの姿が、若き日の母親の姿を映うつしていく。

　そして、その娘もまた自分の子供の手を引きはじめた。

「孫まごまで生まれたわね」

　李収は緩終鎖に手をやる。

　この夢の内容を、客きやつ観かん的てきに緩終鎖は李収に教えた。

「雄践が死んだ。内ない臓ぞうの病やまいか。天てん寿じゆを全まつとうとはいかなかったけど、長生きね。
















　和穂は嘆なげき悲かなしんだが、立ち直った。孫に泣き顔ばかりは見せられないからね」

　そして、暴あばれ狂くるう時間の流れが穏おだやかなものへと変わっていった。

　今までの状態からは信じられないぐらい緩ゆるやかな流れであったが、これこそが実際の時の流れであった。

　李収は医者の顔をして言った。

「そろそろ終おわりよ。

　ついに夢の涯はてにまでやってきた。六十八年分の和穂の人生が終わる」

「これからどうする」

「……緩終鎖には宣せん告こくが必要なの。

　今までの人生が全すべて夢であったと告つげなければならない」

　殷雷の表情に僅わずかな不安が混じった。

「おい、それはあまりに酷こくだろ」

　李収は首を横に振ふる。

「そうでもないわよ。夢であったかどうか、信じる信じないは勝かつ手てですもの。

　その後、死を受け入れるかどうか、本人の意思で決めてもらう。

　……答えは決まっているけどね」
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　寝しん台だいに和穂は横たわっていた。寝台の周まわりを和穂の親族たちが取り囲んでいる。

　親族たちの悲ひ壮そうな顔に比べ、皺しわくちゃな和穂の顔には笑えみが浮うかんでいた。

　親族たちのさらに後ろに、李収と殷雷は立っていた。

　笑みを浮かべながら、和穂はゆっくりと眠ねむりに落ちていく。

　李収は言った。

「夢が終わる」

　眠る和穂の呼吸がだんだんと虚うつろなものへと変わっていった。

　寝台の横に座すわる医者が、和穂の脈みやくを取とり、首を横に振ろうとした瞬しゆん間かん、周しゆう囲いの景色けしきは消しよう滅めつした。

　暗くら闇やみの世界の中、寝台に横たわる和穂と李収と殷雷だけが存在した。

　和穂は老おいた体をゆっくりと起こした。

「ここは？　いったいどうしたんですかいの？　ここが冥めい府ふなんですかい？」

　李収は優やさしく微笑ほほえんだ。殷雷は李収の裏のない笑顔を初めて見た。

「お婆ばあさん。今から私の話を聞いてください。

　お婆さんは、かつては仙せん人にんで、ある時誤あやまって宝貝を人間の世界にばら蒔まいてしまった。

　お婆さんは……まあ、その時は若かったんですけど、宝貝を回かい収しゆうする為ために……」

　とつとつと、李収は和穂に本当の人生を語かたりはじめた。そして、今までの人生が宝貝の力によって見せられたものだとも。

　その言葉にも和穂は動じなかった。

　李収は当然のごとくうなずく。

「信じられないのも当然です。信じてくれなくてもいいんですよ。

　ただ、お婆さんには選えらんでもらわなければなりません。このまま、死へと旅立つか、十五歳さいだった頃ころのあの時に戻もどるか」

　和穂は殷雷に視線を向けた。

「……あなたは、確か。何度か顔を合わせてる」

「そうだ。雄践を痛いためつけた」

「ああ、あの時の人。名前は殷雷さん」

　殷雷は首を縦に振ふった。

　李収は和穂の手を撫なでた。

「お婆さん。私の話を理り解かいしてもらえましたか」

「ええ。よく判わかりましたとも。地上に宝貝をばら蒔いたのは私で、李収さんはその宝貝の一つを拾ひろった、お医者さん。

　その緩終鎖の能力というのもよおく判りました」

　老ろう婆ばはニコニコと笑い続けた。李収の説明は、とても丁寧だった。一言、一言、言葉を選び無用の恐れや不安を抱かせないように、細心の注意を払う姿が和穂には嬉しかった。

　宝貝。それは道具の業ごう、すなわち使用者の望みを叶かなえようとする本能を持つ事も和穂にはよく理解出来た。

　李収の望み。緩終鎖の能力。そして、和穂は自分の手に添そえられた李収の手を優やさしく握にぎり返した。

「可哀かわい相そうに。つらかったんだね」

　びくりと、李収の背せ中なかが動うごく。

「な、なにを言いだすんですか！」

　皺しわの中に埋うもれそうな細い目で、和穂は李収の瞳ひとみを見つめた。

「可哀相に。つらかったんだね。お医者として頑がん張ばってたのに、この世界にゃあなたの力じゃどうしようもない患かん者じやさんばかりで」

「！」

　怯おびえるような李収の背中を、ゆっくり和穂は撫でた。

「緩終鎖は患者の苦痛を救ってくれる。でも、それは患者を殺しているのも同じ事。

　心も張はり裂さけるような毎日だったろうに」

　李収はパクパクと口を開いた。

　和穂は言葉を続けた。

「これだけ生きていれば、あなたの瞳ひとみの奥おくにあるものが何かぐらいは判りますよ。

　とても頑固で意地っ張りで、そのくせとてつもなく優しい瞳だね。

　自分が犠牲になっても他人の哀しみを引き受けようとする強いけど優しい瞳だよ。

　もう大丈夫、緩終鎖は私が回収してあげるから、

　さあ、じゃあ戻りましょうか。十五歳だった頃の本当の私に。

　緩終鎖は人間には過すぎた宝貝だからねえ。いや、仙せん人にんにとっても使いこなせない宝貝なのかもね。

　たとえ、その人の為ためを思っても、その人を殺す宝貝だなんて。

　だから封ふう印いんされたんでしょ。そんな危き険けんな宝貝が他ほかにもあるかもしれないなら、ここで吞のん気きに死ぬわけには。

　緩終鎖はあなたにゃ、重すぎます」

　和穂に抱だきついたまま、李収はくぐもった声を上げてすすり泣いた。

　和穂は子供をあやすように、李収の背中を叩たたく。

「もう、苦しまなくてもいいんだよ」

「……でも、元の世界に戻もどれば、お婆ばあさんは夢の中の記き憶おくを全すべて忘れるのよ。

　今までの人生が消えてなくなってしまうのよ！」

　トントンと和穂は背中を叩く。

「いいじゃないの。記憶が消えても。私が楽たのしい人生を送れたのは本当なんだから。

　思い出が消えてなくなろうが、幸しあわせだった人生が消えたわけじゃない」

「……でも！」

　そして、殷雷が口を開いた。

　ゆっくりと低い声で、己おのれの魂たましいから絞しぼり出だすような声だった。

「和穂。

　お前はここで死ね。

　緩終鎖は俺が責任を持って破は壊かいしてやる」

「あらまあ、えらい言われようだね。

　あなたは、一いつ緒しよに宝貝の回収を手伝ってくれている宝貝なんでしょ」

　殷雷は和穂の目を睨にらみ付つけた。意い地じでもその視し線せんを外はずすつもりはない。

「この先の旅で何が待っているか。

　確かく実じつに言えるのは、和穂が夢の中で過ごした人生よりましな代しろ物ものではないという事だ。

　宝貝回収の旅はここで終わりだ。

　このまま幸せな人生と共に死ぬんだ」

　和穂は静かに言った。

「確かあなたに最初に会ったのは、街の雑ざつ貨か屋やか小こ間ま物もの屋やだったねえ。

　あの時は、本当に怖こわかった。あんなにおっかない目をした人間が居いるんだろうかと、不思議に思ったぐらいだったよ。

　その次に会ったのは、うちの人と一緒に居た時だったね。

　よくもまあ、うちの爺じいさんをこてんぱんにしてくれたもんだ。あん時は嚙かみついてやるつもりだった」

「もういい。もういいんだ和穂」

「歳としを取ると、色々見えてくるものもあるって言っただろ。

　あの時は怖かったり、憎にくたらしく見えたりしたけどね、あなたのその目、今ならその意い味みが判わかるよ」

「……なんだと？」

「私の事を大切に思っていてくれたんだろうね。




　あなたと歩あゆんでみる人生も面おも白しろそうだ。




　それが現実に戻もどる理由だよ。別に文句はないだろう？　ま、ちょっとぐらい大事にしてくれたところで、うちの爺さんにゃ負けるだろうけど」

　和穂は李収の首に掛かけられた緩終鎖に手を伸のばした。

　かくて、夢は完かん璧ぺきに消しよう滅めつした。




　　　　＊




「いやあ、おはよう、殷雷！　ってどうして私はこんな所で寝ねてるのかな？」

　朝日の差し込む診しん療りよう所じよで、和穂は目覚めた。

　半なかば愕がく然ぜんとした表情で李収は、椅い子すに座すわっていた。だが、その瞳ひとみからは死の香かおりが消えていた。

　殷雷は真顔で腕うでを組くんでいた。

　和穂には殷雷の態たい度どの理由がよく判らない。

「どうしたのよ、殷雷」

　殷雷は呆あきれた声で言った。

「お前にゃ、敵かなわないよ」

「？　なにが？」

「いいから起きろ、婆ばあさんよ」




『緩終鎖』

　もう一つの人生と死を与あたえる宝貝。死を司つかさどる事は命のある者の手には余る。故ゆえに封ふう印いんされた。

























西の狼おおかみ、東の虎とら







　　　　一




「あああああ、殷いん雷らい！　もっと速はやく走はしらないと追おいつかれちゃうよ！」

　通とおりを走っていた道どう服ふくの娘むすめは、走るのを止やめ後うしろを振ふり向むきながら叫さけんだ。

　夕ゆう闇やみ迫せまる光の中、士し林りん街がいは叫び声を上げていた。通りに面めんした家々の柱はしらは軋きしみ、湿しめった咳せきに似にた音を立て土つち壁かべはゆっくりと崩ほう壊かいしかけている。

　火か中ちゆうの栗くりが弾はじける音の正しよう体たいは、屋や根ねに葺ふかれた瓦かわらに亀き裂れつが走る音だった。

　地じ震しんでもなければ、嵐あらしでもない。

　いかなる自し然ぜんの災さい害がいでもありえなかった。ただ、通りに面した家々が震ふるえ鳴めい動どうしているのだった。道服の娘、和かず穂ほは軋む街まちの中で焦じれったそうに足あし踏ぶみをしていた。

　彼女の視し線せんの先で、一人の黒くろ髪かみの青せい年ねんがのらりくらりと前に進んでいた。

　青年の片かた手てに握にぎられた銀ぎん色いろの棍こんは、武ぶ器きではなく杖つえ代がわりに使つかわれていた。

「殷雷！」

　殷雷と呼ばれた青年は、それでも歩あゆみを速める事はなかった。ぬかるみのなかを、杖だけを頼たよりに一いつ歩ぽ一歩進んでいるようである。

「でええい！　これ以上、速く走れてたまるか！」

　八やつ当あたりにも似た怒ど鳴なり声だったが、その声は不ふ自し然ぜんに低ひくかった。

　和穂も焦あせっているばかりではなかった。いや焦り以上に混こん乱らんしていた。だが、敵てきはすぐそこまで迫ってきているのだ。




　パシッ！




　和穂が慌あわてて音がした方ほう角がくを向くと、そこでは荷に車ぐるまの車しや輪りんがバラバラになりはじめていた。粉ふん砕さいというよりは、留とめ金がねを失った車輪が崩くずれるように、一つ一つの部品へと分ぶん解かいをはじめている。




　ピシッ！




　がらくたになりかけている荷車の横よこには、火か災さい防ぼう止しの為ために汲くみおかれた、木き組ぐみの四し角かくい水みず桶おけが置おかれていた。

　その大きな水桶からは、水が漏もれだしていた。組まれた木の隙すき間まからは噴ふん水すいのように水が漏れだしている。

　和穂の背せ中なかを冷ひや汗あせが流ながれた。

　これはかなりヤバい状じよう況きようではないのか？

　でも一いつ体たい、何なにがどうなっているのだ？

　ふと、和穂は腰こしに違い和わ感かんを感かんじた。

　何か岩いわのようにゴツゴツした物が腰に当たっている。

　和穂は生なま唾つばを飲のみ込こんだ。いつもなら、腰こし紐ひもには瓢ひよう簞たんをくくりつけている。

　和穂は瓢簞に手てを伸のばした。

　丸まるみを帯おびた瓢簞独どく自じの感かん触しよくはない。

　和穂は腰の瓢簞を外はずし、目の前に持ってきてみた。

　それは確たしかに瓢簞であった。

　が、まるで氷こおり漬づけになったかのように、透とう明めいで硬かたい物の中に埋うまっていた。

「断だん縁えん獄ごくが！　こ、これって！」

　瓢簞の名は断縁獄。そんじょそこらの瓢簞とはわけが違ちがう瓢簞であったが、今の姿すがたはあまりにも異常である。

　続つづいて左の耳みみたぶに痛いたみが走る。

　何かに耳たぶを引ひっ張ぱられるような痛みだった。

　とても重おもい物が耳たぶにくっついているとしか考かんがえられない。

　いや考えるまでもない。

　左耳に着つけている物といえば耳みみ飾かざりだ。その耳飾りが突とつ然ぜん重くなったのだ。

「索さく具ぐ輪りんまで？」

　耳飾りの名は索具輪。この外がい見けんは質しつ素そで安やす物ものにしか見えない耳飾りも、その正体は尋じん常じようならざる耳飾りである。

　索具輪が急きゆうに重くなったのか？

　和穂は力ちからなく首を横に振ふった。

　違う。

　これが索具輪の本ほん来らいの重さなのだ。が、この重さでは耳飾りの重じゆう量りようとしては少しばかし重すぎる。だから、軽くなるように仕し掛かけられていたのだろう。その仕掛けが……




　夕ゆう焼やけの光が、断縁獄を包つつむ透明の塊かたまりに反はん射しやした。

　混乱する和穂が我われを取とり戻もどした。

　今は考えている場ば合あいじゃない。

　家々の軋きしみがさらに大きくなっていく。

　和穂は断縁獄を袖そでの中に放ほうり込み、殷雷のもとへと走った。

「どうしたの殷雷！」

「あいつだ、あいつのせいだ！　あんな間ま抜ぬけにしてやられるとは！」

　殷雷の声は低いだけではなく、その口く調ちようまでもがおかしくなりはじめていた。

　いつもの口調に比くらべ粘ねばつくように遅おそい。

　断縁獄、索具輪、そして殷雷まで様よう子すがおかしくなっている。

「！　殷雷、その額ひたい！」

　最初は、白い泥どろが殷雷の眉み間けんにこびりついているのかと、和穂は思った。

　だが、間ま近ぢかで見るとそれは泥なんかではなかった。

　和穂は恐おそる恐る、殷雷の額を触さわる。手から伝つたわるのは岩の感かん触しよくだった。

　何の説せつ得とく力りよくもない声で殷雷は言った。

「心しん配ぱいするな。ちょいとやばいが、壊こわれるわけじゃない」

「でも、普ふ通つうじゃないよ！」

　殷雷の肩かたを揺ゆさぶる和穂の顔かおに影かげが落おちた。和穂はゆっくりと顔を上げた。

　夕ゆう闇やみ迫せまるこの時じ刻こく、全すべての影は長ながく長くどこまでも長く伸のびていた。

　和穂にかかる影は人の影だった。

　遠とおく遠く、まだ遠くにその影の持もち主ぬしが居いた。

　夕焼けの逆ぎやつ光こうの中でも、その大きく開あいた口くち許もとだけは見て取れた。

　軋み震ふれる街まち並なみの中、その男はゆっくりと和穂たちに向かい歩あるきつづけている。

　弱よわ気きになりそうな気持ちを奮ふるい立たたせ、和穂は大きく息いきを吐はく。

　そして、左手で殷雷の襟えり首くびを握にぎり、右手では銀色の棍こんを摑つかむ。

　殷雷を引きずりながら、男から逃のがれる為ために一いつ気きに街を駆かけはじめた。




　　　　＊




　どれだけ逃にげつづけたのだろうか？

　必ひつ死しの和穂には時じ間かんの感かん覚かくがなくなりかけていたが、既すでに日は落ちていた。

　代わりに満まん月げつと星ほしたちが周しゆう囲いを照てらしていた。

　街の中ちゆう心しんからは離はなれているのは確かだったが、まだ街の外ではない。

　殷雷を引きずりながら、和穂は橋はしの上にまで来た。

　和穂は肩を震わせ、ぜいぜい息を吐く。

「ご苦く労ろうさん、お嬢じようさん。でも俺おれから逃げるには、ちょいと足あしが遅おそすぎたな」

　和穂には驚おどろく気き力りよくもありはしなかった。

　最初から逃げきれるとは考えていなかったのだ。

　先せん刻こくから和穂を歩きながら追つい跡せきしていた男が、橋の側そばに一人で立っている。

　五十ぐらいの初しよ老うろうの男だったが、尋じん常じようではないほどにガッチリとした体たい格かくをしている。

　まばらに白髪しらがの混まじった髪かみに、顔かおには鋭するどい眼がん光こうを宿やどしている。が、その表ひよう情じようには笑えみが浮うかんでいた。

　勝しよう利りを確かく信しんした笑みのいやらしさはない。普ふ段だんからそういう顔をした男なのだろう。

　和穂を追おい詰つめたはいいが、男は少し困こまった声を出した。

「ま、自じ己こ紹しよう介かいぐらいしておこう。

　俺は典てん仁じん。職しよく業ぎようは……無む職しよくというか金かね持もちというか……。あぁ、最さい近きんは趣しゆ味みで強ごう盗とうなんかもやっておるな。

　それはそうと、どうして、お嬢さんを追いかけたんだ？　そっちの髪の長い男に不ふ意い打うちを仕し掛かけられたのには少しは驚いたが、そんなのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだしな」

　和穂は虚きよを突つかれた。

　誰だれに対たいしての何の質しつ問もんなんだろうか？

　それとも他ほかに誰かいるのか？

　ふと、軽かるく挙きよ手しゆするように典仁の右みぎ手てが上がった。

　革かわの手て袋ぶくろにしては少しばかり厚あつ手での物に典仁の右手は覆おおわれていた。




　腕うでに満まん遍べんなく泥どろをかけ、それを乾かわかす。乾いた後に手を動うごかせば、関かん節せつ部ぶ分ぶんの泥は剝はがれる。




　典仁の右手はその状じよう態たいに似にていた。

　違ちがうのは、漆うるしの光こう沢たくを持もつ薄うすい金きん属ぞくが泥の代かわりに彼かれの手を覆っている事だ。指ゆび先さきから肘ひじにかけて、関節以い外がいを全すべて覆っている。そして、関節部分からのぞいているのは、彼の肌はだではなかった。

　焼やけた鉄てつを思わせる赤あかい物が、典仁の指や手て首くびの関節を包つつみ込こんでいる。

　挙手の体たい勢せいのまま、典仁の手が滑なめらかに動きだす。

　まるで、それ自じ体たいが一つの生いき物ものを思わせるように、指がうねる。

　うねりに合わせ、典仁の右手が声を出す。

「それはねえ、親おや方かた様さま。そいつが宝ぱお貝ぺいの回かい収しゆう者しやだからですよ。

　前にも一いち度ど説せつ明めいしたでしょ？」

　右手が喋しやべっているんじゃない、右手を包むモノが喋っているのだと、和穂は気きづく。

　典仁は首くびを傾かしげた。

「そんな話はなしをしたかいな？」

　続つづいて典仁の左手が右手と同じように、軽い挙手の体勢になった。

　右手と途と轍てつもなくよく似た左手であったが、関節からのぞくのは赤色ではなかった。

　夕ゆう暮ぐれと夜よるの間あいだの僅わずかな時じ間かんだけ、空そらに広ひろがる藍あい色いろと同おなじ色をしている。

　左手の指は、中なか指ゆびと薬くすり指ゆびと親おや指ゆびをくっつけ、人ひと差さし指ゆびと小こ指ゆびをピンと立てた。

　影かげ絵えで作つくる狐きつねと同じ形かたちだ。

　左手が会かい話わに加くわわった。

「私と東とう虎こで何なん度ども説明したじゃないですか。いつかは宝貝の回収者が現あらわれるって」

　わずかに困った表情が典仁の顔に浮うかぶ。

「そういやそうだったな。

　あんまり興きよう味みがないから忘わすれてた」

　ため息いきをつくように典仁の両りよう手てがぐんにゃりとする。

　和穂はどうにか声をあげた。

「籠こ手ての宝貝？」
















　典仁の右手が唸うなる。

「そう。俺が東虎で」

　左手も唸る。

「私が西せい狼ろう」

　典仁が機き嫌げん良よさそうに言こと葉ばを引ひき継つぐ。

「二つ合わせて封ふう機き握あくってわけだ。

　だがな、宝貝の回収者と俺の娘むすめに何の関かん係けいがあるってんだ？」

　典仁の両手が激はげしく動き、異い議ぎを唱となえた。

「とりあえず始し末まつしておくに越こしたことはないでしょ？」

「そうですよ、親方。それに俺たちだってたまには手て強ごわい獲え物ものと戦たたかってみたいし」

　左手が同どう意いした。

「そうそう。そこいらの桶おけや荷に車ぐるまよりは能のう力りよくの発はつ揮きしがいがあるってもんです」

　面めん倒どうそうに典仁の首が縦に揺ゆれる。

「判わかった。好すきにしな」

　途と端たん、典仁の両手がしなやかに構かまえられた。左手は軽く伸のばされ、ちょうど典仁の鼻はなの高たかさに上げられる。

　右手は左ひじの少し下に位い置ち取どり、典仁の体を防ぼう御ぎよする態たい勢せいに入った。

　だらりと脱だつ力りよくさせた両手の指は、何な故ぜか獲物を狙ねらう蛇へびの姿すがたを思い出させた。立ち上がろうと四し苦く八はつ苦くする殷雷を和穂は背せ中なかに庇かばう。

「殷雷に何をしたの！」

　西狼は言った。

「先刻の襲しゆう撃げきのさい、そいつの肉にく体たいに『石いし』を打ち込んだ。ゆるゆると能力を封ふうじられ、そいつはやがて石せき像ぞうのようになる。

　別べつに死しぬんじゃない。宝貝としての機き能のうを抑おさえ込こまれるだけだ」

　東虎が続ける。

「でも、心しん配ぱいするな。そんなちんけな『石』が体に回るより先さきに、この手でキッチリと休きゆう眠みん状じよう態たいにしてやる」

「ちんけとは、心しん外がいだな東虎よ。私の方が先に『石』を仕し掛かけたのがくやしいか？」

「ああ、くやしいね。だから、この獲物は直ちよく接せつ封じ込めてやる」

「おお。それは私とて同どう意い見けん。『石』で仕し留とめたんじゃ面おも白しろくもなんともない」

　殷雷を庇うどころか、自分の身みすら危あやうい。

　和穂は言った。

「あなたの能力って……」

　西狼が答こたえた。

「もう察さつしがついてるだろう。我われらの能力は道どう具ぐの機能を抑え込む事にある。

　我らの前ではいかなる道具とて意い味みをなくす。並なみの道具なら崩ほう壊かい、いかに宝貝とて休眠状態にたたき込める！」

　典仁の左手の指が鷹たかの爪つめのように力りきむ。

「あ、待まて西狼！　ここじゃ仕掛けるな」

　右手の叫さけびの意味をすぐに、左手は悟さとった。

「いけね」

　ギシリ。

　擦すれる音を立てて、何かが緩ゆるむ音がした。

　ドボン。

　小さな何かが川の中に落おちる音がした。

　典仁がため息をつく。

「はりきり過すぎだ。深ふか追おいは駄だ目めだからな」

　ドドン。

　大きな何かが川のなかに落ちる音と共に、典仁は背はい後ごに飛とびすさった。

　同どう時じに橋が大きく軋きしみだした。和穂が叫ぶ。

「！　どうしよう！」

　どうする間まもなく、橋は崩壊し和穂と殷雷は川の中へと転てん落らくする。

　両手が慌あわてて典仁に訴うつたえる。

「追いましょうよ親おや方かた！」

「捨ておけ。わざわざずぶ濡ぬれになってまで、あんな連れん中ちゆうを追いかけるつもりはない」

「岸きしには小こ舟ぶねぐらいあるでしょ！」

　典仁が岸を覗のぞき込こんだが、そこに舟はなかった。

　川辺かわべには一本の杭くいとほつれかけた縄なわの残ざん骸がいだけがあった。

　本当ならあの杭が川かわ面もに浮うかぶ小舟をつなぎ止とめていたのだろう。

「駄だ目めだな。舟はとっくの昔にぶっ壊こわれたようだ」

　両手が残ざん念ねんそうにうち震ふるえたその時、川辺の杭が地面から抜ぬけた。




　杭は杭としての役やく目めを放ほう棄きして、ただの棒ぼう切きれとなったのだ。




　典仁は目を細ほそめ、水すい面めんを流ながれ行ゆく橋の残骸をながめた。

「さて、酒さけでも買かって帰かえるか」

　懐ふところにしまった紙し幣へいに指を伸のばすと、血ちのようなヌメヌメした感かん触しよくが伝つたわった。

　東虎が申もうし訳わけなさそうに懐で喋しやべる。

「すいません、俺もやりすぎたようで」

　東虎の指先に粘ねばりつく顔がん料りようと、その顔料が染しみついた白い紙かみがまとわりついていた。

「！　勘かん弁べんしてくれ、札さつが全ぜん部ぶ無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか。もっと狙ねらいを定さだめて仕し掛かけられんのか？」

　だが、典仁は本ほん気きで怒おこっているようでもなかった。

「申し訳ないです。我われらの能のう力りよくは結けつ界かい能力の変へん形けいゆえ泡あわ状じように作さ用ようするのでして。つまり『道具を使えない空くう間かん』の広ひろさは制せい御ぎよ出で来きますが、個こ別べつの道具を狙いうちというわけには」

「仕方がない。帰りがてら小こ銭ぜにを強ごう盗とうでもして行こう」




　　　　二




　宝ぱお貝ぺい。

　仙せん人にんが己おのれの仙せん術じゆつの粋すいを結けつ集しゆうして造つくり上げた、神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　人じん知ちを超ちよう越えつした能力を持もつ、その道具たちは本ほん来らい人にん間げんの世せ界かいにはあってはならない物であった。

　だがある時、一人の仙人の過あやまちから宝貝が人間の世界にばらまかれてしまったのだ。

　責せき任にんを感かんじたその仙人は、宝貝の回かい収しゆうに乗のり出す事にした。

　だが、これ以上人間の世界に混こん乱らんを巻まき起おこさない為ためにその仙人の仙術は全すべて封ふう印いんされていたのだ。

　仙人の名は和穂。

　彼女は宝貝回収にあたり、三つの宝貝を携たずさえていた。

　一つは宝貝の位い置ちを探さぐる、耳みみ飾かざりの形をした宝貝、索具輪。

　一つは回収した宝貝を封じこめる、瓢ひよう簞たんの宝貝、断縁獄。

　そして和穂の護ご衛えいに当たる刀かたなの宝貝、殷いん雷らい刀とう。

　殷雷刀はその本ほん性しようが刀でありながらも人間の姿すがたをとれ、一いつ端ぱしの武ぶ人じん並なみの力ちからを持っていた。




　　　　＊




　川の流れは少しばかり速はやくはあった。

　が、水の量が少なかったせいで和穂は溺おぼれずにすんだ。

　むしろ、橋はしから落ちたときにそれほど体からだを打うちつけずにすんだ幸こう運うんを喜よろこぶべきだったのかもしれない。

　和穂は水に濡ぬれブルブル震ふるえながらも、殷雷の肩かたを揺ゆさぶる。

「殷雷！　大だい丈じよう夫ぶなの！」

　舌した打うちをしながら、殷雷は和穂の手を解ほどこうとしたが、その動きに機き敏びんさは微み塵じんも感じられなかった。

「うるせえな。大丈夫だと言っておろうが」

「でも」

「でこに触さわるな！」

「ごめん！　痛いたかった！」

　一人の女が焚たき火びの世せ話わをし、さっきまで橋だった材ざい木もくを炎ほのおの中にくべている。女は二人のやりとりを見てイライラを募つのらせていた。

「やめい！　いちゃいちゃしておる場ば合あいか！」

　確たしかに、いちゃいちゃしているように見えなくもなかった。本気で嫌いやがっているのなら、さっさと和穂の手を振ふりほどけばよさそうなものだった。

「誰だれがいちゃついてるか！　それと和穂、『石』が回まわりきるのにはかなり時間がかかるから今は気にするな」

　実際には『石』が回り、和穂の動きを振りほどくのにも殷雷は必ひつ死しだったのだ。

　焚き火の世話をしているのは骨ほね太ぶとの女だった。歳としの頃ころは二は十た歳ち過すぎだろうか、少しばかり瘦やせた目めには独どく特とくの鋭するどさが宿やどっていた。

　一いつ歩ぽ間ま違ちがえば、疲ひ労ろう感かんにしか見えない眼がん光こうの鋭さだ。艶つやのある黒くろ髪かみは襟えりのところで綺き麗れいに切きり揃そろえられている。

　女の服ふくは少しばかり変かわっていた。

　どう見ても私し服ふくではなさそうだ。なめされた革かわと厚あつ手での布ぬのが渾こん然ぜん一いつ体たいと配はい置ちされた一いつ種しゆの鎧よろいのようにも見えた。

　が、あまり高こう級きゆうな服には見えない。

　本来なら腰こしに吊つるされている小しよう剣けんは外はずされ、彼女のわきに置おかれていた。

　軽く、くしゃみをして和穂は言った。

「あの、どうも助たすけていただいてありがとうございます」

　女はジロリと和穂の顔かおをにらんだ。

「礼れいには及およばん。こっちはこっちの都つ合ごうがあるんでね」

「えぇと、私の名な前まえは和穂と言います。で、こっちにいるのが殷雷です。

　あの、名前を教おしえていただけますか？」

　女は面めん倒どうそうに笑わらい、懐ふところから一いち枚まいの紙かみ切きれを出した。和穂が紙切れを開ひらいてみると、そこには一人の女の顔が描えがかれていた。

　犯はん罪ざい者しやの手て配はい書しよだ。人にん相そう書がきの下には典てん凰おうと名前が記しるされていた。

　目の前の女と同じ顔だ。細ほそめの顎あごに貧ひん相そうな頰ほおの感かんじがよく特とく徴ちようをとらえている。

「……典凰さん？」

　助けてもらったはいいが、相あい手ては手配中の人にん間げんだった。どうしようかと思い、和穂は殷雷に視し線せんを投なげかけるが、相あい変かわらず殷雷は苛いら立だった顔をしている。

　戸と惑まどう和穂の顔を見て、典凰は言った。

「手配されてるけど、罪ざい人にんじゃない。私はこの街の衛えい士しの典凰だ」

　衛士。街の治ち安あんを司つかさどる役やく人にんの名めい称しようだった。典凰の服ふく装そうは衛士の制せい服ふくなのかと、和穂は納なつ得とくした。

「でも、どうして手配書に？　その手配書は偽にせ物ものなんですか？」

「本物の手配書だよ。でも、正せい式しきな手配書じゃない」

　和穂には意い味みがよく理り解かい出で来きない。

「それってどういう意味なんです？」

「他ほかの衛士は私を捕つかまえて、無む理りやり辞じ職しよくさせたいんだよ。いや、街の連れん中ちゆうも全ぜん員いん、私を捕まえたがっている」

　彼女は彼女でややこしい事じ情じようを抱かかえているのだろう。

「そうなんですか。事情は判わからないですけど大たい変へんなんですね。出来る事があれば、力をお貸かししたいんですけど」

　殷雷の声はやはり不ふ自し然ぜんに低い。

「どこにそんな余よ裕ゆうがある？」

　和穂が急きゆうに手を叩たたく。

「あ！　もしかして典凰さんって、さっきの……典仁さんとかいう人の娘むすめさんなんじゃ？」

　露ろ骨こつにいやそうな顔をして典凰は言った。

「……どうしてそう思う？」

「どことなく顔が似にてると思って」

　典凰は草くさむらに唾つばを吐はく。

「そうだ、娘だよ」

　殷雷は言った。

「偶ぐう然ぜん、助けたんじゃないな。お前は俺おれらを見ていた」

　こくりと典凰がうなずき、短みじかい髪かみが揺ゆれた。

「父様とのやりとりは見させてもらった。あんたたちは宝貝を回収しているのか？　だったら父様の封ふう機き握あくも倒たおせるんじゃないのか」

　和穂の頭の中に先せん刻こくの戦たたかいの記き憶おくが蘇よみがえった。

「ねえ、殷雷。断縁獄を覆おおってる、これも『石』なのかな？」

　ボソボソと殷雷は答えた。

「対たい宝貝用仙せん術じゆつに対たい抗こうする防ぼう御ぎよ機き能のうだろ。生あい憎にく俺にはそんな機能はなかったようだな」

　殷雷が口を開ひらくたびに、典凰はイライラするようだった。

「ああ！　さっきから聞きいてたら、なんだいその男は！　もっとしゃっきりしたらどうなんだよ！」

　和穂が慌あわてて割わって入る。

「待まってください典凰さん！　殷雷は封機握に『石』を打うち込こまれて……」

　和穂に庇かばわれる居い心地ごこちの悪わるさに比くらべれば、自じ分ぶんの失しつ策さくを自分で説せつ明めいしたほうが殷雷にとって、はるかにましだった。

「石って何よ？」

「簡かん単たんにいえば、毒どくだ。ゆっくりと俺の体は石になりかけている」

「なんでもいいから、封機握を回収でも破は壊かいでもしてちょうだいよ。こっちはいい迷めい惑わくなんだから！」

　和穂には、いまいち事じ件けんの輪りん郭かくが摑つかめない。罪つみもないのに手て配はいされ、衛えい士しどころか街の住じゆう人にんからも姿すがたを隠かくしている、典凰。その父親の典仁が宝貝の所しよ持じ者しやだとして、これのどこが繫つながるのか？

「封機握のせいで、どうして典凰さんが困こまっているんですか？」

　ギリギリと歯はぎしりをして、そしてゆっくりと典凰は笑わらった。

「全ぜん部ぶ、あの馬ば鹿かで過か保ほ護ごな父様が悪いんだ。それは判わかっちゃいるが、封機握がある限かぎり、あの大馬鹿の父様を止とめられないんだよ」

「どういう事です？」

「……判ったよ。恥はじを忍しのんで、身み内うちの恥を晒さらしてやるよ。父様は私が衛士の仕し事ごとに就つくのを反はん対たいしてたんだ。それは今でも一いつ緒しよだ。

　今すぐにでも、衛士をやめさせたいんだ。衛士なんていう危き険けんな職しよくに就くのは絶ぜつ対たい許ゆるさないってのが、あの馬鹿の理り屈くつさ」

「でも、それと封機握は」

　舌した打うちして典凰は言葉を続つづけた。

「父様の妨ぼう害がいにあいつつも、どうにか衛士試し験けんに合ごう格かくした頃ころだったか、父様はあの変へんな宝貝を拾ひろったんだ。父様は喜よろこんだ。そして、私にあの宝貝を渡わたそうとした。

　封機握があれば、少しは安全だろうってのが奴やつの考えさ。でも、私は断ことわった。危険が怖こわくて衛士になれるか？　危険が怖くて宝貝に頼たよれっていうのか？」

「？」

「判ってるよ、そんなに不ふ思し議ぎそうな顔をするんじゃない。ここまでなら、普ふ通つうの発はつ想そうだ。

　まだ理り解かい出で来きる行こう動どうだ。ところが、父様はとんでもない行動に出たんだ。

　うちは、金かね持もちなんだよ。だから、ありとあらゆる人じん脈みやくと金を使って、衛士を首くびにさせようと父様は策さく略りやくを仕し込こんだ。

　あんたなんかに言っても判らないと思うけど、衛士ってのは皇こう帝てい直ちよく属ぞくの部ぶ隊たいなんだよ。

　簡かん単たんに言えば、田舎いなかの役やく人にんに賄わい賂ろを摑つかませたぐらいでどうにかなるような仕事じゃないんだ。私が真ま面じ目めに職しよく務むを果はたしている間は、部ぶ外がい者しやが何をしようが、絶対に首になんかならない。

　それで、父様は強ごう盗とうになったんだよ。封機握の力を使ってね。

　両りよう替がえ屋ややらに真まっ正しよう面めんから乗のり込こんで、金をかっさらって玄げん関かんからお帰かえりって感かんじでね。

　封機握があるんだ、どんな抵てい抗こうも無む駄だになる。

　衛士は、目の前に居いる強盗を捕つかまえる事が出来ない。これが何を意味するか判る？」

「もしかして、衛士のお仕事を首になるって事ですか？」

「私だけじゃない。この街の衛士は全ぜん員いん免めん職しよくになるでしょうよ。衛士長がどうにか中ちゆう央おうとの連れん絡らくで踏ふん張ばってるけど、一か月以い内ないに奴を捕まえないと駄だ目めだろうね」

「それじゃ、その手て配はい書しよは？」

「父様が衛士たちを揺ゆさぶってるの。私を捕まえて、辞じ職しよくさせたらこんな馬ば鹿かげた事は止やめるって。だから、衛士は私を捕まえたがっている。力ずくで、辞職願ねがいに私の掌しよう紋もんを押おしつけるつもりなんでしょ。街の人だってそうよ。父様が何かの拍ひよう子しに封機握を使えば大おお騒さわぎになるし」

　どうにか問題のあらましは判った。

「でも封機握の力が凄すごくても、力ずくで典仁さんを捕まえられるんじゃないんですか？　武ぶ器きは使い物にならないと思いますけど」

「父様はああ見えても武ぶ術じゆつの達たつ人じんなの。

　金持ちは暇ひまだからねえ。死しんだ祖父じい様さまが片かたっ端ぱしから武術の師し匠しようを連つれてきて、自分の息子むすこ、つまり父様を鍛きたえさせた。間まの悪わるい事に父様には武ぶ芸げいの才さい能のうがあったらしく、次つぎから次へと武術を習しゆう得とくしちゃったのよ。

　網あみか何かで父様の動うごきを封ふうじて、集しゆう団だんで掛かかればどうにかなるだろうけど、素す手でと素手じゃいくら頭あたま数かずを揃そろえても父様は倒たおせない。

　封機握がある限り、奴やつは無む敵てきなの。

　判わかったら、あの封機握をどうにかしてちょうだいよ」

　和穂は返へん答とうに困った。

「ごめんなさい。正しよう直じき言って、私にもどうしたらいいか判らないんです」

　そんな和穂の胸むなぐらを典凰は揺さぶった。

「ちょっと待て！　わざわざあんたたちを川から助たすけたのは無駄だったの？」

　澱よどんだ瞳ひとみの殷雷は廃はい人じんのように笑った。

「封機握なんざ、恐おそれるに足たらぬ。簡単に勝かてる」

　和穂を放ほうり投なげ、今こん度どは殷雷の胸ぐらを摑つかんで典凰は叫さけぶ。

「だったら、その方ほう法ほうを教おしえなさいよ！」

　殷雷は不ふ敵てきに笑い、そして絶ぜつ句くした。

「奴を倒すには……あれ、なんだったっけ」

「面おも白しろい冗じよう談だんね」

「待て、あれ？　くだらんほど、簡単な方法で、ありゃ度ど忘わすれしたか？」

「じゃ、私もちょっと面白い冗談でもやってみようかしら」

　そのまま殷雷を焚たき火びの中に叩たたき込こみそうな勢いきおいの典凰を和穂はどうにか押おし止とどめる。

「ま、待ってください。殷雷は武器の宝貝として一いち番ばん肝かん心じんな部分が抑おさえ込こまれてるんだと思います。相あい手ての弱じやく点てんとか、過か去この戦たたかいから学んだ経けい験けんとかが封じられているんだと」

　眠ねむる猫ねこのようにグニャグニャになりながら殷雷は言った。

「いや、本当にくだらん答えだ。簡単に導みちびける答えなんだ」

　殷雷は答えは簡単だと言った。すぐに答えは見つけられると言ったのだ。

　和穂の頭の中で何かが、ふと一つの形かたちを作つくった。封機握は道具の能のう力りよくを抑え込む宝貝だ。それが答えじゃないのだろうか？

「あの、典凰さん。封機握そのものに防ぼう御ぎよ能力はないんですか？」

「そうだ。籠こ手ての宝貝のくせに、その能力はない。攻こう撃げきを防御しているのは父様自身なんだよ。でも無む駄だだ。父様は武術の達人だ。矢やで狙そ撃げきしても封機握の能力で、矢が崩ほう壊かいする。

　父様を倒たおすには武器が必ひつ要よう、武器は封機握のせいで使い物にならない。

　そりゃ、素す手ででも父様より腕うでの立たつ武ぶ人じんが居いれば、真ま正しよう面めんから奴やつを倒せるでしょうよ。

　でも、人ひと探さがししている暇ひまはないのよ！」

　和穂の中で一つの考えが着ちやく実じつに、固かたまりはじめていた。

「……判わかりました」

「何が判ったんだよ！」

「多分、この方法で典仁さんは倒せます。

　典凰さん。この街に大きめな廃はい屋おくはありますか？　そこで仕し掛かけてみようと思います」




　　　　三




　典仁は指ゆび先さきで手紙を叩たたいた。

「さて、この娘むすめと和穂とかいう女から送おくられた招しよう待たい状じよう、戦せん術じゆつ的てきに見ればどう考えても罠わなが仕掛けられている。

　どう思う？」

　右手と左手は同どう時じに笑わらう。

「罠は道具ですよ、親方。すなわち無む意い味みですな」

　答えは既すでに出ていた。典仁は今、招待状に記しるされた場ば所しよに向むかい、ゆっくりと歩いている最さい中ちゆうだったのだ。

「指し定ていされた場所には、確か大きな倉そう庫こがあったはずだ。川原かわらに建たてたはいいが、増ぞう水すいする度たびに水みず浸びたしになって使い物にならない。かといって、取とり壊こわすにも手て間まが掛かかるから放ほう置ちされている廃はい屋おくだ。

　俺の読よみでは、廃屋をお前らの能力で倒とう壊かいさせて俺を自じ滅めつさせる作さく戦せんだと思うが」

　両りよう手てはしばし沈ちん黙もくした。

「どうした？」

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。お恥はずかしいですが、我われらが持もつのは、道具の機き能のうを封ふうじ込こめる能力です。倉庫は道具の範はん疇ちゆうに入りますが、廃屋は道具じゃありません。我らの能力じゃ倒とう壊かいさせるのは無理です」

「なら、典凰の作戦倒だおれか？」

「恐おそらくは」

　わずかにうなじの産うぶ毛げが逆さか立だつ感かん覚かくを、典仁は覚おぼえた。不ふ吉きつな予感がしないでもない。

　だが、思おもい煩わずらう前に両足は倉庫の前の小石を踏ふんでいた。

　扉とびらの前に立っただけで、黴かびの異い臭しゆうが漂ただよっている。が、封機握に反はん応のうして軋きしむ様よう子すはない。

　半なかば外はずれた扉は既に扉の役やく目めを果はたしていない。軽く蹴けると湿しめった音を立て扉だったものは吹ふき飛とんだ。無む造ぞう作さなようで隙すきなく、廃屋の中を進すすんでいく。

　薄うす暗ぐらい倉庫の中には、幾いくつもの燭しよく台だいが置おかれ、一本の道みちを形かたち作づくっていた。

　燭台の上では爛らん爛らんと蠟ろう燭そくが燃もえていたが、典仁、いや封機握が近ちか寄よると途と端たんに炎ほのおが消きえる。それはまるで典仁の体から強きよう烈れつな風が巻まき起おこっているようであった。

　押おし黙だまる典仁を見て、封機握も言葉を慎つつしんでいる。

　彼らの使し用よう者しやは、燭台の作る道の果てに人間の気け配はいを感じていたのだ。そのうちの一つは間ま違ちがいなく自分の娘むすめの気配である。

　進めば進むほど、炎の数は減へり廃はい屋おくの内部を闇やみが支し配はいした。




　やがて、道の終わりに三人の姿すがたが現あらわれた。典凰と和穂と殷雷だった。

　父ちち親おやの気き迫はくに負まけまいと、典凰は鋭するどい目つきでこちらをにらんでいる。和穂の顔に浮うかぶ微び妙みような変化を典仁は不安の現れと見た。

　殷雷はグンニャリと地じ面めんに座すわり込んでいる。典凰が口を開く。

「父様。いい加か減げん馬ば鹿かな真ま似ねはやめていただきましょうか」

「お願ねがいだから、典凰や。そんな危あぶない仕事はやめてこの老おいさらばえた、父を安心させておくれ」

　たちの悪わるい冗じよう談だんを聞きかされて、典凰の瞳ひとみがさらに鋭く引ひき絞しぼられた。

「父様。少しばかり怪け我がをしてもらうかもしれません」

　封機握たちは殷雷の姿を見て嬉うれしそうにはしゃぐ。

「あぁ、宝貝だ。思う存ぞん分ぶんに我らの力を発はつ揮き出来るぞ！　親おや方かた様さま、指し示じを！」

　封機握は獲え物ものを狙ねらう蛇へびのように鎌かま首くびをもたげている。先せん手て必ひつ勝しようだ。典仁は叫さけんだ。

「行くぞ封機握！　この場の道具を全すべて止めてしまえ！」

　と、その瞬しゆん間かん。典仁の頭ず上じようから莫ばく大だいな量りようの砂すなが落らつ下かを始はじめた。

「！」

　辺あたり一いち面めんに轟ごう音おんが響ひびく。

　砂すな煙けむりは、和穂たちの所にまでは届とどかなかった。典凰はにやりと笑う。

「成せい功こうしたようね、和穂。天てん井じようの側そばの柱はしらに帆はん船せんの帆ほに使つかう布ぬのを天てん幕まくのように張はる。

　天幕の上には砂を山やま盛もりにしていた。

　封機握が殷雷を封ふうじようと、本気で動きだした途と端たんに『布を止めていた縄なわ』がその役やく目めを放ほう棄きする。当とう然ぜん、砂は落下。

　父様は生いき埋うめって寸すん法ぽうね」

「でも、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　早く助たすけないと！」

「心しん配ぱいいらないわよ。怪我はしても死しぬようなたまじゃない」

　もうもうとたちこめる砂煙がようやく落おちつきを取とり戻もどしはじめていた。

　そして、和穂は砂煙の向こうに立つ、人ひと影かげを見る。

「あ！」

　そこには腕うでを組くんだ典仁が佇たたずんでいた。

　ため息を混まじらせつつ、その顔かおに笑えみが浮うかんでいた。

「作戦倒だおれだったな」

　和穂は啞あ然ぜんとした。

「馬ば鹿かな！　封機握に普ふ通つうの防ぼう御ぎよ能のう力りよくはないはずでは」

「ああ。ないよ。

　かといって、俺の技わざで砂を蹴け散ちらしたんじゃない。そんな芸げい当とうは出来ないからな」

「じゃ、いったいどうやって！」

　間ま抜ぬけな音を立て、柱に絡からみついていた布がやっと地じ面めんに落ちた。典仁は答える。

「お嬢じようさん。お嬢さんは『砂』を俺を倒す為ための道具として考えたんだろ？　だったら、砂も道具じゃないか？」

　右手が続けた。

「なれば、無意味」

　左手も続く。

「いかなる道具も我らの前には無意味。

　さあ、殷雷刀。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいで辛つらいだろう。私が完かん全ぜんに封ふうじ込めてやる」

　典凰は慌あわてふためく。

「だ、駄だ目めだ！　やっぱり勝かてない！　和穂、逃にげるぞ！」

　その時、殷雷が和穂の道どう服ふくの袖そでを力なく引ひっ張ぱった。

「逃げるな。勝てる」

「でも！」

　突とつ如じよ西狼が大きくしなった。続いて軋きしんだ音を立て、あっというまもなく、殷雷の体は石の塊かたまりと化した。

　西狼が喜よろこびの雄お叫たけびを上げる。

「はっはっは！　ついに殷雷を封じ込めたぞ！」

　東虎がうろたえる。

「何をする！　抜ぬけ駆がけとは酷ひどいぞ！　俺の虚きよを突ついて、仕し掛かけるとは！」

「ええい、怒おこるな東虎よ。武器の宝貝だからもう少し手て応ごたえがあるかと思ったが、なんのなんの。あんなのじゃ抵てい抗こうのうちにも入らぬ」

　殷雷ですら封じ込まれてしまった。命には別べつ状じようはないのだろう。だが、封機握がある限かぎり、殷雷は永えい遠えんにこのままなのだ。無む駄だと知りつつも、和穂は殷雷を揺ゆさぶった。

「殷雷！」

　逃げの態たい勢せいに入った娘むすめに、父親は言った。

「無駄だ。衛えい士したちには連れん絡らくしておいた。この倉庫は囲かこまれている。

　諦あきらめて、父の言う事をきいておくれ」

「ま、負まけちまった！　あんな父様の言いなりになるなんて！」

　衝しよう撃げきでボンヤリとした和穂の意い識しきは焦しよう点てんを失うしないかけた。

　そんな和穂の頭に殷雷の姿すがたが浮うかぶ。

　殷雷はどうしてこんなに圧あつ倒とう的てきな封機握を恐おそれるに足たらぬと言ったのだろうか？

　永えい久きゆうに封じ込められた殷雷。という事じ実じつから逃のがれる為ためか、和穂の頭にはその事しか浮うかばなかった。

「ず、ずるいぞ西狼！　いくら歯はごたえがなくとも、そんじょそこらの道具とはわけが違ちがったんだろう？」

　虚うつろな和穂の心に、雑ざつ音おんのように東虎の言葉が響ひびく。

「あぁ！　本気で我わが力を使える相手はどこにいるのか！」

　どうしていいのか判わからない典凰は、取とり敢あえず和穂の胸むなぐらを摑つかんで振ふり回まわす。

「どうすんのよどうすんのよ」

　父親は笑う。

「さあ、全すべては終おわった」

　ドガスカと廃はい屋おくの壁かべを蹴け破やぶる衛士たちの騒そう音おんが響く。と、その時。

　和穂は笑った。妙みようにほがらかな笑い声はその場の空くう気きには全まつたくそぐわなかった。

　驚おどろき、典凰は和穂から手を離はなす。

「ど、どうしたの？　しっかりなさい」

　答えず和穂は典仁に向かい歩く。

「どうした、お嬢じようさん」

　和穂は典仁の両手、西狼と東虎を摑む。何も出来ないと高たかをくくる典仁は抵てい抗こうしない。

　無む理りやり拍はく手しゆをさせるように、和穂は典仁の両手を動かす。そして、言った。

「居いるじゃない。あなたがその能力をもってして、立ち向かえるような強きよう敵てきが。

　東虎と西狼、強いのはどっち？」

　典仁の額ひたいを瞬しゆん時じに冷ひや汗あせが流ながれる。

「小こ娘むすめ！」

　が、全ては遅おそかった。典仁の両手は複ふく雑ざつに絡からみ合あっていた。東虎は西狼に西狼は東虎に嚙かみついていたのだ。

「気づくのが遅いんだよ。こんな見え見えの間ま抜ぬけを倒たおすのに、どれだけ大おお騒さわぎしてやがるんだ」

　和穂が振り向くと、そこにはばつが悪わるそうに、耳の裏うらを搔かいている殷雷の姿があった。




『封機握』

　籠こ手ての宝貝。周しゆう囲いの道どう具ぐの機き能のうを阻そ害がいする能力を持つ。その能力の前では宝貝とて例れい外がいではない。そして、彼らも道具であるが故ゆえに、己おのれの能力を封ふうじ込めてしまう。
















雷いかずちたちの饗きよう宴えん







　　　　一




「なんて無む意い味みな偽にせ物ものなんだ。意味がないにもほどがあるぞ！」

　殷いん雷らいは怒ど鳴なりながら、右手で眉み間けんを搔かく。

　銀色に光る棍こんを持つ左手は、それでもしなやかに脱だつ力りよくされていた。

　呆あきれてはいるが、油ゆ断だんはしていない。

　頭ず痛つうを堪こらえるように目をつぶっているが、相手の気け配はいは常つねに把は握あくしていた。

　広こう大だいな林ではあるが、木そのものはあまり密みつ集しゆうしていないので、日の光はよく通っている。木が作りだす死し角かくはあるが、死角の位い置ちそのものを把握しているので特に問もん題だいはない。

　どの死角を突つかれても十分に対たい処しよ出来る位置関係は保たもたれている。

　敵てきは殷雷を中心に駆かけ続けていた。

　林の中をビュウビュウと風が吹ふきすさんでいったが、彼の黒くろ髪かみは微び動どうだにしていない。

　殷雷の背はい後ごに立つ娘むすめ、和かず穂ほは敵の動きに合わせて周しゆう囲いをグルグルと見回すが、殷雷とは違ちがい敵の動きを追おいきれてはいなかった。

「ねえ、殷雷。何か目め印じるしでもつけておこうか？」

「いるか！　そんなもん！　間違えるはずがなかろう！」

　和穂の歳の頃ころは十五、六だった。

　年頃の娘にしては珍めずらしく、袖そでの大きい白い道どう服ふくを身にまとっていた。

　あどけなさが残のこる顔の上には、意い志しの強さを表あらわす太ふとめの眉まゆがのっている。

　後こう頭とう部ぶで柔やわらかく括くくった髪の毛は、殷雷と違い風に合わせて柔らかにそよいでいた。




　そして、敵も和穂と同じ姿すがたをしていた。

　姿そのものは全く同じと言っていい。

　だが殷雷は、和穂と和穂の偽者を間違えない自信があった。

　いかに姿すがた形かたちは同じだとしても、その瞳ひとみから迸ほとばしる気き迫はくには雲うん泥でいの差さがあったのだ。

「猫ねこと虎とらの子を見間違えるものか。いや……犬と狼、豚ぶたと猪いのししと言った方が正せい確かくか」

　殷雷の悪あく態たいには慣なれているのか、和穂は平へい然ぜんとしていた。

「どうせ、私の方が猫や犬や豚だって言いたいんでしょ？」

「当たり前だ」

　悪態ではあったが、あながち噓うそではなかった。

　和穂の偽にせ者ものから漂ただよう気迫は、武ぶ人じんのソレと言って良かった。

　殺さつ気きではなかったが、十分に威い圧あつ感かんは漂っている。

　木々の隙すき間まを影かげが飛とぶ。素す早ばやい動きであったが、殷雷は敵の姿を完全に把握している。

「それと、もう一つ、あの偽者がおまえと違う点がある」

「むこうの方が可愛かわいい。とかって言うんでしょ」

「たわけ。この非ひ常じよう時じになにをほざく。

　あの偽者は右手に籠こ手てを着けている。黒くろい籠手だ」

「籠手？　剣けんを持つ時の？」

「違うな。籠手は籠手でも拳こぶしを守まもる時の籠手だ。奴やつは拳けん撃げき主しゆ体たいの攻こう撃げきを得とく意いとしてる」

「あ、もしかして」

「そう。あの籠手が宝ぱお貝ぺいだ。間ま違ちがいない」

　ヒュンヒュンと素早く円を描えがく敵であったが、だんだんとその円の半はん径けいがせばまっている。

　こっちの間ま合あいを外はずし、隙を見て拳撃の間合いに踏ふみ込こもうという魂こん胆たんなのだろう。

　接せつ近きん戦せんを得意とする者がとる戦せん法ぽうとしては珍めずらしくはない。どちらかというと、攻こう防ぼう一いつ体たいの手て堅がたい作さく戦せんだ。

　殷雷はイライラしていた。

　理りに適かなった戦法をしく敵が、どうして偽者の恰かつ好こうをしているのだ。正しよう面めん切きって攻せめてくるなら、偽者の意味がないではないか。

「くそう。やはり腑ふに落おちん。なんで敵は和穂の恰好をしている！」

「殷雷が戦いにくいようにじゃない？」

　殷雷は左手に持つ棍こんを軽く肩かたに担かつぐ。担いだ棍の先せん端たんは和穂の鼻はなの寸すん前ぜんで止とめられていた。

「面おも白しろい冗じよう談だんだな和穂。

　まあいい。考えていても仕し方かたがあるまい。

　とっととけりをつけるぞ！」

　途と端たん、殷雷の手から棍が滑すべり落ち、続いて殷雷の体を爆ばく煙えんが包つつみ込んだ。

　殷雷がその本来の姿になって勝しよう負ぶをつけようとしていると知り、和穂はその爆煙の中に入る。

　二人を包む爆煙が消えたとき、そこに居いたのは和穂一人だった。

　だが、和穂の手には武ぶ器きが握にぎられている。

　その武器こそが、殷雷の本来の姿であった。

　彼は人間の姿をしていたが、その正体は宝貝であったのだ。




　殷雷。

　その本当の名は殷雷剣けん。彼は剣の宝貝である。




　鏡かがみのような輝かがやきを持つ、白しろ銀がね色いろの剣を和穂は軽かる々がると上じよう段だんに構かまえた。

　和穂の眼がん光こうには今までとは違う鋭するどさが宿やどっていた。

　剣の宝貝である殷雷は、自みずからの使用者の体を操あやつり、達たつ人じんの技わざを繰くり出させる事が出来たのだ。




　　　　二




　宝貝。

　仙せん人にんが己おのれの仙せん術じゆつの粋すいを結けつ集しゆうし造つくり上げた神しん秘ぴの道どう具ぐを宝貝と呼よぶ。

　尋じん常じようならざる能のう力りよくを持つ、その道具たちは本来仙人の住む世界、仙せん界かいにしか存そん在ざいしてはならないものだった。

　だが、ある時、一人の仙人が自らの過あやまちで人にん間げん界かいに七百個を超こえる宝貝をばらまいてしまった。

　責せき任にんを感じたその仙人は、宝貝を回かい収しゆうする旅たびに出た。

　しかし人間界にさらなる混こん乱らんを招まねき寄よせる危き険けんを避さける為ために、その仙人は全すべての仙術を封ふうじ込こめられてしまう。

　その仙人の名は和穂。




　　　　＊




　黒くろ籠こ手ての和穂は、殷雷剣を構える隙すきを見み逃のがしはしなかった。

　間合いを探さぐる円えん運うん動どうから、一気に剣の和穂に向かい踏ふみ込こみを開かい始しする。

　普ふ通つうの剣からは考えられないほど、素す早ばやい剣けん捌さばきだったが、構えに入る為にはどうしても間まが出来た。

　その隙に、黒籠手の和穂は拳撃の間合いに敵を捉とらえる。

　疾しつ走そうするイタチのように体たい勢せいを沈しずめた黒籠手の和穂の視し線せんと、剣の和穂の視線が一いつ瞬しゆん交こう差さした。




　二人の和穂は同じ笑えみを浮うかべていた。




　殷雷剣を操あやつる時、和穂の体は殷雷剣が操っているのである。

　だから、和穂が笑っていても、その笑みの主ぬしは殷雷なのであった。

　剣の和穂には、間合いに踏み込まれた焦あせりは微み塵じんもなかった。

　必ひつ殺さつの間合いを握にぎった黒籠手の和穂の笑みと、相手を罠わなに陥おとしいれた剣の和穂の笑み。

　互たがいの思惑おもわくはぶつかりあい、思惑は驚おどろきへと形かたちを変えようとしている。




　突とつ如じよ、雷らい撃げきが周しゆう囲いに炸さく裂れつし、剣の和穂の周囲に雷いかずちの場ばが出現した。

　剣けん先さきを先せん端たんにして、和穂を中心とした球きゆう形けいの場に青あお白じろい閃せん光こうが満みちあふれた。

　剣を持つ和穂は、心を通じてその手に持つ殷雷剣に話しかけた。

『やった！　仕し留とめたの？』

　いつもの手だった。油ゆ断だんとみせかけ、相手を至し近きん距きよ離りに踏み込ませる。

　剣と使用者の間の空間は、通つう常じよう、完全なる死角でしかない。

　が、殷雷剣はその狭せまい空間の雷らい気きを自じ在ざいに操る能のう力りよくを持っていた。剣にとっての死角は殷雷剣にとっては逆ぎやくに自分に有ゆう利りな間合いだったのだ。

　いつもなら、この雷撃を食くらった敵は確かく実じつに気き絶ぜつする。

『！　なんだと！』

　黒籠手の和穂の動きが僅わずかに怯ひるんだ。だが、そこまでだった。

　ほんの僅か、前まえ髪がみを焦こがしてはいるが、気き絶ぜつをしようという様子には見えない。

　黒籠手の和穂は、それでも危き険けんを冒おかす愚ぐを避さけ、剣との間合いを外はずした。

　剣の間合いの外まで疾しつ走そうし、黒籠手の和穂は言った。

「生あい憎にく、自分の身みに降ふりかかる雷気ぐらいは防ふせげるんでね。ま、殷いん雷らい握あくの名はだてじゃねえってわけだ。

　それにしても、和穂の姿を真ま似ねる間ま抜ぬけな敵かと思えば、なかなかやるじゃねえか」

　和穂の口を通して、殷雷剣は吠ほえた。

「殷雷握だと！　なんだそりゃ！」

「偽にせ者ものごときが偉えらそうな口を叩たたくんじゃないね。

　偽者よ。本当の名を名乗ってみろ。お前は何の宝貝だ？　本当に剣の宝貝なのか？」

　和穂は剣の構かまえを解といた。

「名は殷雷剣。少しばかり事じ情じようがありそうだな」

　構えを解いた剣を、和穂は中空にポイと投なげた。同じように、もう一人の和穂も黒籠手を外し放ほうり投げる。

　空中で二つの爆ばく発はつが起おこり、爆ばく煙えんが消しよう失しつすると、そこには二人の殷雷が居いた。

　二人の和穂が同じ顔をしているように、二人の殷雷の姿すがたも同じだった。

　が、和穂も殷雷も微び妙みように姿が違ちがう。

　別べつ々べつに会えば、もしかして混こん乱らんするかもしれないが、同時に姿をさらせば互たがいに互いの相あい方かたを見間違えるはずもない。

　殷雷剣が口を開く。

「お前たちは善ぜん倒とうじゃないのだな？」

　善倒。殷雷剣が追おっていた宝貝の所持者だった。

　殷雷剣の動きに勘かんづき、この林の中に逃にげ込んだ若い男だ。

　もう一人の和穂は、てっきりその善倒が宝貝を使って変化したものだと考えていたが、どうも様子がおかしい。

　殷雷握の隣となりの和穂が答えた。

「違います。私たちも善倒さんを追いかけてこの林に入ったんです。

　そしたら、殷雷と私がもう一人居たんで、てっきり善倒さんが何かを仕し掛かけたんだと思って」

　互いの事情は似にたようなものか。

　だが、一体、何がどうなっている？

　殷雷剣は地面に落ちた銀色の棍こんを拾ひろい、殷雷握は和穂に銀色の棍を取り出すように、指し示じを出す。

　和穂は腰こしの瓢ひよう簞たんを外し、その中から銀色の棍を取り出す。

「なんてこった。

　断だん縁えん獄ごくまで一いつ緒しよなのか？」

　瓢簞の名は断縁獄。これもまた宝貝であった。

　さすがの殷雷も啞あ然ぜんとしている。

　そして、それは瞬しゆん間かん的てきな油断だった。

　二人の殷雷は互いに状じよう況きようを理り解かいしようとして、気け配はいの察さつ知ちをほんの少しばかり怠おこたった。

　その隙すきを見み逃のがす、敵ではなかった。




　ヒュン。




　木の上から放はなたれた矢は、正せい確かくに和穂と殷雷たちを狙ねらっていた。

　だが、殷雷剣も殷雷握も易やす々やすと飛び道具の一いち撃げきを食らうほど、甘あまくはなかった。

　瞬時に矢の弾だん道どうを見み切きり、棍の旋せん回かいで矢を叩たたき落とす。

　叩き落とす棍の動きから全く淀よどみなく、襲しゆう撃げき者しやが居るであろう木の枝に向むかい、棍を投げつける。

　トスン、トスンと棍が何かにぶつかる音がし、それに続いて木の上の襲撃者が枝の上から落ちるドサリという音がした。

　殷雷握は言った。

「出来れば、善倒であって欲ほしいが……」

　二人の和穂は同どう時じに叫さけんだ。

「あ、あれって！」

　答えるまでもなく、二人の殷雷は面めん倒どうそうに額ひたいを搔かいていた。

　木から落ち、ゆっくりと立ち上がったのは和穂だったのだ。

　右手には二本の棍こんを持ち、左手には朱しゆ色いろの強ごう弓きゆうを握にぎっている。

　木から落ちたバツの悪さを隠かくす為ためか、和穂は大声で怒ど鳴なった。

「間ま抜ぬけ面づらして何していやがる。

　俺おれや和穂の偽にせ者ものを使おうってのならまだ判わかるが、偽者同士で雁がん首くびそろえてどうするんだよ。

　言っておくが、棍は命めい中ちゆうしてないぞ。当たる寸すん前ぜんに手てで受うけ止とめて、その弾はずみで木から落ちたんだ！」

　負まけじと殷雷剣も叫さけぶ。

「いいからお前もこっちに来い！　えぇと、たぶん弓ゆみだから、殷いん雷らい弓きゆう！」




　　　　＊




「それじゃ、殷雷弓も善倒さんを追いかけていたんですね？」

　三人目の殷雷は首を縦たてに振ふった。

「そうだ。奴やつを追いかけてこの森に入った。人の気配がしたんでやって来たら、お前たちが居た」

　殷雷弓もやはり、二人の殷雷と同じ姿をしていた。そして、やはりどことなく他ほかの二人とは雰ふん囲い気きが違ちがう。

　それは三人目の和穂にしても同じであった。

　殷雷握の隣となりの和穂は腕うでを組くみつつ言った。

「殷雷、これって」

「なんだ」

「どうした」

「おうよ」

　三人の殷雷が同時に答え、三人の殷雷は同時に和穂の髪かみの毛けを引ひっ張ぱる。

「殷雷だけじゃ、どの殷雷か判わからないだろうが！」

　二人の和穂が割わってはいる。

「あぁ、もう。髪の毛引っ張ったりしちゃ可哀かわい相そうじゃない！」

　無む意い味みなややこしさに、殷雷の我が慢まんの限げん界かいが近ちかづいてくる。

「何が言いたかったんだ、和穂……便べん宜ぎ上じよう、籠手の和穂でいくぞ。お前は剣の和穂で、お前は弓の和穂」

　そう呼び名をつけなければ収しゆう拾しゆうがつかない。

　籠手の和穂は答えた。

「どう考えても、これって善倒さんの宝貝の仕し業わざとしか思えない。

　奇き妙みようなのは判るけど、ともかく善倒さんを捜さがしてから、何が起きているか考えてみませんか？」

　剣が笑わらった。籠手と弓は笑っていないので三人が全く同じ思し考こうをしているのではないようだった。

「善倒は間ま抜ぬけだな。

　奴やつがしているのは、敵を増ふやしているだけに過すぎないではないか。

　これは、多分ただの悪わるあがきに過ぎまい」

　弓が反はん論ろんする。

「それはどうかな。逃とう亡ぼうの為ための時じ間かん稼かせぎか悪あがきかは知らないが、なんとなく嫌いやな予よ感かんがするんだがな」

　剣は笑う。

「えらく弱よわ気きじゃねえか殷雷弓よ。姑こ息そくな飛び道具らしいといえばらしいがよ」

「図ずう体たいだけがでかい剣じゃ、頭まで血が巡めぐってなくても仕し方かたないな。

　この状じよう況きようでは、楽らつ観かんなんて出で来きるはずがないだろう！」

　二人の殷雷の間を緊きん張ちよう感かんが駆かけ抜ぬける。

　籠手が笑った。

「俺も弓に賛さん成せいだ」

「なんだと！」

「自分と同じ面つらした宝貝が、目めの前まえに居いるのはどうにも落ちつかない。腹はらが立たつと言ってもいいだろう。内うち輪わもめを狙ねらってる可か能のう性せいもあるぜ、剣の旦だん那なよ」

　剣は首を横に振ふった。

「判わかった。悪かったな弓よ。互たがいに気に食くわないと思うが、ここは協きよう力りよくしよう」

「さっさとケリをつけるのが、互いの為ためだな……」

　三人の殷雷がふと、口を閉じた。

　そして、同時に大きなため息を吐つく。

　剣が言った。

「飛んでやがる」

　弓が言った。

「全部で、何人居るんだ？」

　籠手が言った。

「さあな。ともかく、今度は槍やりだ」

　途と端たん、一いち陣じんの旋せん風ぷうが巻まき起おこり槍を構かまえた和穂が姿を現す。

　地面に水すい平へいに投げられた槍のように、低てい空くうではあるが、確たしかに飛ひ行こうしている。

　三人の殷雷が棍こんを構え、槍を持つ和穂は間ま合あいを外はずし、叫さけぶ。三人の殷雷に向かってではなく、彼らの背はい後ごの林に向かってだ。

「おい、ここに三人ばかりいるぞ！

　早はやく来こい！　殷いん雷らい刀とう！」

　殷いん雷らい槍そうは殷雷刀に向かい、声を張はり上げていた。

　籠手の和穂はゆっくりと指ゆびを折おった。

「殷雷握、殷雷剣、殷雷弓に、殷雷刀。あれは槍だからやっぱり殷雷槍なのかな」

　剣の和穂は首を傾かしげた。

「他ほかに武ぶ器きって、何があったっけ？」

　弓の和穂は答えた。

「杵きねとか。あ、でも武器に限げん定ていされてるわけじゃないんでしょ？」

　和穂の言葉を裏うら付づけるように、林の奥おくから殷雷刀の声が戻もどる。

「少しはゆっくりと動け！　あと、いちいち飛んでんじゃねぇ！　俺はともかく殷いん雷らい鏡きようは武器じゃねえんだからよ！」




　　　　三




「まあ、きみたちも薄うす々うす勘かんづいているだろうが、これは偽にせ者ものを使ってどうこうしようという話じゃない」

　そう語る殷雷鏡の姿は、他の殷雷とはかなり違ちがっていた。顔そのものは同じだが、他の殷雷たちが羽は織おっているような袖そで付つきの黒い外がい套とうを身みに着つけていない。薄うすい革かわ製せいの上うわ着ぎを羽織ってはいるが、外套ではなく色も薄うすい茶色だった。

　他の殷雷と比くらべ髪かみの毛も短みじかく、鋭するどい目つきをしてはいるが、他の殷雷のような猛もう禽きん類るいを思わせる眼がん光こうとまではいかない。

　殷雷鏡はとても武ぶ人じんのようには見えない。

　殷雷たちから文もん句くの声が上がるが、殷雷鏡はうなずいて言葉を続けた。

「変へん化げの類たぐいなら、俺が見み逃のがすはずはない。殷雷鏡の名にかけて言うが、きみたちは全員本ほん物ものだ。何かが化ばけているんじゃない」

　意い地じ悪わるく殷雷刀が言った。

「そういうお前が偽者だったりしてな」

「疑うたがうのは勝かつ手てだが、得とく策さくじゃない。信しんじられない気き持もちは判わかるが、噓うそだと思うのなら和穂たちよ、索さく具ぐ輪りんを使つかってみな」

　索具輪。小さく質しつ素そな耳みみ飾かざりが和穂たちに着けられていた。だが、この耳飾りも宝ぱお貝ぺいであった。

　索具輪を使えば、宝貝がどこに存そん在ざいするかが即そく座ざに判はん明めいした。

　耳飾りに手を伸のばす和穂たちの顔に困こん惑わくの表ひよう情じようが浮うかんだ。

　殷雷鏡が驚おどろきの意味を説せつ明めいした。

「判っただろ。この林の中には、考えられないほど多くの宝貝が存在する。一つを除のぞいて全すべてが殷雷と索具輪と断縁獄の反はん応のうさ」

　殷雷たちも林の中に充じゆう満まんする、多くの気け配はいを感かんじ取っていた。

　殷雷刀が言った。

「一つを除いて、か。ならば、善倒はまだこの林の中に居いるんだな？」

　殷雷鏡はうなずき、林の一いつ角かくを見た。

　他の殷雷が気配を手た繰ぐるのとは違い、彼は全すべてを『見み』ていた。

　林の一角から一人の男が姿を現あらわす。武器の宝貝たちの髪の毛が一いつ斉せいに逆さか立だった。

　男は善倒だった。

　髪の毛の短い瘦やせた男で、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべている。まだ若い青年だが、独どく特とくの落おちつきがある。

　狡こう猾かつさが漂ただようが、それが不ふ快かい感かんには結むすびつかない。

　狐きつねのような男ではあるが、智ち恵えの回る誇ほこり高たかい狐だ。

　片かた手てには大きな旗はたを持っている。

　旗には無む数すうの文も字じが書かれていたが、その文字の意味が判るものは一人も居なかった。

　勝かち誇った笑みを浮かべ、善倒は言った。

「僕ぼくの負けだ」

　殷雷槍が胡う散さん臭くさげに善倒を値ね踏ぶみする。

「とても、そういう面つらには見えないが」

　善倒は答えた。

「いやいや。僕の負けだ。和穂と殷雷からは逃にげきれない。

　僕の負けだが……殷雷と和穂たちよ。君たちが簡かん単たんに勝てるって事じゃないから、軽かるはずみな行動は控ひかえろよ。

　この甚じん来らい旗きを破は壊かいしようもんなら、大たい変へんな事が起きる」

　殷雷弓が言った。

「はったりだと信じたいな」

　善倒は不敵に笑わらう。

「甚来旗を破壊すれば、今後の宝貝回かい収しゆうに支し障しようが出でる可か能のう性せいがあるとしてもかい？」

　全すべての殷雷たちは押おし黙だまった。




　　　　＊




　ザワザワと、もはや人ひと込ごみと言っていいほどの和穂と殷雷たちがその林の中に居た。
















　刀の和穂は周しゆう囲いを見回す。

「なんか、いっぱい居るね。全部が殷雷と私なんでしょ？　でも、顔とか姿が違ちがう人たちも居る」

　刀の殷雷は不ふ機き嫌げんに答えた。

「この馬ば鹿かな事じ態たいの説明を、善倒自みずからがしてくれるんだとよ。ありがたく聞こうじゃないか」

　殷雷は一つの木の上を見た。

　そこには甚来旗を片かた手てに持つ、善倒が座すわっている。だが、これだけ無む数すうの殷雷から睨にらみ付けられても、善倒は臆おくしていない。

　善倒は言った。

「世界には無む限げんの可能性がある。

　無限の選せん択たく肢しに無限の選択。選ばれなかった選択は消きえてなくなるわけじゃない。選ばれなかった選択が選ばれた世界も存そん在ざいする。

　世界は無数に存在するんだ。無数の選択の積つみ重かさなり具ぐ合あいが違う世界たちだ。

　ある世界では殷雷は刀だろうし、別の世界では剣かもしれない。

　無限に存在し、かかわり合うはずのない世界の扉とびらを開けるのが、この甚来旗さ。

　甚来旗を使って、無数の和穂と殷雷をこの世界に招まねき入れた。

　それが今の状じよう況きようさ」

　どよめきが走った。一部の殷雷は大きな叫さけび声を上げた。その殷雷たちは善倒の言葉の意味を察さつしていたのだ。

　刀の和穂は首を傾かしげた。

「善倒の行動に意味はあるの？」

　殷雷刀の顔は青あおざめていた。

「まずいぞ！　修しゆ羅ら場ばになる！」

　和穂には殷雷の驚おどろきの意味が判わからない。善倒の言葉は続く。

「甚来旗を破は壊かいすれば、ちゃんと元もとの世界には戻もどれる。

　甚来旗の破は片へんは、甚来旗を破壊した者と同じ世界に流れ着く」

　武器の殷雷たちが一いつ斉せいに慌あわて出すが、武器以外の殷雷にはまだ事じ情じようがのみ込めていないようだった。

　善倒はさらに続ける。

「僕が居た世界の和穂と殷雷が、甚来旗を破壊すれば全すべては丸く収おさまる。

　だが、僕と違ちがう世界の和穂と殷雷が甚来旗を破壊すればどうなるかな？」

　全ての殷雷たちが慌てだしたが、和穂はまだ全体の三割ぐらいしか事の次し第だいが判っていない。

「一つの世界から、甚来旗は消しよう滅めつし、甚来旗が二つ存在する世界が出来てしまうんだ。

　甚来旗が消滅した世界の和穂と殷雷は、宝貝の完かん全ぜん回収が不可能になる！」

　刀の和穂にもボンヤリと重じゆう要ようさが理解出来はじめた。

「それって」

　背後からやさしく和穂の肩かたを摑つかむ手が伸のびた。

　歳としの頃ころは二十五、六の女だ。白い道どう服ふくを身に着つけているし、顔には面おも影かげも残っている。彼女も和穂なのだろう。

　だが、その瞳ひとみは氷のように鋭するどく引ひき絞しぼられている。

　殷雷を使っている時でさえ、こんなに殺さつ気きじみた瞳にはならない。

　氷の瞳の和穂は背後から刀の和穂に向かい囁ささやいた。

「簡かん単たんよ。和穂。確かく実じつに宝貝を回収したいのなら、甚来旗を自分たちの手で破壊するしかない。みんながそう考えてる。でも、破壊出来るのは一人だけ。

　だったら、私にとってあなたは邪じや魔ま者ものでしかない」

　ゾクリとした寒さむけが、和穂を襲おそう。肩に掛かけられた手に異い様ように強つよい力が漲みなぎる。

　途と端たんに、殷雷の棍こんの一いち撃げきが氷の瞳の和穂に向むかい放はなたれた。

　易やす々やすと棍を避さけ、氷の瞳の和穂は言った。

「殷雷。あなたに会えて嬉うれしかった。まさかこうやって姿を見れる日が来るなんて」

「お前の居た世界じゃ、俺おれはぶっ壊こわされたみたいだな」

　軽くうなずき、和穂は言った。

「そりゃもう、見み事ごとに壊れてくれたわよ。……私を守まもる為ためにね」

　二人のやりとりを見けん物ぶつしていた、殷いん雷らい杵しよは言った。

「盛もり上がるのは勝かつ手てだけどよ。俺は元の世界でとっくに甚来旗を回収してるんだ。

　ここに呼よび込こまれたのはトバッチリもいいとこなんだ。さっさとけりをつけてくれよ」

　刀の和穂が答こたえた。

「本当にもう、手て当あたり次し第だいにあっちこっちの世界から、私や殷雷を呼び集あつめているんだね」

　殷雷杵は答えた。

「そうじゃない。甚来旗の欠けつ陥かんなんだ。善倒は、『自分を追いかけてこの林にやってきた和穂と俺』をこの世界に追い込んだんだろう。

　そうでなければ、争あらそう必ひつ要ようがないからな。

　最初のうちは、条じよう件けんを満みたしたものだけを呼び寄よせるんだが、だんだんと条件が曖あい昧まいになってくるんだ。

　そっちのおっかねえ和穂も、俺も善倒の条件は満たしてないはずだ」

　ザワリザワリとどよめきがいつになっても収おさまらない。

　殷雷刀は、さらに和穂と殷雷の姿が増ふえていると直ちよつ感かんした。

「色々あるだろうがよ、ともかく甚来旗を止めてしまえ！　相そう談だんはそこからだ。これ以い上じよう増えてきたらどうにもならんぞ！」

　氷の瞳ひとみの和穂は言った。

「適てき当とうな事は言うもんじゃない。

　この事じ態たいを綺き麗れいに収しゆう拾しゆうするのは、ほぼ無む理りよ。まず不ふ可か能のうと言ってもいいんじゃない。

　私たちは善倒にしてやられた。

　善倒は圧あつ倒とう的てきな敗はい北ぼくを、覆くつがえしたのよ。

　この大だい混こん乱らんの中じゃ、誰だれも善倒に手が出せない。

　圧倒的な敗北を、勝しよう負ぶ無なしにまで持もち込こんだのね」

　周しゆう囲いの殷雷から同どう時じに声が上がる。

「それじゃ、俺らはこれからどうなる！」

「これだけ数かずが居るんだもの。

　甚来旗を回かい収しゆう出で来きない、一人の可哀かわい相そうな和穂を作って、他ほかの全ぜん員いんが助たすかるしか手はない」

　殷雷たちは言こと葉ばに詰つまるが、氷の瞳の和穂に容よう赦しやはない。

「問もん題だいは誰が、『可哀相な和穂』になるかなのよね。

　殷雷たちが力ずくで戦って決める？　最初に甚来旗を破は壊かいしたものが勝しよう者しやって事で」

　それしかないという答えはとっくの昔に出ていた。

　だが、それを実じつ行こうするだけの気き合あいが殷雷たちには入らなかったのだ。

　敵を出だし抜ぬくには躊ちゆう躇ちよはしないが、自分たちを助ける為ために、和穂を踏ふみ台だいにする気にはなれなかったのだ。

　氷の瞳の和穂は呆あきれた笑えみを浮うかべる。

「笑わせてくれるわね。

　これだけ殷雷が雁がん首くびを揃そろえて、全員が『情じように脆もろい』なんていう欠けつ陥かんを持ってるの？」

　殷雷たちは返す言葉がない。

　人ひと事ごとのように殷雷杵は言った。

「いやはや、ご苦く労ろうさまですな。俺には関係がないけどな」

「殷雷ってば！」

　杵の和穂が殷雷杵の袖そでを引ひっ張ぱったりたしなめる。重おも苦くるしい空気が周しゆう囲いに流れた。

　善倒は宣せん言げんした。

「さあ、どうする。お前らは俺を倒たおせるが倒した後の面めん倒どうには対たい処しよ出来ない」

　善倒の言葉のままだった。

　現げん状じようを打だ開かいするには、和穂を一人犠ぎ牲せいにするしかない。

　だが、その選せん択たくをする事を殷雷たちは躊躇している。

　氷の瞳ひとみの和穂は言った。

「生あい憎にく、私はそこまで甘あまくはないんでね。

　可哀かわい相そうだとは思うけど、私が甚来旗を破壊させてもらう。

　文もん句くがあるなら、私を倒してみな」

　ズンズンと殷雷と和穂の人ひと波なみの中を氷の瞳の和穂は突つき進すすむ。

　何人かの殷雷は押おし止とどめようとしたが、彼女の気き迫はくの前に全く妨ぼう害がいにはならない。

　もうすぐ、甚来旗に到とう達たつしようとしたその時、一人の和穂が、氷の瞳の和穂の前に立ちふさがった。氷の瞳が和穂を射い貫ぬく。

「どけ。他人を犠ぎ牲せいにして自分が助かるなんて選択をして生いき延のびて、ここの和穂たちが、これからの人生をまともにやっていけると思うか？

　私ならば、それに耐たえられる。

　だから、私が甚来旗を破は壊かいするんだ」
















「深しん刻こくにならなくても、大だい丈じよう夫ぶよ。和穂。

　ま、私も和穂なんだけどね」

「いいからどけ！」

「どかないわよ。

　結局、善倒と同じ世界の和穂か殷雷が甚来旗を破壊すれば、全すべては丸く収おさまるんでしょ？　だったら簡かん単たんじゃない」

「簡単じゃないから、困こまってるんだ！」

　どれだけすごまれても、和穂は怯ひるまなかった。

　殺さつ気きにも似にた視し線せんを前まえにして、必ひつ死しに抵てい抗こうするふうもなく柔やわらかな笑え顔がおを振ふりまく。

　立ちふさがる和穂にあるのは、間ま違ちがいなく余よ裕ゆうの表ひよう情じようだった。

　氷の瞳をした和穂は小声で呟つぶやく。

「……お前、もしかして」

　答えずに和穂は言った。

「善倒と同じ世界に居たのは殷雷刀よ。

　殷雷刀と和穂に追い詰つめられた善倒は、甚来旗を使った。

　ね、間違いないでしょ？」

　途と端たん、善倒の顔色が変わった。いくら痛いためつけられても自じ白はくする気きは毛もう頭とうなかったが、いとも簡単に事じ実じつを言いい当あてられ、善倒は慌あわてふためく。

　その驚おどろきを見み逃のがす、殷雷たちではなかった。

　見つかるはずのない答えが見つかったのだ。

　人波をかき分け、殷雷刀と和穂が善倒の前、甚来旗の前に立った。

　殷雷刀は言った。

「なかなかいい、悪わるあがきだったぜ。悪あがきでここまで苦くるしめられたのは初めてだ」

「……俺の戦法の何ど処こに間違いがあったんだ？　あの状じよう況きようは打開出来ないはずだったのに！」

「さあな。運うんが悪わるかったんじゃないのか？」

　言いい残のこし、殷雷刀は棍こんを振ふり下おろす。甚来旗の支し柱ちゆうと旗はたはズタズタに破は壊かいされた。

　途端、林の中に無む数すうの光が交こう錯さくし、あっと言う間もなく、光は消しよう滅めつした。

　光と共ともに無数の和穂と殷雷たちも姿を消していた。

　林の中には、善倒と壊こわれた甚来旗、そして和穂と殷雷刀が居た。

　殷雷は言った。

「どうやら、あの和穂の言葉に間違いはなかったようだな」

　だが、和穂は釈しやく然ぜんとしなかった。

「なんか、自分で回収したって気分にならないよ。

　でも、どうしてあの和穂は、答えが判わかったんだろう」

「あいつと一いつ緒しよに居た殷雷は、人の心を読よむ能力でもあったんじゃないか」

　それが、一番簡単な答えだ。

「そうか。そうだね」

　敗北感にうちひしがれる善倒の背中を殷雷は叩たたく。

「ちょいと欲よく張ばり過すぎたな。俺を呼べば呼ぶほど状況は混乱するが、俺の能のう力りよくでしてやられる可か能のう性せいもあったんだ」

「馬ば鹿かな！　心しん理りを読める能力や、過か去こに遡さかのぼって情じよう報ほう収しゆう集しゆうの出来る能力を持つ殷雷の召しよう喚かんは禁きん止ししてたんだぞ！

　召喚を禁止したものを間ま違ちがって召喚なんてした事は一度もなかったのに！」

「所しよ詮せん、甚来旗は欠けつ陥かん宝ぱお貝ぺいなのさ。

　ともかく善ぜん戦せんだったな。褒ほめてやるぜ」

　和穂にはやはり、腑ふに落おちない何かがあった。氷の瞳ひとみの和穂が甚来旗に向かった時に立ちふさがったもう一人の和穂。

　立ちふさがったのは和穂。和穂、ただ一人なのだ。どうして殷雷はいなかったのだろう？

　殷雷が善倒の心を見み抜ぬき、それを和穂に教おしえてくれたのだろうか。

　でも、それは殷雷の行動としては不ふ自し然ぜんだった。わざわざ、手て間まをかけて人に花はなを持たせるような行動を……

　それに、氷の瞳に睨にらまれて全く怯ひるまなかった、あの自信はなんなのだろう。

　たとえ答えが判わかっていてもあの瞳の前で平気でいられるほどの余よ裕ゆうとは……

「あ！」

　和穂はこれでもかというほどの大声を出した。半なかば震ふるえながら、うわ言ごとのように見つけ出した答えを呟つぶやく。

「あの和穂は、仙せん人にんなんだ。

　全すべての宝貝を回収し終えて、仙人に戻もどれた私なんだ！」




『甚来旗』

　無数に存在するもう一つの世界とこの世界を交こう錯さくさせる能力を持ち、ある種しゆの召喚を行う。

　欠陥は、召喚時の指定が時間の経けい過かと共ともにあいまいになる事。が、それでも禁きん止ししたものを誤あやまって召喚する事はない。
















刀かたな鍛冶かじ、真しん淵えん氏しの勝利







　　　　序




　鼻をくすぐるのは乾かん燥そうした木の匂においだった。しばらく使っていなかった私の眼めは焦しよう点てんの合わせどころにとまどった。仰あお向むけに横たわったまま私の視線は暗くら闇やみの中をさまよう。

　混乱がなかったといえば噓うそになる。

　ここが暗闇だと判わかるのは、射さし込むわずかばかりの光のせいだ。光がなければ自分が暗闇に居いることさえ、すぐには理り解かい出で来き無なかっただろう。




　そうだ、ここは棺かん桶おけの中だ。




　棺桶の中であると思い出した途と端たんに、言いようのない息苦しさを感じたが、それは錯さつ覚かくに過すぎない。

　棺桶の中には違ちがいないが、別に埋まい葬そうされているのではないから、呼こ吸きゆうに問題はない。

　射し込む光が土の中ではないと証しよう明めいしてくれたし、外から、がやがやとした話し声も聞こえてくる。私と同じように他ほかの村人も目め覚ざめ始めたのだ。

　話の内容までは判らなくとも、その声の調子からは困こん惑わくと驚おどろき、そして安あん堵どが感じ取られた。

　目覚めた村人にも幾いくつかの種類が居る。

　ある程度この事件を把は握あくし、自分の置かれている状じよう況きようを理解している者と、全く理解していない者。

　最初の頃ころの被ひ害がい者しやは自分が何な故ぜ、棺桶の中に入れられているかが判るはずもない。

　だが、最初の被害者を見ていた連れん中ちゆうは、自分の身に起きた事を理解し、ついでに自分も被害者になったと理解できている。

　理解している連中が、安堵の声を上げているのだ。棺桶の中での目覚め、それは事件の解かい決けつを意味しているからだ。

　事件の解決。

　私の顔はゆっくりと綻ほころんでいった。

　事件は解決した。つまり私は宝ぱお貝ぺいの回収者に勝ったのだ！　もとより私の宝貝が敗やぶれるはずはなく、当然の勝利ではある。

　ともかく和かず穂ほと殷いん雷らいを追おい返すことに成功したのだ。

　私は勝利を嚙かみ締しめながらも、浮うかぶ笑え顔がおを静かに消していった。笑顔の代かわりに村人として適てき当とうな表ひよう情じようを浮かべた。

　そして、棺かん桶おけの蓋ふたを内側から押おし上げた。

　ガタリと音を立て棺桶は開いた。私はゆっくりと上体を起こす。

　半なかば呆ぼう然ぜんとしたふりをして周しゆう囲いを見回せば私と同じように棺桶から起きあがろうとする村人たちの姿が目に入る。

　不ふ自し然ぜんにならないように気をつけながら、慎しん重ちように周囲を見回すが、やはり和穂と殷雷の姿は見えない。

　混こん乱らんする村人の中を一人の青年が忙いそがしそうに駆かけている。焰えん雄ゆうだ。

　焰雄は大きく両手を叩たたいた。

　ざわめく村人たちはその音を聞き口を閉とざす。

　村人たちが自分に注目したのを見て、焰雄は大声を出した。

「そのつまりなんだ。言いにくいんだけども。いや、悪わるい知らせって意味じゃなくてよ。

　ともかく、ぶっとい眉まゆ毛げの娘むすめと共に災さい難なんは去さった。万ばん事じ丸く収おさまったから安心してくれ。

　結けつ果かとしちゃ、被害らしい被害もなかったんでよしとしよう」

　村人たちの安あん堵どの声に続いて幾いくつかの質しつ問もんが飛び出す。

　焰雄はゆっくりと首を横に振ふる。

　焰雄の歳としは確か十五かそこらの筈はずだ。歳の割わりに落ちついているのはまがりなりにも海の男であるからか。

　質問の声に首を振り焰雄は言葉を続けた。

「判わかってるって、宿やど屋やの親父おやじさんよ。あんたは特に訳わけが判らんだろうな。

　ともかく何が起きたのか、最初から説明するからよ。質問はその後って事で」

　隠かくしていた笑みがうっかりと私の顔に戻もどってしまった。だが、私に注目している者は一人も居ない。皆みんなは焰雄の言葉を待っている。

　そして、私も焰雄の言葉を待っていた。

　焰雄が語るのは、和穂と殷雷がいかに敗はい北ぼくしたかの顚てん末まつだからだ。

　やつらはいかにして、私の宝貝の前に無ぶ様ざまな敗北を喫きつしたのだろうか。

　私は村の連中と共に焰雄の言葉に耳を傾かたむけた。

「おう、説明してやるさ。説明してやるともさ」

　唐とう突とつに村の医い者しやが場ば違ちがいな笑い声を上げた。焰雄は医者を無む視しして説明を始めた。
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「さあ！　どうするどうする、いったいどうしてくれやがる？　なあ和穂ちゃんよ、なんとか言ったらどうなんだ」

　焰雄は和穂を振り回していた。

　掃そう除じの前のはたきがけよりは、少しばかり丁てい寧ねいな振り回し具ぐ合あいだった。

　が、仮かりにも、はたきではなく生なま身みの人間を振り回しているのだ。

　しかも焰雄の右腕うでに巻まかれている包ほう帯たいは飾かざりではなかった。彼は右腕を負ふ傷しようしていたのだ。

　船せん頭どう稼か業ぎようで培つちかわれた焰雄の太い腕があるからこそ出来る芸げい当とうであった。

　怒いかりと困こん惑わくと絶ぜつ望ぼうがいりまじった、どうにもならない笑え顔がおが、日に焼けて赤しやく銅どう色いろをした焰雄の顔に浮うかんでいる。

　海で鍛きたえられた精せい悍かんな顔つきは、実じつ際さいの年ねん齢れいより焰雄を大人びてみせていたが、和穂と歳は離はなれていない。

「頼たのむ、頼むから事件を解決してくれ！」

　焰雄の悲ひ痛つうな叫さけびは半ば自や棄けだった。本気で和穂になんらかの策さくを期待しているのならば、ここまで和穂を振ふり回しはしないだろう。

　これでは和穂の口からはまともな言葉が出てくるはずはなかった。




　部屋の中には焰雄と和穂以外にも十二人の村人がいた。

　奇き妙みように高い天てん井じよう、明かり採とりの窓まどからは光がさしこんではいるが、全体的に薄うす暗ぐらい。

　だだっ広く寒さむ々ざむとした印いん象しようを与あたえるその部屋は倉そう庫この風ふ情ぜいがあった。

　村の集しゆう会かい所じよに使われているが、かつては材ざい木もくの保ほ管かん場所として作られていた建物である。今でも切り出された材木の心地ここちよい香かおりが僅わずかに残っている。

　大小幾いくつかの卓たくに腰こしを降おろす村人たちの表情は一様に暗く、焰雄と和穂のやりとりに関心を持つものの姿は少なかった。

　振り回される和穂に同どう情じようする人間も居なければ、わざわざ焰雄を止めようとする人間も居ない。

　卓に座すわる村人たちの瞳ひとみには、一様に疲つかれの色が浮かんでいた。答えのでない難なん問もんを前に村人たちは疲れ切っていたのだ。

「ほらほら焰雄、和穂ちゃんをいじめてても仕し方かたがないでしょ」

　一人、村人の中で張はりのある声を出した女がいた。彼女の瞳の中にだけは絶望の色はない。

　しかしそれだけであった。別べつ段だん、この異い様ような状じよう況きようを打だ開かいする手だてを持っているわけではなく、単たん純じゆんにこの大問題を深しん刻こくに考えていないだけの話だった。

　明るく透すき通とおるような声は、場の空気をなごませはしなかった。ただ、場ば違ちがいな不ふ謹きん慎しんさをまきちらしただけであったが、それを諌いさめる気力のある人間もいない。

　女の名は瑞すい雅が。焰雄のいとこであった。

　焰雄は瑞雅が苦にが手てであった。村人の中で瑞雅を苦手としていないものはいなかったが、村人たちは普ふ段だんの行いに気をつけさえすれば、瑞雅と関かかわり合あいにならずにすむ。

　瑞雅は医者だったのだ。

　日ごろから摂せつ生せいに気をつければ、病びよう魔まと瑞雅には関り合いにならずにすむ。

　他ほかの医者を探さがそうにも、この村、この島しまに瑞雅しか医者はいない。

　焰雄にいたっては、唯ゆい一いつ彼女の親しん戚せきであるが故ゆえにいくら健けん康こうに気をつけても無む駄だであった。

「でもよ姉ちゃん」

　当然、瑞雅は人の話をきっちりときくような奇き特とくな心こころ得えを持ってはいない。

「ははん。さてはあんた、和穂ちゃんが好すきなんでしょ。

　だからそうやって、いじめて喜よろこんでいるんだ。やあね、子供なんだから」

　平和な村の茶ちや飲のみ話としては、少しは面おも白しろい話題の振ふりだったかもしれない。

　が、今はそれどころではない。村の一大事なのである。

　焰雄は真ま面じ目めな顔をして言った。

「生あい憎にく、俺おれは眉まゆ毛げの太い女にゃ興きよう味みはねえんだ」

　つい勢いきおいで焰雄は瑞雅に対して皮ひ肉にくを言った。

　瑞雅は焰雄より一つ年上であった。すらりとした長ちよう身しんに長い髪かみ、鼻筋の通った美び人じんであり、黒こく曜よう石せきを思わせる瞳ひとみの上には、太い眉毛がのっていた。

　瑞雅は微笑ほほえむ。

「まあ！　それって焰雄の初はつ恋こいの相手が私ってこと？」

　訳わけがわからない。何がどうすれば今の会話からそういう結論が導みちびかれるか焰雄には全まつたく理解できない。

　人の話をよく聞いてないから、会話の受け答えが変になるのならまだいい。

　瑞雅の場合は、適当に自分の都つ合ごうのいい解かい釈しやくを行い、その解釈に基もとづいて会話を続けているのだ。

「なんでそうなるんだよ！」

「淡あわい初恋が無む残ざんに破やぶれちゃった悲かなしみが、眉毛の太い美人に対する拒きよ絶ぜつ反はん応のうになっちゃったのね」

「誰だれの初恋が無残に破れたって？」

「だってね、焰雄は全然私好みの男じゃないんだもん」

　くらくらと目眩めまいがしたが、焰雄はそれでよしとした。少なくとも自分は瑞雅に好かれていないことだけでもよしとした。

「傷きずついた？」

「喜んでんだよ！　よくそんなんで医者になれたな」

「こうみえても小さいときから、家か事じは得とく意いだったもんね」

　落ち着け落ち着け。家事と医者がどこかで繫つながるはずだ。瑞雅は医者は医者でも、漢かん方ぽうとかの薬やく学がくが専せん門もんじゃない。骨こつ折せつやら縫ほう合ごうを専せん攻こうしてたらしいから、針はり仕し事ごとの事を言っているのか？　と、焰雄は考えを巡めぐらした。

　考えを巡らし、それが巡らし損ぞんだと知る。

　瑞雅の、わやくちゃな論ろん理りを理解しても、これでもかというほど意味がない。

「ええい。ともかく和穂ちゃんよ、お前が全部悪いんだ。なんでもいいからこの状じよう況きようを解決してくれ、もう打つ手はないのか？」

「ありますありますあります」

　眉まゆ毛げの太い女を信しん用ようしない焰雄は疑うたがいのまなざしを和穂に向けた。

　とうの和穂は振ふり回されすぎたせいか、目がグルグル巻まきになっていて焰雄の表情にまで気が回らない。

「あるんだったら、最初っから手を打ちやがれ！」

　どう和穂が答えても癪しやくに障さわる。特に眉毛が気に入らない。

　さらに焰雄は和穂を振り回す。

　見かねたのか瑞雅は椅い子すから立ち上がり、焰雄の手をおさえる。

「いい加減にしなよ焰雄。だいたい、眉毛が太くても美人は美人なんだから」

　根が真ま面じ目めなせいか、無む駄だと知りながらもついつい焰雄は瑞雅の論理を追いかけてしまう。

　どうやら、自分が和穂を振り回しているのは、眉毛の太い女が嫌きらいだからと理解しているようだ。それは合っていたが、初はつ恋こい云うん々ぬんはとんでもない言いがかりだ。

「だから、姉ちゃんよ。そもそも」

「どっちにしろ、打つ手があるって言ってんだから聞いてあげれば？」

　焰雄の手から離はなれた和穂は、転びそうになりながら、床の上をクルクルと回りつづけていた。酷ひどく目は回っていたが辛かろうじて呂ろ律れつはまわる。

「もうこうなったら、最後の手段です。ここまで訳がわからないのなら、あの人に頼たよるしかないです」

　空むなしい言葉だった。和穂の言葉を誰も信用していない。誰も希き望ぼうなど持っていなかったのだ。

　和穂の言葉に心を動かされる村人はいなかった。

　もう、この状況は打だ開かいできない。たとえ誰であろうとこの異常な事件を解決できやしないと村人たちは考えていた。

　ただ一人瑞雅だけは和穂の言葉に瞳ひとみを輝かがやかせた。

　事件がどうこうよりも、瑞雅は単純に断だん縁えん獄ごくから色々なものが出たり入ったりするのを見るのが好きだったのだ。

「ね、ね、また断縁獄から何か出すの？」

　どうにか目の焦しよう点てんが合った和穂は壁かべに向かって喋しやべっていたことに気がつく。

　軽くせき払ばらいして、村人たちのほうへ向き直り腰こしにつけた断縁獄を手に取り、和穂は彼の名を呼んだ。

　途と端たん、一陣じんの風と共に一人の男が断縁獄の中から姿を現あらわした。

「はははっは。それではさっそく犯はん人にんを適当に見み繕つくろってみようじゃないか！」

　その姿が現れた途端、何な故ぜか壮そう大だいなる雷らい鳴めいが、どんがらがっさんと轟とどろき、大地を揺ゆるがす地じ鳴なりが起こった。
















　地鳴りの終しゆう息そくと共に蛙かえると烏からすの鳴き声が巻き起こる。さながら現れた男を称たたえるような合がつ唱しようであったがその真しん意いは蛙と烏しか知りようがない。だが、壮大すぎるせいで、とてつもない馬鹿馬鹿しさが広がったのは確かだった。




　姿を現したのは導どう果かだった。つい先刻まで断縁獄の中にいたのだ。犯人をどうのこうのと言っているが、彼は全く状じよう況きようを把は握あくしてはいない。

　蛙と烏の合唱は聞こえないことにし、焰雄は、とてつもなく優やさしい笑え顔がおを和穂の鼻先に近づけた。

「俺おれはこう見えても、そんなに怒おこりっぽい性格をしてるんじゃないんだよ。

　眉まゆ毛げの太い女にゃ少しばかり恨うらみがあるんで、和穂ちゃんには冷たく当たってるけど、些さ細さいな失しつ敗ぱいにいちいち目くじらをたてたりするような心の狭せまい男じゃない」

　焰雄の言葉は優しかった。俺の言葉に異い議ぎを唱となえればただじゃおかないぞという気き迫はくに満みちた優しさだった。

「なあ、和穂ちゃん。出す奴やつを間ま違ちがえたんだな？　まさか、こんな奴が最後の手段じゃあるめえな」

　言い分はもっともだった。せめて登場ぐらいは普通にしてくれると和穂は期待していたが、簡かん単たんに裏うら切ぎられたのだ。

　いや、本当に期待していたのか？　と、和穂は不安になった。導果にまともな行動を期待してよかったのだろうか？

　ともかく気を取り直し、気迫に押おされながらも和穂は答えた。

「いえ、この人でいいんです」

　焰雄の言葉は、導果の甲かん高だかい声で押さえられた。

「よし、それじゃ和穂に食くって掛かかってる、そこの包ほう帯たいを巻いたお兄さんが犯人というのはどうかね？」

　なんてさわやかないいがかりなんだと、焰雄は驚おどろいた。彼の人生の中で、全く完全にこれっぽっちの根こん拠きよもないいいがかりをつけられたのはこれが初はじめてだった。

　誤ご解かいの上でのいいがかりならば、言い返す余よ地ちもあろう。

　が、完全に根拠のないいいがかりには、弁べん解かいする余地も全くない。それはある種の清すが々すがしさを思わせた。

　いいがかりに同意する瑞雅を無視して焰雄は吠ほえる。

「根拠はあるんだろうな！」

　いまだ止まらぬ蛙かえると烏からすの合唱を背に導果は言った。

「こんな感じでどうだ？

『宝貝の能力で使用者は、自分が使用者であるという記き憶おくを封ふう印いんしてる』

　つまり本人すら自分が犯人であると気がついてないというオチだよ」

　理り屈くつは通っているようだが、無む茶ちや苦く茶ちやには違いない。自分と犯人を結びつける根拠が脆ぜい弱じやく過ぎる。いや、脆弱ならばまだいいが、最初から結びつけようという努力すら放ほう棄きしている。

「根拠にゃなってないぞ。証しよう拠こはあるのか」

　少しばかり困った顔で導果は言った。

「ふむ。お気に召めさないか。確かにどこにでもありそうなありふれた筋すじ書がきだったな。

　なに、ありふれているだけなら別に構かまわないんだが、

『どうだ、ひねったオチだろ』

　と恰かつ好こうをつけてるのにありふれているというのが、いかんともしがたいな。

　よし、じゃ、今の推すい理りは、やっぱりやめ」

　この瓢ひよう簞たんから出てきた男の匂においはどこかでかいだ匂いだ。それもごく身近で。

　焰雄は導果の隣となりで拍はく手しゆをしている瑞雅に視線を走らす。

　考えるまでもない。瑞雅と同じ匂いだ。

　焰雄は導果の胸むなぐらを摑つかむ。

「いいか？　犯人を見つけるのに、

『適当に見み繕つくろう』だの『こんな感じでどうだ』だの『今の推理はやっぱりやめ』なんて言葉を使っていいと思うか？

　だいたい、あんたは誰なんだ？」

「はははっは。名は導果」

「で、導果さんよ。あんたは何の宝貝ぱおぺいなんだよ？」

　待ってましたとばかりに、導果は答えた。

「私は探たん偵ていなのだよ！」

　一いつ瞬しゆんの間ま。焰雄は探偵の意味を知らない。珍めずらしそうに導果を見ていた瑞雅は、ひときわ大きく手を叩たたいた。

「凄すごい！　都みやこの医学塾じゆくに通ってたときに、噂うわさで聞いたことがあります。

　確か、さまざまな難事件をその明めい晰せきな頭ず脳のうで解決されるお仕事なんですよね」

「はははっは。厳げん密みつに言いますとですね、

『ほうっておけば一人の被ひ害がい者しやだけですむ完全犯罪に首を突つっ込んで、沢たく山さんの被害者が出る不完全犯罪』にしちゃう、憎にくいあん畜ちく生しようって感じの仕事ですかな」

　瑞雅の拍手は止まらない。

「まあ素す敵てき！」

　ゆるりと焰雄は和穂の背はい後ごに忍しのび寄り、耳打ちした。

「いいかい、和穂ちゃん。

　瑞雅姉ちゃんだけでももてあましてるというのに、なんであんなややこしい奴やつを呼び寄せたんだ。

　ほれ見ろ。

　訳のわからん者同士、意い気き投とう合ごうしてるじゃないか」

　焰雄の言葉はもっともだった。和穂は一応答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。導果さんに任まかせれば、きっとこの事件は解決します」

　蛙かえると烏からすの合唱を背にしている宝貝に太たい鼓こ判ばんを押おすとは、我われながら説せつ得とく力りよくのない言葉だと判わかってはいたが、今はそう言うしかなかった。

　漁りよう師しは海上を吹ふきすさぶ風の匂においで、迫せまりくる嵐あらしを予よ感かんする時がある。似たような繊せん細さいさが焰雄にはあった。

「じゃあ聞くぞ。信用出来るのなら、何な故ぜに最初から導果を出さなかった？」

「あっ、それはまた鋭するどい名推理」

　ふざけるつもりはなかったが、ついつい導果の口く調ちようが和穂にもうつってしまった。焰雄の軽めの殺さつ気きに気がつき、和穂は言葉を続けた。

「導果さんの場合は、なんと言いましょうか、もつれた糸をするりと解ほどくように謎なぞを解とくって感じじゃないんです」

　さらに殺気が強くなる。今になって先刻までのぶん回しには全く悪意は無かったのだと和穂は知った。それを知って安心するわけにはいかない。目の前の殺気があるから、先刻の無む邪じや気きさが浮うき彫ぼりになったに過ぎないのだ。

　焰雄は凄すごむ。

「謎が解けねば意味はないぞ」

「ですから、もつれた糸をさらにもつれさせて、糸を引きちぎるように謎を解くんです」

「そういうのを謎を解くと言うのか？」

　馬ま氏し三さん姉し妹まいの事件を解決したのだ。導果の腕うで前まえは確かなはずだ。そう思い和穂は導果を断縁獄の中から呼び出した。

　確かに確かなはずだったが、和穂の脳のう裏りにあの事件のときの導果の言葉が蘇よみがえった。

『謎になんか、これっぽっちも興きよう味みはないからねえ』

　落ち着いて考えれば、三姉妹の事件は口くち先さき三さん寸ずんで片をつけただけではなかったのか？

　あの事件では探たん偵ていを名な乗のり、噓うそ八はつ百ぴやくの推理で犯人を動どう揺ようさせ自じ白はくに追い込んでいた。

　今回の事件にその手が通用するのだろうか。

　この島の事件にも、犯人に対する心理的な揺ゆさぶりが意味を持つのだろうか。

　和穂は肝かん心じんな部分に気がついた。

　馬氏の娘むすめは、宝貝の所しよ持じ者しやじゃなかったのだ。

　それゆえに心理的な揺さぶりがてきめんに効きいたのではないか？　得え体たいの知れない宝貝という物を前にしたからこその、動揺があったのは間ま違ちがいない。

　和穂は心ここに無く卓たくにすわる村人たちの顔を見た。

　焰雄や瑞雅を含ふくめた十三人の村人の中に犯人がいるはずだった。

　憔しよう悴すいしきった、村人の顔を見るのは辛つらい。自分を含め家族も事件に巻き込まれた村人たちだ。怒いかり狂くるえば少しは気が楽になったかもしれないが、話は単純ではない。

　犯人は確実に村人の中に居るのだ、疑ぎ心しん暗あん鬼きで村人たちの心は窶やつれきっていた。

　誰もが本当に困っているとしか和穂には思えない。しかし、その中で犯人は困ったふりをしているだけなのだ。表情から誰が犯人かは、和穂には全く見当もつかない。そこまで狡こう猾かつな犯人をどうすれば、心理的に追い詰つめられるかと、和穂は疑問に思った。

　さらに犯人は宝貝がいかなるものかを知っているのだ。導果を過か大だい評ひよう価かして尻尾しつぽを出すような真ま似ねをするのだろうか。

「た」

「たぶん解決してくれます。なんてほざきやがったら、岬みさきの灯とう台だいから放ほうり投げるからな」

　先手を取られて和穂は言葉に詰まった。

「導果さんはこの状じよう況きようを打だ破はしてくれます。私は信じています」

「打破？　和穂ちゃん。あえて解決という言葉を避さけやがったな」

「いや、あの、それは」

　果はたして謎なぞは暴あばかれ、真実は白はく日じつの下もとに晒さらされ、事件は解決するのであろうか。

　蛙かえると烏からすの合唱にセミの鳴き声も混じりはじめていった。




　　　　二




　村人たちに向かい和穂は必死に訴うつたえる。村人の中に居るであろう犯人に、少しでも導果の『凄すごさ』を伝えられれば、犯人の表情に焦あせりの色ぐらいは浮かぶかもしれない。

　しかし、あまりに必死になりすぎても逆に不自然だと考えたまではよかったが、役者でもない彼女はそこまで器き用ように表情を操あやつる術すべを持たない。

　結果としてその表情はかなりひきつっていた。

「で、この導果さんは凄すごいんですよ。

　なんと、終しゆう計けい都と三十六の難事件を解決なされた実じつ績せきがあるんです！」

　動どう揺ようまで行かなくてもいい、少しでも変わった反応を期待したが、和穂の瞳ひとみに映うつる村人の表情は先刻とあまり変わらない。

　導果ならば、わずかな表情の変化を見み抜ぬけるかと、ちらりと横を見たがニコニコ笑いながら美う味まそうに茶をすすっているだけだった。

「瑞すい雅がさん、おいしいお茶をありがとう」

　焰雄は極きよく限げんにまで目を細め、顎あごも突つき出しこれ以上無いほどの疑いを和穂にぶつける。

「終計都三十六の難事件ねえ。

　そいつは一体どんな難事件だったんだい和穂ちゃん。それは凄すさまじい事件だったんだろうな」

　しまった。導果が三十六の難事件を解決したらしい事は知っていたが、具ぐ体たい的てきにどんな事件を解決したかまでは、和穂は知らなかった。

　思いっきり言葉に詰つまる和穂を見かねたのか、単純に自分の話であるからか、導果が説明する。

「食い逃にげを捕つかまえたり、逃げた犬を捕まえたり、あと迷まい子ごが家に帰るのを手伝ったり」

　慌あわてて和穂が割って入る。

「わ、わ、献けん上じよう用ようの天下の宝ほう刀とうが盗ぬすまれた複ふく雑ざつ怪かい奇きな盗とう難なん事件を解決したことも」

　あれだけグデングデンの論理を振ふりかざしていたくせに、導果は細こまかいところにこだわった。

「馬氏三さん姉し妹まいの事件は終計都の事件じゃないよ、和穂君。それにあれは難事件でも何でもない」

　焰雄が言った。

「もういいから、そいつを瓢ひよう簞たんの中にしまっちまえ。食い逃げを捕まえる技ぎ術じゆつが何の役に立つ」

　ここで和穂は気がついた。出現と同時に導果が犯人を捕まえると叫さけんだりしたので、ごちゃごちゃになっていたが、まだ、導果に協きよう力りよくを頼たのんではいなかった。

「導果さん、お願ねがいです。とても困っているんです、力を貸かしてもらえませんか？」

　導果はゆっくりと村人たちを見回す。疲つかれ切った暗い顔がそこにある。そのあまりの暗さに導果の口元が綻ほころぶ。その暗さが、導果の宝貝としての本能をくすぐったのだ。

「和穂君。私に力を貸せと？」

「はい、事件を解決してほしいんです」

「いいよ事件を解決してあげよう」

　その答えと共に、馬ば鹿か馬鹿しいまでに壮そう大だいな稲いな妻ずまがまたしても光った。

　稲妻の迫はく力りよくはあったが、あまりに軽い承しよう諾だくが、逆に焰雄には気に入らない。事件の概がい要ようも知らずに引き受けるなど安やす請うけ合あいにしかみえなかったからだ。

　それにあの趣味の悪い落らく雷らいはなんだ？　どうせこいつも宝貝なんだから、自分でやってるんだろうと焰雄は読んだ。

「へん。おまえが、この大事件の犯人を見つけてくれるだと？」

　導果は軽かろやかに笑った。そして言った。

「頼たよられると嫌いやといえない性しよう分ぶんでね。和穂君は私を頼ってくれたから願いをきいてあげよう。でも焰雄君は私を信用してないようだから望のぞみを叶かなえてあげないよ」

　言葉の意味が焰雄にはいまいちよく判わからない。自分も眉まゆ毛げの太い元もと仙せん人にんも、同じ頼み事をしているんじゃないか。それを片方はきいて片方は断るとはどういう了りよう見けんか。

　まさか俺にだけ犯人を教えてくれないのかとも思ったが、馬鹿げた話だった。

「判ったよ。どうせもう打つ手はないんだ。お手て並なみ拝はい見けんといこうじゃないか」

　こくりこくりと微笑ほほえみながら導果は頷うなずいたが、その瞳ひとみは村人たちに向けられているのを和穂は見み逃のがさなかった。村人を見つめる導果の瞳には、焰雄を相手にしたときと違ちがい真しん剣けんさがあった。

　この中から犯人をみつけだせるのか？




「さて、事件を解決する前に、折せつ角かくですから一体どんな事件が起きているかを説明してもらいましょうか？」

　何がどう折角なのか、焰雄を始めとして村人は呆あきれて物も言えない。

　たちの悪い冗談なら、一いつ喝かつでも出来ようが、とうの本人は真ま面じ目めな顔つきである。

「それはそれは恐おそろしい連れん続ぞく殺さつ人じん事じ件けんなんですよ」

　透すき通とおるような朗ほがらかな声で瑞雅が説明をしようとしたが、焰雄は首を横に振ふった。

「姉ちゃんは黙だまっていろ。あんたの説明じゃ因いん果が関かん係けいが無茶苦茶になる」

「あら、お言葉ね」

「第一、まだ誰も死んじゃいねえのに、連続殺人よばわりは止やめろ。医者なんだからそういうところにはこだわれよ」

　導果は、その言葉に興味をひかれた。

「まだ、誰も死んじゃいない？　ほお。面おも白しろそうな話じゃないか」

　死んでいない人間を死んでいるといいきった医者の後では、事件を面白がる導果の非常識さも、さほど目立たない。

　和穂もどこから説明していいのか判らない。

「ともかく得え体たいのしれない事件なんです」

　今までの態度が噓のように、導果はまともな言葉を吐はく。

「ふむ。探たん偵てい術じゆつにとって、二番目に必要なのは正確な証しよう拠こだからね。

　一応現場を見物しながら説明していただこうかな」

　見物が見学だったら完かん璧ぺきだったのにと、焰雄は考えたが、ともかく真面目な言葉がきけて少しは、ほっとする。

　二番目に必要なのは正確な証拠。では一番めは何かと気にはかかったが、聞かない事にした。焰雄は導果をそこまで信用していない。

　どうせまたろくでもない言葉をほざく可か能のう性せいがあった。

「まあ、導果さん。それじゃ一番目に大切なのはなんでしょう？」

　瑞雅の言葉に焰雄は頭痛を覚えた。

　導果は誇ほこらしげに答えた。

「当然、一番大切なのは引き立て役です。探偵の素晴らしさを浮き彫りにする、引き立て役です」

　ずるりと焰雄は壁かべにもたれかかった。額ひたいで一心に体重を支ささえ、そのまま地面に滑すべり落ちないようにふん張ばる。

　心配し近寄る和穂に向かい首を横に振ふる。

「判わかった判った。とっととあいつと和穂ちゃんで事件のけりをつけてくれ。俺は船ふな小ご屋やに帰って寝ねる」

　導果の説明は続く。

「さよう、引き立て役が重じゆう要ようなのです。

　目の前に示しめされた正確な証拠を前に、誰にでも思いつくような面白くも何ともない推論を組み立てて、しかもその推論は大おお外はずれというのが望ましいですな。

　ところが困ったことにですね」

　導果は和穂の両方の肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「この和穂君は引き立て役にしては、ちょいと弱い。

　彼女の悪いところは、判らないものに関しては、素す直なおに判らないと認める悪あく癖へきがあるのです」

　何がどう悪癖なのかが判らない和穂は導果の言葉にキョトンとした。

　導果はさも残念そうに首を横に振る。

「探たん偵ていとしましては、判らないことには、自分に都つ合ごうの良い勝手な解かい釈しやくで事実をねじ曲まげてくれてはじめて引き立て役がつとまるというのに、これじゃ探偵稼か業ぎようも上がったりです」

　瑞雅が言った。

「それなら大だい丈じよう夫ぶです、導果さん。うってつけの引き立て役が私の親しん戚せきにいます！」

　じたばたすれば瑞雅の思うつぼだろう。何な故ぜそれが思うつぼなのか、何故瑞雅の思うつぼにはめられるのかは焰えん雄ゆうには理解出来無い。

　恨うらめしげに笑い焰雄は手を上げる。

「はあい。引き立て役の焰雄です。

　せいぜい間ま抜ぬけな推理で、あんたを引き立てりゃいいんだろ」

　導果はブンブンと首を横に振る。

「とんでもない。きみにはきみなりに一いつ所しよ懸けん命めいに事件に当たってもらうよ。

　引き立て役なのはあくまでも結果論だからね、そんなに気にしなくていいのだ。

　はははっは」

「そうかい。うっかりあんたより先に謎なぞを解といちまって、大おお恥はじをかかせたらそんときは、ごめんよ」

「よいよい。その意い気き込ごみだよ」

　そして導果は、うやうやしく村人たちに一礼した。

「そんなわけです皆みな様さま。これから私めは事件の経けい緯いを拝はい見けんしてまいります」

　焰雄に対する無ぶ礼れいな言げん動どうに比べて、あまりに礼れい儀ぎ正ただしい所しよ作さだった。村人の中に居る犯人に対する、導果の挑ちよう戦せんなのかと和穂は考えた。




　　　　＊




　天は深しん紅くに染そまっていた。

　深紅の空には、烏からすの黒が墨すみのように飛とび散っている。紅くれないの空の中の僅わずかな淀よどみが雲くもだった。

　有あり得えない空の色ではない。

　ただ、見事な夕ゆう焼やけであった。

　先刻のやりとりの間にも日は傾かたむきかけていたのだ。

　小さくはなったが、烏と蛙かえるの鳴き声はいまだ響ひびいている。いや鳴き声は四人について移動しているようだった。耳障ざわりではあったが、これも導果の仕し業わざなんだろうと焰雄は考えた。

　しかし、鳴き声を止めてくれと『お願い』するのが癪しやくなのであえて無む視しする。

　ゆらりゆらりと四人は道を歩いていた。一応整せい備びはされていたが林の中の一本道には彼ら以外に行ゆき交かう者の姿もない。

　気楽な散さん歩ぽに見えなくもなかったが、焰雄と和穂の顔には気楽な表情は全く見えない。

「で、いつものように宝貝ぱおぺいを追ってこの島に渡わたったんです」

　ふむふむと、導果は和穂の言葉に耳を傾ける。

　最初は捜そう査さのふりだけをするのかと考えていた和穂の予よ想そうとは違ちがい、導果は本当に事件の経けい緯いに興味を示していた。

　最初の現場につくまでに、事件の簡かん単たんな経過を和穂は説明しようとした。

　導果は周しゆう囲いを見回す。

「ここは島か。島ねえ。島とは」

　それが意味のある言葉か、口から出ただけの言葉か誰にも判わからない。焰雄は言った。

「島が一つの村で、俺はこの村の出身。今は海かい峡きよう向かいの大だい州しゆうに住んではいるけどね」

　導果は大きく息を吸すい込む。

「漁ぎよ村そんって様子じゃないようだが」

「大昔は漁村だったけど、大州にでっかい漁港が出来たからな。

　ま、どうってことのない居きよ住じゆう地ちだよ。村の中央には、今歩いてる稲とう鈴れいの森もりがあるから、大州向けに木を売ったり、海峡越ごえの船のために灯とう台だいが置かれたりしている。

　俺は大州と村との間に船を出すのを仕事にしている。でかい船じゃないが村の連中の役には充じゆう分ぶんだ」

　和穂が続ける。

「焰雄さんの船でこの村に渡わたったら、事件が起きたんです」

　今のところは取り立てて怒おこっている訳でもなかったが、夕焼けの色が焰雄の顔色を激げき怒どの朱しゆ色いろに染そめていた。

「そう、和穂ちゃんは、ちょいと可愛かわいい疫やく病びよう神がみってところだな。眉まゆ毛げが太いんで妙みような胸むな騒さわぎはしてたんだ」

　導果は至し極ごく当たり前の意見を言った。

「事件が起きれば衛えい士しに相そう談だんするのが当たり前じゃないのかね」

「生あい憎にく、島に常じよう勤きんの衛士は居ない。事件があれば大州の衛士が来る取り決めになっちゃいるんだが、海が荒あれていて船が使えない」

　導果は興味を引かれたようだ。

「つまり、事件が起きた途と端たんに海が荒れたというのかね？　でも、嵐あらしって風ふ情ぜいじゃないね」

「潮しおが荒れるんだよ。別に今までにもなかった話じゃない。

　記き録ろくじゃだいたい四十年に一度はこの潮になる。だから村には食料の貯たくわえはちゃんとある。

　まさか二年も三年も潮が続けばやばいけどな」

「今年はその四十年に一度の年なのかね？」

「いや、陰いん陽よう官かんが作った潮の暦こよみによれば、あと三年はある。

　まさかそれも宝貝のせいなのか？　潮を変えるなんて強力な」

「混こん沌とんを統すべる法そのものは美しいまでに単純だよ。法に掛かかる因いん子しに作さ用ようするのは、強い力でなくても可能だ。

　とかなんとか、それっぽいはったりをかましたりしてね」

　和穂にはよく判わからない。導果が本気かどうかもよく判らないし、どこからが宝貝の仕し業わざなのかすら判らない。

　和穂は耳の索さく具ぐ輪りんに手を伸のばす。

「索具輪は不ふ調ちようで、宝貝の正確な場所までは判らないし」

　瑞雅が道の端はしを指差さす。

「あ、猫ねこだ」

　焰雄は完全に無視したが、導果は猫に目をやる。

「ほう、三み毛けの子猫だね。しかも雄おすだ」

　焰雄は疑わしげに導果を見た。

「探たん偵てい先生の観かん察さつ欲よくは素す晴ばらしいな。いちいち猫の股またぐらまで観察して、性せい別べつ判はん断だんかよ」

「馬ば鹿かを言ってはいけないよ。私はそんな無ぶ礼れいをしない。

　性別ぐらい顔を見れば判る。焰雄君も雄に違ちがいない。太たい鼓こ判ばんだ」

「ご名めい答とう。さすがは探偵先生」

　和穂は首を傾かしげた。

「確か、雄の三毛猫って珍めずらしいんですよね」

「俺は探偵先生の見間違いに賭かけるね。雄の三毛なんて見た事がない」

　ちっちっちと必死に舌した打うちし、瑞すい雅がは三毛猫を呼よび寄よせた。

　そして、遠えん慮りよなく猫の股こ間かんに視線を走らす。

「まあ大変。焰雄の言ったとおりだ。この猫は雌めすですよ」

　導果はかかかと大たい笑しようした。

「こいつは参まいったな。この私とした事が、本当に参ったな。

　さすがは海の男、賭け事には強い、強い」

「あんたが俺を誉ほめることがあるなんて夢ゆめにも思わなかったぜ」

「さすれば論理的に考えて、焰雄君の性別も怪あやしくなるな」

「心配するな。そっちはご名答だ。

　てな感じで、世間話をしている暇ひまなんかないんだよ！」

　可哀かわい想そうに親猫とははぐれてしまったのだろう。三毛猫の肩けん甲こう骨こつをぐりぐりと按あん摩ましてから、瑞雅は猫を抱かかえ込んだ。

　和穂は言った

「でもいくらなんでも、この猫は事件とは無関係ですよね」

　導果は答えた。

「そいつは後の、お楽しみだ」

　三毛猫が示しているのは、探偵のヘボさでしかないではないかと焰雄は考えた。

「ともかく、和穂ちゃんたちをこの島に送り届けて、その日の仕事は仕し舞まいにしたんだ。

　どうせ患者なんて誰も居ないから、いつものように姉ちゃんの所の診しん療りよう所じよを宿代わりにして、俺は寝ねた」

　瑞雅はつまらなさそうに言う。

「村の連中って体だけは頑がん丈じようなんで、つまらないったらありゃしない」

　そんなことを言ってるから患かん者じやがこないんだと焰雄は心の中でつぶやく。

　和穂は出来るだけ正確に、当時の状じよう況きようを説明しようとしたが導果に注意された。

「説明は適てき当とうでいいよ。だいたいの所が判わかれば充じゆう分ぶん」

「船の中で焰雄さんに宿の場所を聞いていたんで、私と殷雷はそこに向かいました」

　殷雷は島全体が敵の術中に陥おちいっている可能性を考慮して、一度宿に落ちつこうとしたのだ。

　導果は鼻の頭をかいた。

「宿屋なんてあるのかい」

「樵きこりや材木の買い付け人がたまにくるから、小さい宿屋はあるんだよ」

　そして和穂はゆっくりと言った。

「宿屋の扉とびらを開けて中に入ると。

　宿屋の旦だん那なさんは倒たおれていました」

　焰雄が道の前方にある建物を顎あごで差す。

「あれが、その宿屋」

　異い様ような建物ではない。

　大きく開かれた門構がまえ、門からのぞく建物も決しておかしくはない。低ひくめの塀へいの内側には松まつの木が植うえられ目め隠かくしと潮風を防ふせぐ役目を果はたしている。

　ありふれた宿屋だ。

　ごく普ふ通つうの宿屋であるから、逆に和穂は気き味みの悪さを感じた。どこにでもある普通の宿屋。だからこそ、人の気け配はいが全くしない今の状態がとてつもなく寂さびしく感じられる。

　門と建物の間に敷しかれた敷しき石いしの上を、導果はピョンピョンと飛び跳はね、宿屋の暖の簾れんをくぐった。

　ぞろりぞろりと他ほかの三人も続く。

　高い天てん井じように湿しめったような石いし畳だたみ、明りとりの窓からは紅くれないの日が差し込んでいる。

　幾いくつかの卓たくが置かれているのは、泊とまり客目当ての食堂も兼かねているからであろう。

　無数の卓には逆さかさにした椅い子すが置かれていて客の不在を物語っていた。ただ一つ壁の横の卓の上には椅子が置かれていない。

　その卓を前にして導果は、顎を摩さすっていた。

　そんな導果の顔を見て、焰雄は面おも白しろそうに笑う。

「どうだ、探たん偵てい先生。面白いだろ？」

　和穂が言葉をつなぐ。

「そうです。導果さんが見ているその卓の上で宿屋の旦だん那なさんは倒れていました」

　その卓の上にだけは椅子は置かれていない。

　ちゃんと石畳の上に置かれた椅子の上に宿屋の主人は座すわっていたのだ。

「椅子に座って、上体を投げ出すようにです。最初は居い眠ねむりでもしてるのかと思ったんですけど」

　導果は黙だまり卓を見つめた。とうの昔に宿屋の主人は運び出されている。

　それでも導果は卓を見る。

「この卓の模も様ようは何かね？　細さい工くにしちゃ見事だが」

　焰雄が答えた。

「細工じゃないよ。宿屋の親父おやじが新しい卓でも仕し入いれたのかと、最初は俺も思ったがそうじゃない。

　その卓は俺もよく知っている卓だ。そこの角すみっこに焼やけ焦こげがある。そいつは、俺が二年ほど前に、キセルを落っことしてつけた焦げだ」

　宿屋の主人が倒れていた卓の一面には、幾き何か学がく的てきな模様が記しるされていた。蝶ちようの羽はねを思わせるような曲きよく線せんが躍おどり、深い海に住む魚だけが持つ、異様な文もん様ようにも見えた。

　導果は卓を食い入るように見つめた。

　軽い、失しつ望ぼう感かんを焰雄は感じた。

　心のどこかでは、導果が軽く謎なぞを蹴け散ちらすことを期待していたのかもしれない。だが、今の導果の行動はごく普ふ通つうの反応だ。

　誰もが不ふ思し議ぎがるこの模様を見て、普通に不思議がっている。

「判わかったろ。何かが妙みようなんだ。犯人の目くらましか？　とてもそうは思えんし、理解に苦しむ。

　その模様には絶対意味があるはずなんだ」

　焰雄が言葉を止めたのは、導果が異常な行動に出たからだ。

　導果はクンクンと卓たくの匂においを嗅かいでいた。

　和穂の袖そでをひっぱり焰雄は耳打ちした。

「奴やつは何をしている？　まさか犬並なみの嗅きゆう覚かくを持ってるなんてオチじゃねえだろうな」

　導果は笑う。

「はははっは。生あい憎にく、鼻は人並みだ。地じ獄ごく耳みみではあるがね」

「で、どんな匂いがした？」

「ご飯と魚と醬しよう油ゆと味み噌そ。まあ、食堂の卓としては当たり前の匂いがほとんどだな。

　ちょっとばかり面おも白しろい匂いもしたが」

　この模様を前に焰雄は何時間も頭を絞しぼっていた。だが、さすがに匂いを嗅かいだ事はない。

　焰雄も卓に鼻を近づける。

「確かに、飯やら醬油やら味噌の匂いが残ってはいるな。後は焼き魚の匂いか。

　でも、他ほかには何の匂いもしないが」

　瑞雅は言った。

「うちの家系って思ったより、素す直なおだったのね」

　瑞雅の言葉で焰雄は我われに戻もどる。

　何が悲しくて、食堂の卓の匂いを、必死になって嗅がねばならないのだ。卓の匂いを嗅いで、謎が解とけるはずもない。

　まんまと導果に一いつ杯ぱい食わされたのかと、頭に血が上のぼる。

　焰雄は吠ほえた。

「で、結局、この模様の意味は判ったのかよ！」

「他の現場にも似たような模様があったのかい」

「ご名めい答とう。他の現場にも、これと似たような訳のわからん模様が残されている。

　当然、犯人が残したもんだろう。でも、何な故ぜそんな物を残す！」

　真しん剣けんな表情で導果は言った。

「決めつけは良くないな。果たしてこの模様は本当に犯人が残したものなのかね？」

「どういう意味だ？」

「たとえば哀あわれな被ひ害がい者しやが、意識を失うしなう前に犯人の手がかりを残そうとしてだな、最後の力を振ふり絞しぼり……聞いてる？」

「聞いてない」

　和穂も何度もこの模様には頭を悩なやませていた。

　事件の現場には必ず、この模様が残されていたのだ。

　ただ、奇き妙みような模様そのものは全く同じ形をしていない。よく似ているが、じっくり見比べれば違ちがいが判わかる。それに大きさもまちまちだ。

　この卓たくの模様が一番大きく、他の物はせいぜいが掌てのひら程度の大きさだ。

　この模様には何かある。しかし、模様の意味は判らない。

「導果さん。もしかして、これは『符ふ』の一種じゃないんでしょうか？」

　呪じゆ符ふ。仙せん術じゆつ的てきな力で事件が巻まき起おこされているのだろうか。

　確かにそう考えるのが一番楽だったが、導果は即そく座ざに否定した。彼自身は呪符の類たぐいを操あやつれないが、符を読む知識は持ち合わせていた。

「まさか。これは、符でどうこうした、そんなつまらない事件じゃないよ。

　こいつは符じゃない。そいつは太たい鼓こ判ばんだ」

　いっそ、これは不思議なことを巻き起こす不思議な呪符だと言い切られたほうが、焰雄にとってはすっきりした。

「じゃあ、なんなんだよ。この模様にはどういう意味が隠かくされている？　どうせあんたにも判らないんだろ！」

　さも当然のごとく、導果は答えた。

「いや、意味は判るよ。何が書いてあるか読めるからね」

　さり気ない一言だが、焰雄と和穂の顔にとてつもない驚おどろきの表情が浮うかぶ。

　と、同時にまたしても落らく雷らいが起き、烏からすと蛙かえるの大きな鳴き声が響ひびき渡わたったが、今回に限っては過か剰じような演えん出しゆつではなかった。導果の言葉に和穂と焰雄は雷かみなりで打たれたぐらいの衝しよう撃げきを受けていたのだ。

　ただ、瑞雅だけはさっき拾った三毛の子こ猫ねこの方が気になっているようだったが、その神経が焰雄には理解できない。

「わ、判るって、また冗じよう談だんかよ！」

　模様の真ん中を横切るように導果は卓をなぞった。

「これは一つの文様じゃない。よく似ているけど、上半分と下半分は全く別の種類の文様だ。

　上半分が四し渦か族、下半分は覚か覚が螺ら族に伝わる呪まじない文もん様ようだ。ちなみに二つとも砂さ漠ばくの民みん族ぞくではあるが、住んでいる場所は全く別の砂漠だよ」

　初めて手がかりらしきものが摑つかめたのだ、焰雄は慌あわてた。

「呪い文様だと！」

「たいしたもんじゃない。今じゃ土産みやげ物の敷しき物ものに織おり込こまれているぐらいだからね。終計都の古物屋にも少しは出まわってる。

　ただ、同じように見えても当然文様ごとに別の意味がある」

「和穂ちゃん、他ほかの文様も！」

　言われて急いで和穂は懐ふところから分ぶ厚あつい短たん冊ざくを取り出した。そこに描えがかれているのは文様の正確な写うつしだった。

　導果はそれらにも目を通す。

「うむ間ま違ちがいない。全部同じ民族が用いる呪い文様だ」

「文様の意味も判わかるんだな」

　得意げに導果は答えた。

「当然だよ、焰雄君」

「判った、少しは、いや思いっきり見直したぞ探たん偵てい先生！」

「はははっは。でもどうせすぐに馬ば鹿か探偵呼ばわりするんだろ」

「とんでもない！　で、意味は？」

　宿屋の主人が倒たおれていた椅い子すに導果は座すわり短冊に筆ふでを走らせる。筆をどこから取り出したのか疑ぎ問もんに思う余よ裕ゆうすら焰雄にはなかった。

　文字どおり、目にも留とまらぬ速はやさで導果は短冊に意味を書き込んだ。

「出来たぞ。でも忠ちゆう告こくしよう。焰雄君、見ないほうがいいと思うぞ」

　ごくりと焰雄は生つばを飲み込んだ。

　文様の答えが犯人に直ちよつ結けつしているのか？　そして犯人を知ることが自分の為ためにならないとでも言いたいのか？　しかし、焰雄は引き下がるわけにはいかない。

　別の椅子に座り、焰雄は短冊を手に取る。肩かたごしに和穂も視線を走らす。

　最初の項こうには当然のように、宿屋の文様、すなわち今目の前にあるのと同じ文様が記しるされている。

　視線を落とすとそこには二つの文字が書かれていた。上と下に一文字ずつ、それぞれの文様と対応しているのだろう。

　上には『敵てき』と下には『讐しゆう』の文字があった。

　冷ひや汗あせに似た嫌いやな汗が和穂の背中を伝った。

　これが文様の意味なのか。

「犯人は復ふく讐しゆうのつもりでこの事件を？」

　焰雄は首を縦たてに振ふった。

「どうやらそうらしいな」

　真しん剣けんな二人を横にして、導果と瑞雅は猫ねこをあやして遊あそんでいる。

　導果の忠告が気がかりな焰雄は、和穂に言った。

「まさか、復讐には俺が絡からんでいるのか？」

「判わかりません。でも次の項を見れば」

　いわれなくても判っていた。判っていたが項を捲めくる手が僅わずかに震ふるえる。

　続いて現れたのは『船』と『主』の二文字。

「船の主。どうやら俺に間ま違ちがいない」

「焰雄さん」

「いや心しん配ぱい無む用よう。たとえ真実が何であれ受け入れる勇ゆう気きはある。それにやましい事はないんだよ」

　次の項には『殺』と『犬』の字が。

　和穂は分ぶん析せきする。

「焰雄さん、もしかして犬を殺したことがあるんじゃ？」

「いやない。この場合の『犬』は罵ば倒とうの意味での犬呼ばわりだろう」

　猫は困っていた。瑞雅が尻尾しつぽの毛を逆さかなでするのが気持ち悪かったが、導果には喉のどをなぜられて心地ここちが良かったからだ。

　続いては『花』と『土』。

「これはどういう意味なんでしょうか？」

　和穂には判らなかったが焰雄はすぐに答えを思いつく。

「お前を殺して土の中に埋うめて、花を飾かざってやる！　と見た」

「割と手て厚あついんですね」

　次は『窓』と『糸』。

「首に縄なわをかけて窓から突つき落として首つりだ！　と読んだ」

「でも、縄じゃなくて糸って」

「うるさい。先に進めば判る」

　だが、判らなかった。

　次に現れたのは『鰤ぶり』と『霜しも』だったのだ。

　意い地じ悪わるく導果は言った。

「どうだ凄すごいだろ。砂さ漠ばくの民族なのに、鰤や霜を表す文様があるんだ」

「黙だまれ馬ば鹿か探たん偵てい！」

　珍めずらしく瑞雅が驚おどろく。

「まあ凄すごい。導果さんの予想通り、焰雄が馬鹿探偵って！」

　当然その事は焰雄も覚おぼえていた。だからわざわざ言ったのだ。

「わざと言ってるんだよ姉ちゃん！」

　和穂はパラパラと項を捲めくってみたが、やはり意味は見いだせない。『死』やら『病』などの物ぶつ騒そうな文字もあったが、肝かん心じんの繫つながりが見いだせない。

「導果さん、これはどういう意味なんですか？」

「意味はない。しかし意味がない事に意味があるのかもしれないね。

　何な故ぜ、無意味な文様が残っていたかという理由は当然ある。心配無用。いずれ教えてあげよう、この模様がなんであるか」

　もったいぶった態たい度どは焰雄の好このみでは無かった。

「今、教えろ」

「駄だ目めだってば、焰雄君。こういう代しろ物ものは、もっと場を盛もり上げてから謎なぞを解かなければ面おも白しろくないでしょ」

　瑞雅が同意する。

「そうよ。村の連中もこの模様の謎を知りたがってるのに、焰雄だけ知ろうなんて不ふ謹きん慎しんよ」

　瑞雅と言い争う趣しゆ味みは焰雄にはない。

「判った、判った。その代かわり、後で絶対説明してくれよ」

　説明できなければただではおくまいと焰雄は心に誓ちかう。

　和穂は事件の説明を続けた。

「あと、肝かん心じんなところなんですけど、宿屋の旦だん那なさんは死んじゃいません。

　意識を失うしなってるだけなんです」

　医者は吞のん気きだった。

「ちょっと違ちがう。意識を失っているというより、臨りん終じゆう間近の昏こん睡すい状じよう態たいに近いね。

　普ふ通つうならそのまま臨終なんだけど、死ぬでなし、かといって意識が戻もどるでなし」

「死んではいないんだね」

「正しよう直じき言って、よく判わからない。今さらこれぐらいの症状じゃ驚おどろきゃしないけどね。

　息があるから、死んではいないのだけは確か。看かん護ごしても良くならないけど、看護しなくても平気なようだから、被ひ害がい者しやは棺かん桶おけの中に入れてる」

　焰雄が『棺桶ではなく、人が一人、ちょうど横になって眠ねむれるだけの大きさの木箱だ』と、瑞雅の言葉を訂てい正せいしたが、面めん倒どう臭くさがりの医者は同どう意いしない。

　導果は状じよう況きようを確かく認にんした。

「つまり、哀あわれな宿屋のご主人と同じような状態の人間が何人もいる。

　その状態になった現場には模様が残っていると」

　和穂は頭をひねる。

「模様の件を置いておけば、なんらかの病気が広がっているとも、考えられそうなんですが。

　あ、それでも無む理りか。被害者の人は一人の時に狙ねらわれてるんです。被害者の人が倒たおれる所を目もく撃げきした人はいなくて。

　明らかに誰だれかに狙われて、昏睡状態に落とされてるんです」

　和穂の言葉を導果はにこやかな笑え顔がおで聞いていた。そして、口を開く。

「で、何人が被害に？」

「百五十二人。生き残りは和穂ちゃんを除のぞいて十三人」

　導果は驚く。

「なんと。それは大事件じゃないか！」

「やっと気がつきやがったか。名めい探たん偵ていならさっきの短たん冊ざくの枚数で気付けよ！」

「そんな大事件なのに、どうみても事件の関係者である和穂君を野の放ばなしにしているのは感心せんね」

　焰雄は答えた。

「全くだね。俺はこんな怪あやしくて眉まゆ毛げの太い疫やく病びよう神がみはさっさと鱶ふかの餌えさにでもしちまえと提てい案あんしたんだが、村の連中はお人好しでな。

　悪いのは和穂ちゃんが追いかけてる宝貝の所持者なんだから、和穂ちゃんに協力すると決めたんだ」

　和穂は居い心地ごこちが悪そうだが、焰雄の怒いかりは当然でもあった。村人たちは、宝貝の回収劇げきのとばっちりを受けているのだ。

　そんな和穂に気を遣ったのか、導果は話題を変えた。

「それで、最初の被ひ害がい者しやが出てからどれぐらいの日にちが経けい過かしている？」

　和穂は指折り数える。

「二週間です」

　事件はあまりにも急きゆう激げきに進行していた。それゆえに和穂を責せめる声が起きる余よ裕ゆうすらなかったのだ。

　あまりに異様で急激で尋じん常じようならざる事件に村人たちは怒りの前に憔しよう悴すいしていた。

　それがあの村人たちの暗い表情の理由かと、導果は納なつ得とくした。

　焰雄にしたところで、自分の家族が被害者になっていたら、今の気力が保たもてていたか定かではない。

　蛙かえるが鳴く。烏からすが鳴く。大きくはないが断続的に雷かみなりが轟とどろいている。

　導果は首を捻ひねり、首の骨をコキコキと鳴らした。

「二週間か。さてと、百五十か所も現場を回るのは面めん倒どうだから、現場検けん証しようは止やめだ。

　次は被害者の見物に行こう」

　瑞雅が先頭に立つ。

「数が多いから、村の材木置き場に棺かん桶おけは集めてるの」
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　材木置き場とはいえ、さすがに野ざらしではなかった。

　簡かん易いではあるが大きな屋や根ねと、その屋根を支ささえる数本の太い柱はしらがある。

　純じゆん粋すいな材木置き場というよりは、出しゆつ荷かする材木をある程てい度ど加工する為ための施し設せつを兼かねている。村の集会所の造つくりに似ていた。

　その屋根の下、棺桶が整せい然ぜんと並ならべられていた。

「どう、凄すごいでしょ」

　さすがの導果も、なぜこの風景を前に、瑞すい雅がが誇ほこらしげに胸を張っているのかが推すい理りできない。

　そんな導果を見て瑞雅は言った。

「この棺桶は全部私が作ったんです」

「ほお、そいつは凄い」

　瑞雅はコンコンと近くの棺桶を蹴ける。当然、中には被害者が入っている。

「最初は上う手まく作れなかったんですけど、数を重かさねていくうちだんだん面おも白しろくなってきて、面白くなれば出来もよくなって」

「いやはや全く、継けい続ぞくは力なりですな」

「大だい工く仕事の基き本ほんは、いかにして水平と垂すい直ちよくを作り上げるかなんで、棺桶づくりも奥おくが深いんですよ」

　医者の言葉とも思えないが、焰雄は辛しん抱ぼうした。

　導果はぐるりと棺桶を見回す。幾つかの棺桶は蓋ふたが開けられ、中には何も入っていない。

「凄いですな。ちゃんと棺桶は十三個余よ分ぶんに作ってある」

「まあ、さすがにお目が高い！」

　怒おこるな怒るな、瑞雅には悪わる気ぎはない。だからいいのかとも思うが、瑞雅の相手をしている余よ裕ゆうは焰雄にはない。

「どこに誰が入っているかは、棺桶じゃなかった、箱の蓋ふたに書いてある。

　どうする？　やっぱり宿屋の旦だん那なから見てみるか」

　導果は屈かがみ込み、蓋を外はずしに掛かかった。

「いや、どれでも構かまわん」

　そして、棺桶の蓋は外された。

　横たわるのは、一人の青年であった。

　底そこには布が敷しかれ、腕うでは腹はらの上で組まれている。

　瑞雅も棺桶を覗のぞきこみ言った。

「どうです。やすらかな寝ね顔がおでしょ」

「ふむ。まさに寝顔ですな」

　導果は横たわる青年の頰ほおをつつく。

「体たい温おんも下がっていますな」

「体温は低てい下かして、呼吸も微かすかなもの。でも特に異状はなし。敢あえて言うなら、冬場の蛙かえるみたいな冬とう眠みん状態と、診みましたが？」

「冬眠かどうかはさておき、目を覚まさせようとして、色々なちょっかいを出してない判断には敬けい服ふくいたしますな。

　症しよう状じようが完かん璧ぺきに不明だから、処しよ置ちをしないなんて、そうそう出来るもんじゃない」

　瑞雅は焰雄の背中を思いっきり叩たたく。

「ほらみなさい。見る人が見れば、私の判断の正しさが判わかるのよ」

「だがよ、このまま放ほうっておけば、やがて餓が死ししちまうんだろ」

「うるさいわね。だからといって、打つ手がないんだから仕方がないじゃない」

　ともかく、この人たちを助けるまでは絶対に気が抜ぬけないと和穂は考えた。

「導果さん。治ち療りよう方法はあるんでしょうか？　殷雷は仮か死し状態だから、宝貝を止めない限りはどうしようもないって言っていました」

　人の虚きよをつくことは多い導果であったが、珍めずらしく和穂の言葉で自分が驚おどろく。

「あ！　そういやころっと忘れていたが、殷雷君の姿が見えないようだね。

　奴やつは何ど処こに居る？」

　焰雄は腕の包帯を焰雄に見せつけた。

「あの馬ば鹿かなら、牢ろう屋やの中だ。

　何をとち狂くるったのか、俺に斬きりかかりやがった」

　瑞雅は殷雷をかばう。

「そんな擦すり傷で大おお騒さわぎするんじゃないよ。本気で斬りかかられたら、腕うでだけじゃ済すむもんですか。太い血けつ管かんはちゃんと避さけて斬ってるんだから凄すごいもんよ。私も見習いたいぐらい」

　とうの焰雄も傷を負おわされたことについてはさほど気にしてないようだった。包帯こそ巻いてはいるが、腕の動きにぎこちなさはない。

「別に怪け我がに怒おこってるんじゃない。

　あいつは俺が犯人だと早とちりしやがったんだ。それが腹はら立だたしい」

「焰雄さん、本当にすいません。私がもう少し早く殷雷を止めていれば」

「気にするな。気にするんなら、この事件に村を巻き込んだことを気にしやがれ」

「はい」

　少しばかり焰雄は後味が悪かった。村人たちが決めたように、悪いのは和穂ではなく、宝貝の所持者だ。

「だいたい、犯人は村のどいつなんだ？　十三人の生き残りの中に犯人は居るんだろ」

　瑞雅は自分も事件に巻き込まれているのに吞のん気きだった。

「それじゃ、このまま生き残りが減へっていけば犯人も探しやすくなるじゃない」

「姉ちゃん。犯人もそこまで馬鹿じゃない。ここんところ、灯台守もりの爺じじい以外被ひ害がい者しやはいないだろ」

「なるほど、意外に犯人は利り口こうなのね」

　意外ではない。とてつもなく利口だ。だから追い詰つめられているのだ。この村にそんな利口な奴がいるのが焰雄には意外でもあった。

　ぽつりと和穂は言った。

「あ、もしかして犯人は被害者の中なかに」

　珍めずらしく慌あわてて導果は和穂の口を塞ふさぐ。

「おっと、和穂君。そういう鋭するどい指し摘てきは軽はずみにするもんじゃない。

　探たん偵ていの名推理が霞かすんでしまうじゃないか」

　耳元でささやく導果の言葉に和穂は口をつぐんだ。和穂の言葉を誤ご魔ま化かす為ために導果は大声を張り上げた。

「いやはや全く、十三人の中で犯人は誰なんだろうねえ」

「何を吞気に。言っておくが適当に犯人をでっち上げようなんて考えるなよ。

　犯人を見つけて、こいつら全員を助けない限り事件は解決しないんだからな」

「十三人の中でお薦すすめの怪あやしい奴やつはいないかね」

　大きく焰雄は溜ため息を吐つく。

「そういう問題か？　正直言ってここまでくりゃ全員怪あやしいんだよ」

　瑞雅が不満を口にした。

「ちょっと私も疑ってるの？　私の何が怪しいのよ」

「姉ちゃんは疑ってない。でも怪しさではこの村一番だぞ」

　瑞雅の場合は、怪しさが常つねにある為、言げん動どうの怪しさが日常と化している。

　宝ぱお貝ぺいの所持を隠かくす為に、怪しい言動をとっているとは考えにくいのは確かだった。

　が、それすら裏をかく為の作戦なのかもしれない。

　もう少し村の生き残りが居て、もう少し事件の進行が遅おそければ、村の中に疑ぎ心しん暗あん鬼きの風がふきすさんだだろう。

　しかし、疑心暗鬼に躍おどるには村人たちは疲つかれ果てていた。




　　　　＊




　牢ろうの中に敷しかれた筵むしろの上に座すわり、殷いん雷らいは機き嫌げんが悪そうに壁かべを見ていた。

　牢の中には殷雷しかいない。

　武ぶ器きの宝貝が持つ鋭するどい感覚をふるうまでもなく、賑にぎやかな連中が近づいているのが判わかる。

　その声の中に導果のものを聞き、殷雷の眉み間けんに皺しわが作られた。

　どやどやと牢に続く階段を一行は降おりてきた。

　導果が口くち火びを切る。

「やあ、殷雷君よ。とうとう牢に繫つながれるまでに零落おちぶれたか！　それに、きみは昔から、ふてくされると壁に向かう癖があったな」

「やかましい」

　振ふり向くのもいやなのか、殷雷は壁を見つめたまま、こちら側を見ようとしない。

　檻おりにつながれた珍めずらしい動物を見るかのように導果は無む邪じや気きに牢を揺ゆする。

「なんだ、どれだけ凄すごい牢ろう獄ごくかと思えば、酔よっぱらいをぶちこむ虎とら箱ばこじゃないか。

　こんな木組ぐみの檻なんか、殷雷刀とうの前じゃ紙の牢と同じじゃないのかい？」

　しっしと手を振るように、殷雷の束たばねられた髪かみの毛が動く。

「和穂」

「はいはい」

「よりによって導果先生か？　他ほかに呼ぶ奴やつはいなかったのか」

　とはいえ、役に立ちそうなのは導果しかいないのは殷雷も承しよう知ちしていた。

「導果先生よ。哀あわれな刀の宝貝を見物して気が済んだなら、とっとと事件を解決してくれよ」

　殷雷の機嫌の悪さには構かまわず、導果は触ふれられたくない場所に切り込む。

「殷雷君。きみは見当違ちがいで、無実の人間に斬きりつけたそうじゃないか」

「うるせい」

「なあに、そんなことはどうでもいい」

　どうでもよくはないという焰雄の言葉を導果は無視した。

「間違って人を斬った殷雷君は、和穂君に無む茶ちや苦く茶ちや怒おこられて、それでおとなしく牢屋に入ったと推理したがどうだい？」

　壁かべに顔を向けているおかげで、殷雷は力の限り屈くつ辱じよく的てきな表情を浮うかべた。

「だったらなんだ。俺をからかいにきたのか？」

「いや、これもまた事件を解決する為ための重要な証しよう拠こだよ」

「先生。言ってる意味が完かん璧ぺきに判わからん」

　導果は和穂に言った。

「和穂君！　きみは今までに自分の過あやまちを素す直なおに反はん省せいする殷雷君を見たことがあるかね！」

　辟へき易えきとして殷雷はうなる。

「いいから事件を解決しろよ」

　導果はこくりこくりと頷うなずいたが、頷いたからといって、導果が他人の指示に従したがうと勘かん違ちがいするお人好しはいなかった。

　導果は珍ちん獣じゆうの解説をする教きよう師しのように、和穂たちに向き直った。

「さあ、今から殷雷君の破は綻たんした推理を披ひ露ろうしてもらおうじゃないか。

　そうすれば事件を解決する糸口が見つかるかもしれん」

　出ていけといって出て行くたまじゃないのは、殷雷も承知していた。

「何が聞きたいんだよ」

「殷雷君。敵てきが持っている宝貝の種しゆ別べつはなんだと思う？」

「はん。そんなのは判り切っている。

　敵の正体は暗あん器き、つまり隠かくし武器の宝貝だ。それは間違いない」

　瑞雅は暗器の意味がよく判らない。

「隠し武器？」

「隠す。って部分にゃ強い意味はない。

　人知れずに相手を倒たおす武器という意味に受け取れ。隠すのは、その為の手段だからな。

　暗器の宝貝となりゃ、そりゃ手て際ぎわは見事なもんさ。よほど入にゆう念ねんに罠わなを仕し掛かけない限り、尻尾しつぽは出さない。

　とはいえ、いくらなんでも武器の宝貝の目前で仕事をすりゃ当然ばれるぜ」

　武器と暗器。当然に得意とする部分があった。いかに暗器とはいえ、警けい戒かいしている武器の宝貝の目前では、簡単に動きはとれないと殷雷は語かたっているのだ。

　導果は焰雄たちの表情を楽しむ。

「なるほど、殷雷君。暗器ならば、犯行の手際の良さが説明出来るな。

　では、あっちこっちに残された、あの不ふ思し議ぎな模様は何とする？」

「なめられてんだよ。挑ちよう発はつされてんだ。

　あの模様には絶対に何か意味があるんだろうが、理解できん。

　おい、導果先生。まさかあの模様の謎なぞを解といたのか？」

　殷雷の質問の相手をする気は、導果には全くない。

「被ひ害がい者しやのあの状態はなんと見る？」

「けっ。只ただの仮死状態じゃねえか。暗器どころか気の利きいた武器の宝ぱお貝ぺいなら、あれぐらいの芸げい当とうは出来る。

　わざわざ仮死状態にしているのが、余所よそ者ものじゃなくて村人の中に宝貝所持者が居る証しよう拠こになっている。

　さすがに、自分が逃にげ延のびる為ために、顔見知りの村人を殺すのは忍しのびないんだろう。だから仮死状態だ！」

　焰雄の顔から迷いがふと消えた。

「なんだ、殷雷。暗器が巻き起こした事件。それが事件の全ぜん貌ぼうなんじゃないか。

　そりゃ、誰が暗器を使っているかは判わからないが、事件そのものは不思議じゃない」

「黙だまれ船せん頭どう」

「船長だ！」

「おかしいんだよ。何かが変なんだ。

　事件が重かさなってはじめて、俺は敵が暗器を使っているのに気がついた。

　それまでは武器の宝貝だと思っていた」

　殷雷が何を悩なやんでいるのかが、焰雄には理解できない。

　殷雷は続けた。

「ちょいとばかり油ゆ断だんした。暗器だと気がつくまでに、二度ばかり油断していた」

「油断？」

　瑞雅が焰雄の横腹をつつく。

「駄だ目めよ、焰雄。野や暮ぼな事きいちゃ。

　武器の宝貝さんが油断したってことは、二度ばかり和穂ちゃんの身を危き険けんにさらしたって意味でしょ」

　怒ど鳴なり返したいが、瑞雅の指し摘てきに間ま違ちがいはない。

　殷雷はグシャグシャと頭をかく。

「暗器の宝貝ってやつは、たいがいが蛇へびみたいに狡こう猾かつなんだよ。

　身を潜ひそめて仕し掛かけ時を待ち、僅わずかの隙すきを見つければ一気に仕掛ける。

　なのに敵は和穂を倒たおそうとはしなかった。

　何な故ぜだ？」

　和穂の護ご衛えいである殷雷が、吞のん気きに牢ろう獄ごくに繫つながれている。

　それは殷雷は和穂の身の安全を確かく信しんしているのだ。狡猾な敵が二度の隙を見み逃のがす筈はずはない。逆に言えば敵は和穂の命いのちを狙ねらっていないのだ。

　武器の宝貝独どく特とくだが、実じつ戦せんに裏うら打うちされた正確な読みだった。

　殺せる機き会かいに殺さないのは、殺す意い思しのない証しよう拠ことしか考えられない。

　殷雷の大声は遠とお吠ぼえにしか聞こえない。

「奴やつの狙いはなんだ？」

　たとえ思いついても口に出しにくいことに限って瑞雅は大声を出す。

「判わかった。敵の狙いは村人なのよ。

　村人を始末するのが敵の目的で、村人じゃない和穂ちゃんには害がいを加える気がないんだ。

　それなら納なつ得とくね！」

「納得じゃないよ、姉ちゃん。

　だったら昏こん睡すいだか仮死状態だか知らないけど、そんなしち面めん倒どう臭くさい仕掛けをせずに村の連中を殺せばいいだろ」

「焰雄は小さい頃ころから口答えばっかりするんだから」

　殷雷は最後に導果に問いただす。

「導果先生よ。この事件の正体はどんな代しろ物ものなんだ？

　判ってる。詳くわしい説明を頼たのんでも、どうせきいちゃくれないだろ。

　だから、感かん触しよくだけでもいい。

　これはどんな事件なんだ」

　大きく手を広げクルクル回り、導果は言い放った。

「これは凄すさまじく、大変な事件だよ。

　とてつもなく大きい人ひと質じちを取られてしまったね」

　人質。

　仮死状態の村人を意味しているとしか焰雄には考えられない。

　眠ねむりつづける村人たちが人質なのか。

　だが、敵は人質をとって何をしようというのか。

　依い然ぜん、謎なぞは何一つ解かれてはいない。
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　くるりくるりと回る導果の仕し草ぐさ。

　大げさな言葉を操あやつる言葉は低く、どこまでも通り抜ぬけていきそうだった。

　導果は不ふ敵てきに笑う。

　不敵な笑えみの理由は、その心が傲ごう岸がん不ふ遜そんだからではないと、和穂はようやく判わかりかけてきた。

　不敵な笑みは遠くからでもよく見えるからだ。

　和穂にもようやく飲み込めてきた。

　導果はふざけていない。

　とてつもなく本気に事件に当たっている。

　だけど誰もそれには気がつかないだろう。

　導果の宝貝としての正体を知らぬ限り、彼の行動は道どう化けにしかみえない。

　彼は劇げきの筋すじ書がきを綴つづる宝貝なのだ。




　導果は診しん療りよう所じよに生き残りの村人たちを集めさせた。

　そして村人が到とう着ちやくする前に、瑞雅が作り上げた十三の棺かん桶おけを器用に積つみ上げ、一番後ろに座すわる村人からでもよく見えるように、壇だんを作り上げた。

　てきぱきと流れるように指示を出し、渋しぶる焰雄をこき使い、壇の上に一つの卓たくを設置し、村人たちと相対するように自分の椅い子すを置く。

　だいぶ悩なやんだ揚あげ句く、自分の右手に焰雄の席を置き、左手に和穂の席を置く。

　瑞雅の椅子は壇の上ではあるが、卓からは少し離はなれていた。

　ぞろりぞろりと姿を現した村人たちの目には何の期待もない。

　ただ一人導果だけは嬉き々きとして、卓やら蠟ろう燭そくやらを自分の気に入るように設置していた。

　指折り数かぞえて、導果は村人たちが全員集まったのを確かく認にんした。

　そして和穂たちにも壇の上の席に座るように指示を出す。

　和穂は確信した。

　これから劇が始まるのだ。舞ぶ台たいに居るのは自分の役やく柄がらを知らない役者たちだ。

　導果さんは探たん偵てい役やくを演えんずるのだろう。焰雄さんは、村の人たちの代だい弁べん者しやとして疑ぎ問もんをぶつける答えの引き出し手に違ちがいない。

　瑞雅さんの役割はよく判わからない。舞台の端はしに座っている事に意味があるはずだ。導果さんは道化には二種類あると言っていた。

　間ま抜ぬけな道化と、巫ふ山ざ戯けながらも真実をさらけだす利り口こうな道化。彼女は端はしに座っているから主役の扱あつかいじゃない。ならば、利口な道化なんだろうか。

　では私の役はなんなのだろうか？　和穂は考えたがよく判らない。それに肝かん心じんの犯人はどこにいるのか？

　診療所の扉とびらを閉しめた焰雄が席に着く頃ころ、周囲には重い沈ちん黙もくが漂ただよいはじめていた。

　導果が沈黙を破やぶる。
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「さて、この世にはあってはならない尋じん常じようならざる道具、宝貝という言葉を皆みなさんは御ご存ぞんじですかな」

　導果は村人たちに語りかけていた。

　焰雄はとんだ酔すい狂きようにつきあわされている自分が情なさけなくて仕方がない。

「えらくはじめから説明してくれるんだな」

　喋しやべった後、焰雄は居い心地ごこちの悪さを感じた。

　まるで喉のどに何かがつかえたような違い和わ感かんがある。

　いつもより声が出ていない気がした。

　導果は両手を広げた。

「まあ、おとぎ話にもよく出てくるし、言葉ぐらいは御存じでしょうな。

　実際に殷雷君の姿を皆さんは知っておいでだ。

　彼が刀に姿を変える現場に居い合あわされたのなら、宝貝の存在に異い議ぎを唱となえる方はおられますまい。

　何を隠かくしましょう、この私めも宝貝なのでございます」

「知ってるよ。瓢ひよう簞たんの中から出てきたじゃないか」

　焰雄は軽く咳せき払ばらいした。やはり声が変だ。ぜんぜん声が通っている感覚がない。

　そんな声では聞こえんとばかりに、導果は続けた。

「証しよう拠こというにはつまりませんが、簡単な芸当なんぞ一つ」

　導果の指がぱちんと鳴なり、卓たくの上に置かれた蠟ろう燭そくに火が灯ともった。導果は露骨に、おどけて言った。

「なんだ宝貝と偉えらそうに言ったところで、出来るのは手て品じなまがいの見み世せ物ものかと思われたらごめんなさい。

　しかし、とてつもない能力を持つ宝貝もあるのです」

　自分の声の違和感の理由がやっと判わかった。

　声は普ふ段だん通りに出ている。

　導果の声の前にかすんでいるのだ。導果の声の響ひびきに比べれば、自分の声は消え入りそうなものだ。

　焰雄はしっかりと腹はらに力をいれ、声を絞しぼり出した。

「宝貝談だん義ぎに意味があるのかい？　俺たちゃ、能のう書がきなんかより犯人に興味があるんだ」

「これだから海の男は短気でいけない。

　海の男といえば、きみは博ばく打ちはやるのかい？」

「海で働はたらく人間に偏へん見けんがあるんじゃないのか？

　そりゃ博打は嫌きらいとは言わんが、仕事をそっちのけにしてまではやらないぜ。

　海に出られない時に、暇ひまつぶしにやる程度かな」

　どう答えようが導果には関係がなかった。

　博打は嫌きらいだと答えれば、導果は小しよう心しん者ものとして焰雄を挑ちよう発はつするだけだった。

「そうかい。ではちょっとやってみるか」

　ごそごそと袖そでに手を入れ、導果は七個の賽子さいころを取り出す。

「あんたの袖にゃ、いろいろ入っているな」

「小道具はね」

「？」

「あぁ、あまり専せん門もん的てきな勝しよう負ぶをやっても仕方がないんで、単たん純じゆんなのをやろう。

　出た目の大きいほうが勝ちだ。

　勝負を公こう正せいにする為ために、振ふり役は和穂君にお願ねがいしよう。村の人たちにも解わかり易やすいように、目は読み上げてくれ」

　和穂は賽子を受け取る。

　導果がうながす。

「まず、私の分だ」

　乾かわいた心地ここちよい音を立てて、賽子は転がっていく。

　目は一、一、一、四、四、五、六。

「てんでなってないな。一が三個も出てやがるじゃないか。よし、次は俺の分を頼たのむ」

　同じように転がり、今度の目は二、二、三、三、三、六、六。

「おやおや、私の負まけじゃないか」

　口くち車ぐるまに乗せられ、ついつい応おうじたが賽子で遊んでいる状じよう況きようではないと、焰雄は正気づいた。

「おい。ふざけるのはよしにしよう。村の連中の前だぜ」

「和穂君。次は私の分だ」

　目は一、一、一、四、四、五、六。

「おい」

「次は焰雄君の分だ」

　目は二、二、三、三、三、六、六。

　面おも白しろそうに見えたのか、壇だんの端はしから瑞雅の声が飛ぶ。

「次は、あたしの分をお願い」

　目は六、六、六、六、六、六、六。

　導果は大げさに驚おどろく。

「ほお、さすがですな」

「だから、やめろって」

「和穂君。焰雄君の為ために三回続けて振ってごらん」

　目は二、二、三、三、三、六、六。

　次の目も、三度目の目も。

　奇き妙みようだった。

　七個の賽子さいころが同じ目を出し続けている。

　そうそうありえる事じゃないのは明めい白はくだった。

　村人たちの間に軽いどよめきが走った。

　しかし、焰雄は首を横に振ふる。

「どうせいかさまだ。

　指を鳴らして蠟ろう燭そくの炎ほのおをつけられるんじゃ、賽子の目を操あやつるぐらい軽いもんだろ」

「それは心しん外がいだな。

　この導果、勝負は正々堂々と行うぞ」

　いかさまがらみの騒そう動どうは焰雄はごめんだった。これほど不ふ毛もうな争あらそいはない。

「どうでもいいよ。金を賭かけてたわけじゃなし。

　おっと、賽子なんかどうでもいいんだ」

　大げさに。明らかに大げさに導果は立ち上がった。

「とんでもない。

　これが今回の事件の答えだよ」

　絶ぜつ望ぼうの沈ちん黙もくではなかった。

　驚きよう愕がくゆえの沈黙が広がっていった。

　途と端たん、雨が降ふった。導果の笑え顔がおに汗あせが光った。叩たたきつける雨音が滝たきのような音を巻き起こした。

　導果は答えと言った。事件の謎なぞを解いたのか？　しかし答えの意味が、誰にも理解できない。焰雄の声が絞り出された。

「なんだって」

　ゆっくりと歩き、導果は卓たくと村人たちの間に立つ。

　それほど広い壇だんではないので、導果一人がやっと立てる程度の広さだ。卓に置かれた蠟燭の明かりは、立ちはだかる導果の体に遮さえぎられて村人たちには届かなくなった。そのせいで村人たちはいきなり明かりを消されたような感覚に包まれる。導果の姿は巨大な影かげ法ぼう師しのように見える。雨音が一層強くなったが雨音ごときで導果の声はかき消されない。

「全部偶ぐう然ぜんの一いつ致ちです」

　虚きよを突つかれた。導果の言葉に破は綻たんはない。

　だが、誰も導果の言葉を納なつ得とく出来無い。

　焰雄は言った。

「おい、偶然の一致だと？　村の連中が倒たおれていった理由が偶然の一致だと？

　あれは攻こう撃げきされて、仮死状態になってるんだろ」

「いえ。あれはああゆう病びよう気きなんです」

「病気だと？」

「見た目が似ているといっても、それが同じものだとは限りますまい。

　武器の宝貝が敵の腹をぶん殴なぐれば、相手は腹ふく痛つうになります。気かなんだか知りませんが、そいつを浸しん透とうさせれば痣あざも残りません。

　だからと言って、この世の腹痛が全すべて宝貝のせいですかな。

　殷雷君の見み立たてが間ま違ちがったのも仕方がないでしょうな。暗器の宝貝の仕し掛かけだとしたら外がい傷しようが残ってないのは当然と見た。

　それ以前に、それが病気だからこそ外傷はないのに」

　軽い混乱が起きた。

　しかし、本当に軽い混乱であった。なぜなら、奇き病びようの原因は宝貝にあるのは明めい白はくだったからだ。

「病やまいを操あやつる宝貝？　伝でん染せんするのか！」

「あのね、焰雄君。

　それじゃ偶然の一致じゃないでしょ。

　あれは伝染するような病気じゃない。なのに百何人かが同時期に発病、ゆえに偶然の一致なんです。

　瑞雅さん。医師としての御ご意い見けんは？」

「正体不明の眠ねむり病。いいんじゃない？　よくある奇病っぽくて」

　ゆらゆらと体を動かし、導果は自分の姿をより影法師のように見せた。

「奇病ではありますが伝染はしない。

　何千万人のさらに何千倍の人間が居ても数人の患かん者じやしかいないような病気です。

　それが一つの島で大量発生だ。

　して、焰雄君そのこころは？」

「答えは偶然の一致だなんてほざく、学者が居たらそいつは即そつ刻こく廃はい業ぎようだ。

　普ふ通つうは奇病の、未み知ちの原因がその村にあると考えるだろうな」

　張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんを、導果は自分の声だけで少し緩ゆるめた。

　声の張りだけで壇だん上じようの緊張感、村人たちの緊張感を操っている。

「言葉は恐おそろしいものですな。

　焰雄君の言葉間違ってはいますが、正確でもある」

「頼たのむから、もう少し理解できるように説明してくれよ」

「よいでしょう。

　さて、村の皆みな様さまは承しよう知ちでしょうが、例の潮しおです。

　本来発生する時じ期きよりもずれて発生したようですな。事件と同時に。

　これも偶ぐう然ぜんの一いつ致ちです」

　導果は何を説明しようとしているのか。

　村人たちには理解できない。

　ただ、導果は全すべてを偶然の一致で片づけようとしているだけなのか。

　偶然の一致ならば、事件は解決しようがないのではないか。

　根こん底ていで話が食い違ちがっているのではないかと焰雄は危き惧ぐした。

「探たん偵ていさんよ。

　つまり全ては偶然の一致で、宝貝の使い手なんて最初っからいなかった、とでもいいたいのか？」

「まさか。宝貝の所持者はこの村の中に居ますよ」

「訳が判わからん！」

　村人たちの間に苦く悩のうと苦痛が広がっていく。導果は鋭するどく、その度ど合あいを計はかりとる。

　そして、ちょうどいい頃ころ合あいとみて、事件の答えを言う。

「複ふく雑ざつ怪かい奇きな謎なぞが絡からみ合っているようなこの事件ですが、本質は実に単純明めい快かい。

　敵が所持しているのは、暗器の宝貝なんかじゃない」

「だったらなんなんだ！」

「使用者の望のぞみを叶かなえる宝貝です。文字どおり『望みを叶える』という能力を持ちます」

　雷らい鳴めいが轟とどろき、雨が吹ふきすさぶ。蛙かえると烏からすが狂くるったように鳴き叫さけぶ。百万頭の馬が嘶いななくような奇き妙みような音がする。

　ぐるりぐるりと目が回る。まわりながらも中心に近づく感覚が広がっていく。

　焰雄は何度も首を縦に振ふった。

「つまり、潮も奇病も、宝貝の所持者が望んだって意味か？

　でもそれじゃ偶然の一致じゃない」

「全ては偶然の一致です。

　偶然の一致を引き起こす能力を持つ宝貝、それが敵の正体だ。

　さて、村の皆みな様さま。現場を巡めぐる最さい中ちゆうに大変面おも白しろい猫ねこを見ました。骨こつ相そう学がく的てきに見て、どう考えても雄おすなのに雌めすだった三み毛け猫です。

　これも、まさに偶然の一致」

「潮しおと奇病もよいとして、三毛猫の性別を操あやつってなにが楽しい？」

「そう誤ご解かいするだろうね。

　違ちがうんだ。敵は潮も奇病も三毛猫も、ついでに雷鳴や豪ごう雨う、蛙や烏に馬の嘶きに似た怪かい音おんを起こして、どうしようとする気はない。

　奴やつは和穂君と殷雷君から逃にげる事を望んだ。宝貝はその望みを叶えようとしている。

　さあ、和穂君たちがこの村にやってきた。潮を操ってこの島を閉へい鎖さしたのは、状じよう況きようを出来るだけ固定して不ふ確かく定ていな要よう素そが島にまぎれ込むのを防ふせぐ為ためだ。

　潮の異い状じようは敵の宝貝が望んだ偶ぐう然ぜんだ。

　でもそれは同時に、別の偶然を撒まき散ちらす事になるんだ」

　導果が出現してからの雷鳴を始めとした喧けん騒そうも全すべては敵の仕し業わざなのかと焰雄は知った。

　だがやはり意味がまだ通じていない。

「信じられないね。

　本気で逃げたいのなら、選せん択たく肢しを十三人の村人にまで減らす理由がない」

「減っちゃいないよ。敵はこの中にいるかもしれないし、和穂君が気付いたように眠ねむりの棺かん桶おけの中にいるかもしれない。まあ、確実に眠っている村人の中に犯人はいるだろう。眠っていれば尻尾しつぽも出しにくい」

　奇き病びようにしろなんにしろ、誰も死んではいない。哀あわれな被ひ害がい者しやの中に敵がまぎれ込んでいるとは十分に考えられる。

　しかし、それでもまどろっこしいと焰雄には感じられた。

「まあいい。偶然を操るのならば、さっさとどこかへでも飛んでいけばいいじゃないか。偶然の一いつ致ちで空ぐらいとんでも驚おどろきゃしない」

「駄だ目めな理由が二つある。

　飛んで逃げても本質的な解決にはならない。

　和穂君たちが追いかけていくからね。

　それともう一つ。

　人間が空を飛ぶなんて偶然の一致を巻き起こしたら、三み毛け猫ねこや文もん様ようどころの騒さわぎじゃすまなくなる」

「やっと判わかりかけてたのに、また判らなくなってきたぞ。猫と文様の意味は？」

　嚙かみ砕くだくように導果は説明した。

「銭ぜにを借かりれば、返さねばなるまい。

　自分が望む、無茶な偶ぐう然ぜんの一致を起こせば、どうやらその反はん動どうで訳の判らん偶然の一致も同時に引き起こるらしい。

　宝貝の所持者を探さぐりにくくする為ために、例の奇病が偶然に起きる。宝貝の望む偶然だ。

　と、同時に宝貝が望んだ訳じゃない、例の文様出現という偶然も起きる。

　天てん秤びんばかりと一いつ緒しよだよ。片方に重りを乗せれば釣つり合いをとるにはもう片方にも重りを乗せねばならん。

　あの文様は純じゆん粋すいな熱によって焼きつけられたものだ。

　だから、焼け焦こげの匂においがする。普ふ通つうは滅めつ多たにない自然発はつ火かがおき、さらに偶然に意味のある焼け焦げが出来る。

　ああいうややこしい三毛猫がこの村にまぎれ込んだのも『偶然』の清せい算さんの一つだろう」

「一応、辻つじ褄つまはあってきたじゃないか。

　でもまだ信用できんな。

　村人をあんな目に遭あわすぐらいなら、和穂ちゃんを直接始し末まつしたほうが遥はるかに簡単じゃないか。

　謎なぞの奇き病びようよりも、心しん臓ぞう麻ま痺ひを和穂ちゃんに起こさせたほうが、偶然の清算も遥かに簡単だろうに」

「はははっは。そんな事をしてみろ。

　殷雷君が死に物狂ぐるいで敵を追い詰つめるじゃないか。偶然に、殷雷君に少しぐらいの推すい察さつ間ま違ちがいを起こさせられてても、さすがに宝貝を偶然の一致で破は壊かいするのは骨ほねだよ。いったいどれだけの『偶然』の代だい償しようを払はらわねばならんか。

　敵の宝貝も、自分の使用者の身の安全のために出来うるかぎり望んだわけじゃない『偶然の一いつ致ち』を撒まき散らさないようにしているからね」

「つまり、今回の事件は和穂ちゃんから逃にげ切る為に起きた事件なんだな」

「そういうこと。逃げ切る為に偶然の一致が村には溢あふれかえったんだ。

　だけどそんなもの、私の手にかかればちょちょいのちょいだ。偶然の一致を素す直なおに偶然の一致と認める、私のなんという素す晴ばらしさ。

　偶然の一致が起きるのは、偶然の一致を巻き起こせる宝貝のせいなのです！

　いかに和穂君とはいえ、ここまで素直に物事は考えられまい」

「一歩間違えば、ただの妄もう想そうだぞ。ただ、さっきの賽子さいころがあるから、信じてやろう。

　探たん偵てい先生のお蔭かげで、敵の尻尾しつぽは捕つかまえたんだ。で、結局どいつが宝貝の所持者なんだ？

　種はばれたんだ。とっとと和穂ちゃんに宝貝を返させよう」

　うんうんと導果は頷うなずく。

　村人の間にも確かに活かつ気きが戻もどっていた。

　導果も満足げに頷く。が、彼の頷きは事件解決を喜よろこぶ為ためのものではない。

　ドンデン返しを楽しむ為のものだった。

「では諸しよ君くん。静せい粛しゆくに願おう。

　宝貝の所持者は……」

　有あり得えない偶ぐう然ぜんが荒あれ狂くるい、雷らい鳴めいがまたしても轟とどろき、馬の嘶いななきに似た怪かい音おんが弾はじけた。蛙かえるや烏からすの鳴き声もおそらくは蛙や烏が巻き起こしているのではないのだろう。有り得ない音たちは、偶然の影かげでしかない。

　導果の全身から汗あせが吹ふき出す。その汗は熱ねつ演えんゆえのものだけではない。断だん縁えん獄ごくから出現して以来、導果はとてつもない頭ず痛つうに襲おそわれていたのだ。が、彼はそんなことをおくびにも出してはいなかった。

　偶然の一いつ致ちで、宝貝を破は壊かいするのは至し難なんの業わざとは言った。だが、不可能でもない。怪音の高鳴りとともに、導果の頭痛も極きよく限げんにまで酷ひどくなる。

　さすがの導果もそろそろ自分の耐たい久きゆう力りよくが限界に来ているのを認みとめるしかなかった。このままでは『偶然』に破壊されるかもしれない。

　もし破壊されなければ、世界の箍たがにヒビがはいるかもしれない。

　世界を統すべる理ことわりと自分の体のどちらが頑がん丈じようか少しばかりは興味があった。

　そんな彼の心内を知らずに全員の視線が導果に集まる。

　痛みの中、観客たちの視線を思う存ぞん分ぶん楽しみ、導果は一人の娘むすめの前に歩あゆみ寄る。

　壇だん上じようの娘。和穂の前にだ。その動きのせいで多少光は戻ったが、それでも導果の表情は村人たちからはよく判らない。

　そして、驚おどろく和穂をさらに驚かせる言葉が導果の口から放はなたれた。

「和穂君。

　悪いが誰が宝貝の所持者か判わからない。全くもって申もうし訳わけない」

　皆みんなが言葉を失った。同時に怪音がピタリと止やみ、導果の頭痛も消しよう滅めつした。

　それは彼の言葉が導果お得意のおふざけではないことを示していた。

「尻尾しつぽは握にぎった。絶対確実に犯人は村人の誰かだ。

　だけどこれ以上追つい及きゆうすると人ひと質じちの身が危険にさらされる」

　焰雄の額ひたいも汗が浮かんでいる。

「寝ねている村人がか？」

「ご冗じよう談だんを。

　人質はこの世界そのものだ。

　素す晴ばらしく頭の切れる私がこれ以上、犯人を追い詰つめたとしたらどうなる？

　犯人を守る為ためにさらに偶ぐう然ぜんの一致が巻き起こる。しかも尋じん常じようじゃない破は壊かい的てきな偶然の一致だ。偶然に海が干ひ上あがるか？　偶然に世界は炎ほのおに包つつまれるか？　私の口を黙だまらせる偶然と吊つり合あう程の偶然さ。

　たぶんこの世界の理ことわりが崩ほう壊かいしかねないぐらいの大だい惨さん事じが起きるだろうね。

　恐おそらく、今回の事件を巻き起こした宝貝は半自じ我が半自動的な代しろ物ものだ。

　最さい善ぜん手しゆを常に模も索さくするが、最善手がどれだけの惨事を巻き起こそうが躊ちゆう躇ちよはしない。己おのれの所持者の命はできる限り守ろうとはするでしょうが、それとても使用者の願いを叶かなえるという目的より優ゆう先せんするかどうか。

　私が犯人を追い詰めれば追い詰めるほど、最善手と最悪の事態との差が縮ちぢまっていく。

　だから私はこれ以上、犯人を詮せん索さくしない。犯人を追い詰めるのは自じ滅めつ行為だ。

　龍りゆう華かの鼻っ柱に賭かけたっていい」

　和穂の前の導果の胸むなぐらを摑つかみ、焰雄は言った。

「まて、それじゃ村はどうなる？

　俺たちはいったいどうなるって言うんだ！」

「焰雄君。それはつまり村を助ける方法を私に尋たずねているのかい？」

「そうだ！　あるのか？」

「あぁ、至し極ごく簡単な解決方法がある」

「言え！」

「簡単だ。和穂君や殷雷君、宝貝の所持者を探さぐろうとするものがこの村から立ち去り、二度と戻もどってこなければ村の連中は助かる」

　和穂も椅い子すから立ち上がった。

「でも、それじゃ」

「あの奇き病びようだが、当然、あのまま半永久的に眠ねむり続けられるわけはない。

　生命の代たい謝しや能力が極きよく端たんに落ちているから、飲まず食わずでもだいぶもつが、そのうちに餓が死しだ。半自動宝貝にしちゃなかなか痛いところを突ついてるじゃないか。私にとっては世界の理ことわりが人ひと質じち、和穂くんには村人が人質だ。

　請うけ負おってもいい。和穂くんが諦あきらめたら、村人たちは目覚め始めて潮しおの異い状じようも消えてなくなる」

　犯人は探せない。

　村人を助けるには村から離はなれて、宝貝所持者が誰であるかを探すのを諦あきらめなければならない。

　とまどう和穂の姿を見て焰雄は鼻で笑う。

「そういうことだ。悪いが宝貝の回収は諦めてくれ」

「でも」

「でもじゃねえ。宝貝回収と引き換かえに村人の命を危険にさらすか？　よく判わからんが、世界を崩ほう壊かいさせる危険もあるんだろ」

　瑞すい雅がは冷たく言った。

「仕方ないんじゃない。私なら諦める。

　村人や世界には申し訳ないけど」

　諦める方向が全く逆ぎやくである、いとこを捨て置き、焰雄は和穂に迫せまる。

「宝貝を回収しなければ、仙せん人にんの世界に帰られないんだったな。

　いくらでも同どう情じようはしてやる。

　だが、諦めてくれ。それになんだ。もしかしたら、この宝貝に打ち勝てるような宝貝が見つかるかもしれんじゃないか。

　それまでは、この村は後回しってことでどうだ？」

　導果が首を振ふる。

「まず、そんな都つ合ごうのよい宝貝はあるまい。

　万が一あったとして、その宝貝に近寄ればまた偶ぐう然ぜんの一いつ致ちが巻き起こり、その宝貝には近寄れなくなる。

　言っておくが、こういう世界の根こん幹かんに作用できる宝貝の有ゆう効こう範はん囲いは、莫ばく大だいに広いぞ。

　恐おそらく人間の世界全体を包めるはずだ」

「余よ計けいな口をはさむな！　いいな、和穂ちゃん。可哀かわい想そうだが、解決策がない時点であんたは負けたんだ。

　負けを認めてくれ。じたばたして他人に迷めい惑わくをかけるな」

　宝貝を全すべて回収しなければ和穂は仙せん界かいに戻もどれない。

　だが、宝貝回収を自みずから望んだ理由は、宝貝による被ひ害がいを出来るだけ小さくしようという願いからであったのだ。

　和穂はゆっくりと口を開きかけた。

　と、同時に導果は笑う。

「はははっは。

　和穂君。きみは悲ひ劇げきの主しゆ人じん公こうだ！」

　それが私に割り振られたこの舞ぶ台たいでの役だったのかと、和穂は愕がく然ぜんとした。

　導果は続けた。

「宝貝回収のために骨身を削けずって戦たたかうきみが、人の命を助ける為ために、己おのれの志こころざしを捨すて去さろうというのだからね。

　しかし、そんな安っぽい悲劇は私の好みじゃないんだ。

　臭くさい臭い。臭いだけならまだいいが、何のひねりもないじゃないか。

　断だんじて認みとめん。そんなつまらない筋書きなど、この導果筆ひつは断じて認めんぞ！」

　導果は笑う。

　棺かん桶おけで作られた舞台の上で、船乗りと元仙人と医者が見守る前で笑う。

　舞台を見つめる村人たちの気持ちを導果は完かん璧ぺきに把は握あくしていた。

　観かん客きやくの望みはこうだ。

　この苦しみから解かい放ほうされたい。もしも、和穂が村人たちを犠ぎ牲せいにしてでも宝貝回収を優先させるような真ま似ねをしたら村人たちは許ゆるしはしない。

　だが、自分たちも和穂を犠牲にして、自分たちが助かろうとしているのだ。先せん刻こくの巫ふ山ざ戯けた瑞雅の言葉が今になって村人たちの心にずしりと響ひびく。申し訳ないけど諦あきらめてもらう。村人をか？　宝貝をか？　どちらが自分に都合がいいかだけの違ちがいだ。本質は全く変わらない。

　本当の元げん凶きようは和穂ではない。村人の中に居る、宝貝の所持者なのにだ。

　村人たちの葛かつ藤とうを導果は承しよう知ちしていた。

　静かだが巨きよ大だいな葛藤のうねりを導果は、楽しむ。

　そして、葛藤の解放にかかる。

　くるりくるりと壇だんの上を回り蠟ろう燭そくの後に立つ。明かりが、導果のこの上もない笑顔を照らしあげた。

　そして導果は舞台の上で観客たちに宣せん言げんした。

　高らかに、誇ほこり高く、やはり笑いながら。

「さて、そんなつまらない悲劇を、この導果筆が喜劇にしてさしあげよう。

　ありふれた、自己犠牲の美しさを歌うたう説教臭くて、至し極ごくつまらない悲劇を馬ば鹿か馬鹿しい、全くもって馬鹿馬鹿しい、見事なまでの喜劇に変えて見せましょう」

　どこまでも突つき通るような大きく、それでいて全く不ふ快かいでない導果の大声は島の隅すみ々ずみにまで響ひびき渡わたる。

　かくて、次の瞬しゆん間かんに解き放たれた導果の言葉で、この事件は解決した。

　意外な言葉に観客は一瞬沈ちん黙もくし、続いて爆ばく笑しようの渦うずが巻まき起こり、舞ぶ台たいに向かって賞しよう賛さんの拍はく手しゆが巻き起こる。
















　導果筆は満足した。初めて村人たちの暗い顔を見たときから、どうにかしてこの観客たちを沸わかしたくてウズウズしていたのだ。

　舞台は終わった。導果は観客たちに向かい深く一礼した。




　　　　終




　朝日が昇のぼっていた。

　何の代かわり映ばえのしない朝日だったが、その平へい凡ぼんさこそがこの事件の終しゆう焉えんを物語っていた。

　潮しお風かぜが吹ふきすさぶ船ふな着つき場ばで、殷いん雷らいは頭を抱かかえている。

　殷雷たちを送り届けた焰えん雄ゆうの船は、既すでに再び村に向かい波をかきわけ進んでいった。

　わざわざ焰雄を見送るつもりもなかったが、殷雷はぼんやりと彼の船を見続けていた。

「それでどうなった？　事件は解決したのかよ。ま、したんだろうが」

　殷雷の手には紅くれない色いろの光を放つ宝ほう玉ぎよくが握にぎられていた。うずらの卵たまご程度の大きさだが、その光は強い。

　船から視線を外し、殷雷は手元の宝ほう玉ぎよくを見つめた。宝貝、理り合ごう珠しゆ。今回の事件を巻き起こした宝貝に他ほかならない。

　ありとあらゆる望みを叶かなえる宝貝。その能力は絶ぜつ大だいで、物ぶつ理り法ほう則そくすら確かく率りつの名の下もとに支し配はいする。

　その宝貝にどうやって勝ったのか。

「で、どうやって解決したんだ！」

　説明は既すでに受けた。だが、あまりの内容に殷雷はそれを理解できなかった。

　いや理解したくはなかったのだ。

　あれだけ厄やつ介かいな事件が、そんな無む茶ちやな解決策で対応できたなどとは。

　導果は誇ほこらしく胸を張った。

「はははっは。殷雷君もあの舞ぶ台たいの上に役者として、招しよう待たいしてやればよかったね。

　でも、うっかりきみの存在をころっと忘れてたんだ。すまんすまん。

　そう。あの時、私は高らかに叫さけんだんだ。

　村の中に、文字どおり響ひびき渡わたるような声でね。

『さあ、その凄すさまじい能力で完かん膚ぷなきまでに和穂君に打ち勝った宝貝君よ！

　きみは本当に素す晴ばらしい。素晴らしすぎるほど、素晴らしい。

　きみは、きみの使用者の望みをほぼ完かん璧ぺきに叶かなえたんだ。

　私が予よ想そうするに、きみの使用者は和穂君たちから自分の身を隠かくすこと、自分が宝貝所持者だとばれないことを望んだんだね。

　きみは完璧に仕事をしようとしている。

　だけどまだ完璧じゃない。

　僭せん越えつながらこの導果にきみの仕事の手伝いをさせてくれないか。

　宝貝君。

　実に簡単、なおかつ単純な解決法がある。

　これに従したがえば、きみは完璧に使用者の願いを叶かなえられる！　こう見えても和穂君は元もと仙せん人にんだ。人じん知ちを越こえた能力を隠かくしもっている可能性もあるだろう。

　だが、そんな和穂君を完全に押おさえ込む方法がある。

　この方法に従えば、きみはまさしく完璧に使用者の望みを叶えられる。

　いいかい、宝貝君。

　今すぐ姿をあらわし、和穂君に回収されるんだ！　そうすれば、きみの所有者は永遠にその正体がばれる危険から解放される！』

　とね。

　途と端たんに理り合ごう珠しゆはその真しん紅くの輝かがやきをほとばしらせ、窓から部屋の中に飛び込んできたという次し第だいさ」

　そんなんでいいのか？　殷雷は頭ず痛つうを覚えた。

　そりゃそうだろう。宝貝を回収すれば、宝貝の所持者に意味はない。

　殷雷は首を横に振ふった。ともかく事件は解決したんだからよしとしよう。

　和穂が吞のん気きに言った。本人は真ま面じ目めだろうが、殷雷には吞気な意見にしかきこえない。

「どんな望みも叶えられるんなら、全すべての宝貝を回収出来るんじゃ」

　ハラリと季き節せつはずれの雪ゆきが『偶然』降りかけたのを見て導果は素す早ばやく説明した。

「和穂君。そうは問とん屋やが卸おろさんよ。

　理合珠は今も所有者の願いを叶える為ために作さ動どう中だ。

　別の願いは、今の願いを破は棄きする事を意味する。それは許されない」

　殷雷は理合珠を和穂に向かい、ぽいと投げる。

　和穂は理合珠を受け取る。

　殷雷は再び焰雄の船に目をやった。

「眠ねむり続けていた村の連中に、これから、このくだらん事件の経けい緯いを説明しなけりゃならん焰雄よりゃましだな」

　時を置かず、村人たちは目め覚ざめるだろう。

　認めるのは癪しやくではあったが、暗あん器きの宝貝による昏こん睡すい状態ではないのだ、原因が消えた途と端たんに鮮あざやかに目覚めるものでもない。

　ゆっくりと目覚める村人の中に今回の犯人が、確実に居るのだ。

　その犯人の心しん境きようはいかなものだろうか。

「こんな絶ぜつ大だいな宝貝を操あやつって、招まねいた結果がこれか。

　犯人が焰雄の説明を聞いて、どんな顔をするのか見たいもんだな」

「はははっは。

　私は犯人になんかこれっぽっちも興味はないがねえ」

　探たん偵ていにあるまじき暴ぼう言げんを吐はいて、導果は笑った。




『理合珠』

　いかなる望みも叶える宝貝。願がん望ぼう成じよう就じゆの為に偶ぐう然ぜんの一いつ致ちに作さ用ようする。かくてねじまげられた偶然は、別の偶然によって補おぎなわれようとし、強きよう大だいな望みであれば、世界の根こん幹かんすら破は綻たんさせうる危険性をもつ。







　　　あとがき







　寝てました。それはもうヌラヌラと。昼やら夜やら朝やら夕方が完全に溶とけあう程、ただひたすらに。眠りの渦うずの中で記憶の張はりも失うせ、忘却の波に流され、ああ、そろそろ何もなくなって真っ白になってしまうなあと、人ごとのように感じたところで目が覚めた。

　危あやうい一いつ線せんからから引き戻った、というのではなくその一線の向こうに居るのも自分だと思い知った時、ふつふつと血ちの猛たけりが蘇よみがえった。笑わせてくれるではないか。真っ白になったところで、その「白」は俺の「白」に他ならないのだ。

　てなわけでえらく遅くなって申し訳ない。去年中にはどうにかしたかったけど、間に合いませんでした。




『新年あけましておめでとう作戦』




　意外かもしれんが、ワシはわりと律りち儀ぎに初はつ詣もうでに出掛けるほうなのだ。別に信しん心じん深ぶかいって訳わけでもなく、なにやら毎年行ってるから今年も行こうか、ってな感じで正月は神社に行く。

　が、今年は友人たちの都つ合ごうが合わず、初詣は取りやめにしようかという話になった。さすがに一人で参さん拝ばいに行くほど奇き特とくではないのだ。

　そんなこんなで炬こ燵たつで丸くなっていると、友人から連絡が入る。「昼間は無理だが仕事が終わってからなら初詣に行けるぞ」ってなことで、やはり元日に初詣に出掛けることになった。

　ああ、なんという事であろう。その時にイヤな予感はしていたのだ。さながら首の後うしろがひきつる感覚とでも言おうか。戦闘民族河かわ内ち人じんの本能が、これから起こる悲劇を敏びん感かんに察知していたのであろう。愚おろかなワシはその血の警告を無視してしまったのだ。

　集合は午後八時。待ち合わせ場所にやって来たのは先刻電話をしてきた男がただ一人。以後そいつを、たこ焼き八段と呼ぶが別にたこ焼きに似ているのではない。たこ焼きについて熱く語るときのみ、そいつの魂たましいは光り輝く男だからだ。かなり勘かん弁べんしてほしい人のように思えるが、こっちも「猫ねこ道どう」とかほざいてる人間なので互ご角かくである。

　たこ焼き八段とワシは同級生なので、三十過ぎのおっさん二人が手に手をとって初詣という、いかんともしがたい状況である。ちなみに他に誘さそった者は「仕事で疲つかれてるんで寝る」という返答だったそうだ。そりゃ普通そうだわな。

　馬鹿らしくなったので帰ろうかとも思ったが、待ち合わせした場所がかなりの辺へん境きように位置し（日本の果てまで徒歩二十分ぐらい）ここで帰れば完かん璧ぺきな無む駄だ足あしなので腹をくくって神社に向かう。

　いくら元日とはいえ昼間の混雑が噓うそのように人通りが少ない。電車を降り参さん拝ぱい道どうを歩くが行いき交かう人もほとんどおらず、閉まりかけた屋台のうすぼんやりした明かりだけが道を照らすという、見事な宮みや沢ざわ賢けん治じっぷりが困った感じである。

　たこやき八段は晩ばん飯めしを食ってないという理由で、ベビーカステラを屋台で買ってばくばく喰くってやがる。ワシにもカステラを勧めるが、晩飯代わりにベビーカステラを食っている男を見るだけで胸がいっぱいになったんで断ことわる。

　待て八段、屋台がこれだけ出ているのに、たこ焼きを買わないのは何な故ぜだ？　問いかけると、たこ焼きは帰りに買うという返事が返る。恐るべし八段、空腹時にたこ焼きを食うと、舌に迷まよいが出るという事なのか！　いやたぶん考えすぎだろう。

　やがて小雨が降り出し宮沢賢治ワールドに拍はく車しやがかかる。これで狐きつねが飛とび跳はねでもしたら完かん璧ぺきだ。

　かくて雨の中を突き進み、闇やみの中にそびえる神社の入り口に到着する。

　神社の門は閉しまってました。

　神社にも営業時間ってあったのか！　初詣で門前払いを食わされ、雨の中泣きながら家いえ路じにつきました。それでも八段は帰りにたこ焼きを買って満足げ。負け。




『対イタリア人作戦』




　イタリア人と話す。

　英語は難しいという意見で意気投合。そうかそうかやっぱりそうか、前からそうじゃないかと思ってたのだ。引き分け。




『いきなり文芸論作戦』




　新聞の勧かん誘ゆうのしつこさに腹が立つのは、今更言うまでもあるまい。まともな勧誘は断るとすぐ引き下がり、数か月は勧誘に来ない。そういう勧誘には別に文句もないが、当然例外も居る。

　仕事場の玄関に新聞が放り込まれていた。さては、勝手に新聞を配達し後から集金に来る作戦か！　と思ったらさすがにそうではなく、いわゆる見本紙だった。見本紙とはいえ普通の新聞に「見本」のスタンプが押されているだけのものである。あと、ちょっとした宣伝チラシも張り付けてあった。

　そのチラシによると「我が素す晴ばらしい新聞は、大学入試問題に出題されること比類なき！　ああ、素す晴ばらしい我が新聞よ永遠なれ」みたいな内容が書いてあった。

　ふむ。どうやらこの新聞は高卒程度の知識をもつ人間が、注ちゆう意い深ぶかく真剣にキッチリ読み込まなければ文章の意味が通らないらしい。

　新聞記事としては致ち命めい的てきだと思うがどうか？　判定待ち。




『消費税作戦』




　とんかつ屋で、みぞれかつ定食を喰う。値段は１０５０円（税別）理り不ふ尽じんなり！　敗北。




『猫道　地獄歌』




　この話は書くべきか。それとも書かざるべきか。下へ手たしたら家庭崩壊の危機もある恐ろしい話である。

　小学校からの知人が結婚して子供が産まれた。おめでたい話である。電話で連絡を受け、ひさしぶりにしばらく話す。

　そして子供の名前を聞いて、ワシは目眩めまいを起こした。

　子供の名は、そいつが小学生の頃に飼っていた猫の名と（ほとんど）同じなのである。無む類るいの猫好きなのは知っていたが、嫁よめはんはその事実を知っておるのだろうか。みけやたま、みたいな簡単な名前じゃないから、気づいてないんだろうな。

　あとがきの話のネタで家庭を崩壊させるのもなんなんで、これ以上は書けない。




『作品解説』




　ネタがばれるかもしれないので注意。




「暁三姉妹あかつきさんしまい密室盗難事件顚末とうなんじけんてんまつ」

　怒られるかと思ったが、別に怒られなかった。もしかして呆あきれられたのかもしれない。

　ノックスの十じゆつ戒かいって何ですか？




「夢ゆめの涯はて」

　探偵の次がこれなんだから泣けてくる。




「西の狼、東の虎」

　対宝貝用の宝ぱお貝ぺいだ！　ぬう、なれば対対宝貝用の宝貝でござる！　かくなる上は対対対宝貝用の……とやろうかと思ったけど訳が判らないのでやめ。ふと、ここで、この三編の小説全てに衛えい士しが絡からんでることに気がつく。「いやあ、今回の奮闘編は衛士でまとめてみました」とかなんとか格好をつけてやろうかとも思っていたが……




「雷たちの饗きよう宴えん」

　しまった衛士が出てこない！　しかも話の構成上、出しようがない！　かくて野望はここに潰ついえる。




「刀かたな鍛冶かじ、真淵しんえん氏の勝利」

　タイトルどうり真淵氏が、和穂たちを追っ払い見事に勝利をつかみ取る話。道どう義ぎ的てきにいかんともしがたいタイトルのような気がせんでもないが、ヴァンダインの二十則って何ですか？




　てな所で紙数も尽きた。ではまた。
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